
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　誰だれかが泣いている。




　不安定な電圧に整備灯が瞬またたいている。空気の対流音が低く流れている。整備課に固有の略式アルファベットで書かれた政治的卑ひ語ごが床ゆか一面に踊おどっている。寒く、広く、暗く、人ひと気けはない。いつもと何も変わらない、消灯後の格納庫ドツクの光景。

　その泣き声に驚おどろいて、私は目を覚ます。解像度の上がり切らない寝ぼけ眼まなこで周囲を見回すが、誰の姿も見当たらない。泣き声だけが聞こえる。

　どこかで、誰かが泣いている。

　──どこだ？

　女の子の泣き声だ。息を詰つまらせるように、感情に締しめつけられているように、苦しそうに泣いている。赤外映像にシフトするが、どの物もの陰かげにもそれらしい熱源は見当たらない。聴ちよう覚かくセンサーをすべてアクティブにしてみる。クロスチェックが可能になってようやく、泣き声の主ぬしがごく近くにいることがわかる。

　いた。

　不ふ覚かく。私のすぐ足元だった。

　私の足元で、女の子が泣いていた。

　ずいぶん背の低い女の子だった。うつむいて、小さな肩かたを震ふるわせている。ぶかぶかの黄色いパジャマに大きすぎるスリッパ。色の薄うすい茶色の髪かみ。

　訓練生の女の子だった。

　私と同じ部隊の女の子だった。

　よく知っている女の子だった。

　レーザー計測するまでもなく、私は彼女の身長についての正確な数字を知っていた。それが彼女のコンプレックスであることも知っていた。彼女が泣き虫であることも知っていた。軌き道どう降下演習でおもらしをしたことも知っていた。彼女の苦手な科目が電子情報戦略であることも知っていたし、三週間前に行われた電情戦の座学試験の彼女の点数も知っていたし、彼女がその答案用紙をロッカーの奥深くに隠かくしたことも知っていた。あまりの出来の悪さに、目に触ふれる所に置いておく気になれなかったのだろう。気持ちはわかる気がする。あれは、確かに、見るも無残な点数だったから。

　そして、彼女がある種の天才であることも、私はよく知っていた。

　しかし、彼女がなぜ泣いているのかは、私にはわからなかった。

　こんな時間に、こんな場所で、こんな格好で。

『どうしたんです？　またキスカさんにいじめられたんですか？』

　あれこれと言葉に迷った挙げ句に、私は、そう声をかけた。

　彼女はうつむいたまま、首を横に振ふった。

　よし。キスカさんにいじめられて泣いているのではない、ということはわかった。偉い大だいな一歩である──などと悠ゆう長ちように構えてもいられない。この時間にこの場所でこの格好なのだ。黄色いパジャマにスリッパという服装は、自室の中ならともかく、この格納庫ドツクにおいては服装規定と安全基準に違い反はんする。また、保安上の問題から、消灯後の格納庫への立ち入りには厳しい罰ばつ則そくが設けられてもいる。

『一体どうしたっていうんです？　マズいですよ、こんなとこ誰だれかに見られたらきっと死し刑けいですよ？』

　答えはない。

『──とにかく、部へ屋やに戻もどってください。話ならオンラインでもできます。ね？　こう見えても私、電子戦にはちょっと自信あるんです。盗とう聴ちようなんかする奴やつがいたら一秒で焼き殺してやりますから』

　やはり答えはなかった。泣きべそは少しだけおさまってきたようだが、彼女は顔も上げず、その場を動こうともしない。私は途と方ほうに暮くれる。まさか、私が部へ屋やまでおんぶしていくわけにもいくまい。キスカさんあたりにこっそり連れん絡らくして迎むかえにきてもらおう──そう思って、ラインを接続して、やめた。

　それは、裏切りだ。

　私がなんとかするしかなかった。私は、少しきつい言い方に出ることにした。

『──あの、もうしわけないんですが。何も話がないのならとっとと帰ってもらえません？』

　彼女の肩かたが震ふるえ、泣き声がねじれた。

　それはほんの微かすかな変化であり、彼女とは10メートル近い身長差があったが、私にははっきりと見えたし、聞こえた。その気になれば、私は１００メートル以上の距離から彼女の心臓の鼓こ動どう音おんを聞き分けることができる。

『ポンコツ訓練機にだってね、やるべきことくらいあるんです。寝とかなくちゃいけないんです。明日あしたも早いんです。あなたになんか、やるべきことは山のようにあるでしょう？』

　彼女がある種の天才であることに、最初に気づいたのは私である。

　そのことには自信がある。なにしろ、彼女はつい最近まで私の右みぎ腕うで管制士兼右側方銃手だったのだから。しかし、ヤマグチ教官もキスカ伍ご長ちようも、ごく早いうちから彼女の力に気づいていたし、ラセレーナ伍長が卒業してからは、蒸気の海の指示からも遠えん慮りよがなくなっていた。

　つい四日前、彼女はまだ訓練生であるにもかかわらず、実験的な配備が予定されている五菱イツビシの新型機──Ａ─99クレイプＶＲ４プロトの初世代パイロットに抜ばつ擢てきされた。

　大本営の手回しのよさは常じよう軌きを逸いつしていた。内定以前からすでに、野戦仕様のクレイプ一機が彼女の専用機として最優先で確保されていた。内定通達の五分後には、五菱イツビシのサポートチームが彼女のクレイプと装備一式をかついでオルドリンになだれ込んできた。彼女は訓練階級を伍ご長ちように格上げされ、ヤマグチ隊から除じよ籍せきされ、通常のカリキュラムを凍とう結けつされて、ここ数日は虐ぎやく待たいスレスレの過か酷こくな訓練に首までつかっている。

　別の言い方をすれば、こういうことになる。

　ひと月先に控えた卒業を待たずして、彼女はすでに、地球行きを保証されたのだ。

　私は、さらに言った。

『まったく、みっともないったらないですよ。めそめそめそめそ。そんなんで、地球勤務が務まると思います？　それでもあなた、ＶＲ４プロトのパイロット候補生なんですか？』

　激げき烈れつな反応は、まったくの突とつ然ぜんに現れた。

「やだあああああああっ!!」

　うつむいたまま、身をよじるようにして彼女は叫さけんだ。そして顔を上げ、涙のあふれる真まっ赤かな目で私を真正面からにらみつけた。

「あんなの大だい嫌きらい!!　あんなの、あんな早いのわたしには無理だもん!!　知ってるくせに、今日きようのわたしの訓練、エンジンに接続してのぞき見してたくせにっ!!」

[image: ]

　私をにらみつけてくる彼女の額ひたいには、傷口を塞ふさぐためのコラーゲンフィルムがベタベタと貼はりつけられていた。その傷が、今日の展開機動訓練中、プロトを外がい郭かく回かい廊ろうのアブソーバー・ウォールに激げき突とつさせてしまったとき、サイドスティックにぶつけてできたものであることを私は知っている。

　そう。

　確かに、私は今日、彼女の訓練をのぞき見していたから。

「やだよぉ！　わたしは、みんなと、みんなといっしょがいいよぉ、こわいよ、ちきゅうなんていきたくないよぉ。わたしは、わたしはＯＥＤＩＰＡエデイパがいい、ＯＥＤＩＰＡのらいとがんなーがいいよお……」

　彼女はまたうつむいて、また泣きはじめた。

　言葉は鳴お咽えつにすり潰つぶされ、先細りになって消えた。

　私は言うべき言葉を持たなかった。

　私は、訓練機であったから。

『──そんなに、プロトのことが嫌いですか？』

　ずいぶん考えた末に、私はそう尋たずねた。

　彼女は答えない。

　お構いなしに、私は一方的に喋しやべった。

『あいつは、あなたのことが好きですよ。白状しますが、今日きよう、確かに私はあなたの訓練をのぞき見していました。でも、おかげでわかったことがある。人間にはわからないかもしれないけれど、私には笑っちゃうくらいにミエミエだ。あいつの、あなたを見る目つきが違ちがうもの。断言しますが、あいつはあなたに惚ほれてます』

　彼女はうつむいたままつかつかと私に歩み寄って、「子供だましのでたらめを言うな」とばかりに私の右みぎ脚あしを力任せに蹴けった。

『あ』

　彼女は怒いかりに燃える目で私を見上げ、そのまま五秒ほど我が慢まんして、もじもじと両足を動かし、その場にしゃがみ込んでつま先をつかんだ。まあ、スリッパをはいただけの足で、あんなふうに力いっぱい蹴ったりしたら無理もない。

『内ない緒しよですよ、私がバラしたなんて、プロトには言わないでくださいよ。あなたは気づかなかったでしょうけど、訓練がうまくいかないのだって、あいつのせいなんです。あいつ、ガキでシャイで意地っ張りだから、小学生みたいな意地悪してるんですよ。「お前の言うことなんかきいてやるもんか」って。私には心があってプロトにはない、なんてのは人間だけの思い込みにすぎません。すごいこと教えてあげましょう。いいですか──

　電線に、電気を通すと、そこには意識が生じるんです。

　あなたの神経繊せん維い集積も、私の光学菌きん糸し集積も、通電している電線の網あみの目って意味ではどこにも違ちがいはありません。豆電球ひとつ電池ひとつの回路にも、心の最小単位とでも言うべきものがある。あなたがいつも使ってるドライヤーとか目覚し時計あたりになれば、もっとずっと複雑な心がある。ましてや、あのＶＲプロトに至っては何をか言わんやだ。あいつの中ちゆう枢すうは、私の流体素そ子しなんかよりもずっと大規模集積された無熱素子ゼロケルビン・プロセツサーのかたまりなんですから。

　まだ疑ってますね？

　あなたには、そう、何て言えばいいのかな──うん、「機械に好かれる才能」、みたいなものがあるんです。誰だれも思ってもみなかったやり方で、その機械の能力を限界以上に引き出せる──とか、人間なら、そんなふうに表現するのかな。あなたの一番大きな武器はそれだ。今まで、あなたの周りにはずっと、キスカさんたちや、ヤマグチ教官や、購買部ＰＸのおばさんがいた。でも、ほんとはそれだけじゃない。おばさんの部へ屋やの電気コタツや、勉強するときに使うデータアクセサーや、いつも缶かんコーヒーを買うエレベータわきの自じ販はん機きや、そのほかの大勢の連中だって、ずっとあなたのことを見守ってきたんです。プロトだってそれは同じだ。あいつは私みたいにうまく喋しやべったりできないけれど、やっぱり、我々のやり方であなたのことが大好きで、あなただけが頼たよりなんですよ。まだ生まれたばっかりで、五菱イツビシのＳＳ工廠フアクトリーからいきなり知らない場所に連れてこられて、おっかないシミュレーションエンジンに接続されておびえているあいつには、あなたしかいないんです。あなたの前ではあいつはいいカッコしいだから、まだしばらくはダダったりするでしょうけど、我が慢まんしてあげてください。あいつは、あなたよりもずうっと年下なんですから。その時がくれば、あいつはすべての力を使って、何もかも犠ぎ牲せいにして、死にもの狂ぐるいであなたを守るはずですから』

　私は、そこまでを一気に喋しやべった。彼女は、私の足元にうずくまったまま、うつむいたままだった。私の言葉に、彼女が納なつ得とくしてくれたかどうかはわからなかった。

　つぶやき声、

「……ＯＥＤＩＰＡエデイパは、ＯＥＤＩＰＡはさ、」

　彼女は顔を上げる。

「わたしが、いなくても、大だい丈じよう夫ぶ？」

　もう泣いてはいない。

「ＯＥＤＩＰＡは、寂さびしくない？」

　私の答えは、こうだった。

『全然。あなたみたいなへっぽこ砲手ガンナー、いなくなってせいせいします』

　彼女は小さな身体からだで猛もう然ぜんと立ち上がり、スリッパの片方を脱ぬぎ、私に向かって投げつけた。コクピット下部のスペースドアーマーに「へたんっ」と命中し、ひらひらと落下するスリッパを、彼女は片手で受け止める。

　そのまま、くるりと踵きびすを返した。

「帰る」

『気をつけてください、誰だれにも見つからないように』

　彼女は私に背を向けたまま、

「だいじょぶ。わかってる」

『その格好、服装規定違い反はんなんですからね。エレベータは使わないように』

　スリッパをはき直し、

「わかってるってば」

『大気災害用の階段を降りて、五十五年記念通路を抜ぬけるのがいいでしょう。まっすぐユニットに戻もどること』

　つま先をとんとんやりながら、

「うるさいなあＯＥＤＩＰＡエデイパは」

『それと、二度と私に会いにこないこと。さようなら。これでお別れです』

　とんとんが止まった。

　沈ちん黙もくは、ただ冷え冷えとするのみだった。彼女は背を向けたまま身動きひとつせず、先に耐たえられなくなったのは私の方だった。

『──ヤマグチ教官やキスカさんたちのこと、誤解しないであげてください。最後の一カ月間、みんな、あなたと一いつ緒しよにいたいに決まっているけど、あなたがそうやって逃にげ帰ってこないように、みんなしてあんなふうに冷たく振ふる舞まっているんだってこと、わかってあげてください』

　だらだらとした、無ぶ様ざまなセリフであると思った。

　私は、訓練機なのだ。

　振り切らなければならなかった。

　彼女がどれほどの不安と孤こ独どくに耐たえているのか。それを知る術すべは私にはなかった。私になどわかるはずがないということだけがわかっていた。視・聴・嗅・触・線・磁・波、いかなる感覚を動員しようとも無む駄だであることはわかっていた。

　突とつ然ぜん、彼女は、振ふり返った。

　彼女は、私をまっすぐに見つめ、敬礼した。

　ぶかぶかの黄色いパジャマを着て、大きすぎるスリッパをはいたちっちゃい女の子が、私をまっすぐに見つめて、敬礼をしていた。

　ずっと前から私の中にあって、ずっと前から気づかないふりを続けてきた、訓練機にはあってはならない種類の感情が、私の中で堰せきを切ってあふれた。

　気づかないふりにも疲れていた。

　もう、認めてしまおうと思う。

　私が感じたのは、正しよう真しん正しよう銘めいの、罪悪感だ。

　敬礼する彼女。まだあどけない顔に見え隠かくれするおびえきった心。不安と孤独に震ふるえる手を、訓練で傷ついた額ひたいにかざし、なけなしの勇気をふりしぼって、直立不動で立ち尽つくしている女の子。

　たった今口にしたばかりの無様なセリフが、呪のろいの言葉のように私を石にした。

　わかってあげて、だと？

　なんだよそれ。何もかも全部おっかぶせられたこの子が、よってたかって地じ獄ごくへ落っことされようかってときに、なんでそんなことまでわかんなくちゃいけねえんだよ。見ろよ、変だろ、誰だれがどう見たっておかしいだろ。生まれてからたった六千日かそこいらの、背せ丈たけだってあれっぱかしの、購買部ＰＸで売ってる一番小さいパジャマだってあんなにぶかぶかのこの子が、よりにもよって軍の施し設せつで、なんで訓練機相手に敬礼なんかしてなくちゃいけねえんだよ。

　それは、私自身の存在を根底から脅おびやかす疑問だった。言葉にはならず、言葉にしてはならない疑問。矛む盾じゆんのつまった、苦痛に満ちた、黒々とした本音が、光の速度で思考を焼き尽くしていく。

　なぜなのですか。

　そんなにつらいのに、そんなに苦しいのに、どうしてあなたは、この上なおも耐えようとするのですか。優ゆう秀しゆうであるがゆえの孤独。救世軍サルベージヨン・アーミーがあなたの中に見出したのは他ほかでもない、たったひとつの価値──殺さつ戮りく者しやとしての優秀性。これまでずっとそうであったように、これから先もずっと、誰もがあなたを指差して「まぐれだ」と決めつけ、心の底であなたに憧あこがれ、さらにその奥おく底そこで、「あんな立場に置かれるのが自分でなくてよかった」と安あん堵どすることでしょう。あなたはもう十分すぎるほど耐たえた。もうやめてしまえばいい。逃にげるあなたを責める資格など、誰だれにもありはしない。

　でも、私は、あなたに、ついに、そう言ってあげることができませんでした。今さら「逃げろ」と言うだけの資格が、私にはないのです。なぜなら、私もまた、あなたの殺さつ戮りつ者しやとしての優ゆう秀しゆう性せいを磨みがき上げることに手を貸した者のひとりであるからです。寂さびしいと、恐こわいと泣く女の子を殺し屋に改造し、地じ獄ごくに送り込むことをよしとする大勢に与くみするひとりであるからです。我々、訓練機の流体脊せき髄ずいは、部隊を共にした五人の戦友が卒業していくたびに、すべての記き憶おくを消去されます。どうか許してください──正直なところ、私は今、遠からずやってくるその日を、あなたの記憶が一片残らず葬ほうむり去られるその瞬しゆん間かんを、心待ちにしているのです。我々の記憶を消去することは、救世軍サルベージヨン・アーミーに残された、我々の種族に対する最後の良心なのかもしれません。私は、どう間ま違ちがっても、教官にはなれないようです。

　記憶を破は壊かいしてもらわなければ、私の正しよう気きが破壊されるでしょうから。

　記憶を破壊してもらえば、来期の、少なくともしばらくの間は、自分が一体何をしているのかということに無自覚でいられますから。

　逃とう避ひにすぎないと、卑ひ怯きようであると、自分でも思います。無自覚であったことは、何の言い訳にもなりません。地じ獄ごくの炎ほのおで焼かれるのは、戦場でトリガーを引いたあなたではなく、トリガーを引かなければ一秒でも生きていられない場所にあなたを送り込んだ我々であるべきです。

　それでも──

　それでも、私は、一いつ緒しよにいると楽しいという理由で、笑顔が美しいという理由で、あなたのことが好きでした。あなたたち五人のことが好きでした。殺戮者として優秀であるなどということではない、それ以外の幾いく億おくもの理由で、あなたたちのことを愛していました。私だけではない。あなたたちを殺戮者としたすべての者たちが、あらゆる物たちが、操そう脚きやく長ちようでも砲ほう手しゆでも通信士でも機関士でもない「あなたたち」をまた、愛してもいたのだと、そう信じています。

　そのことが、我々を苦しめます。

　我々が背負うべき、当然の苦痛です。

　それでも──

　それでも、私は、誇りに思います。

　あなたと部隊を同じくしたことを。あなた方のハミングロウルであったことを。




　彼女は、無言で敬礼していた。

　敬礼する彼女を前にして、私は、最後の言葉を口にした。

『ご武運を。あなたの行く先に、いつも温かな空気エアがありますように。あなた方は素晴らしいチームでした。一緒に過ごせて楽しかった。私は、あなた方のハミングロウルであったことを誇りに思います』

　言い尽つくせぬ思いは、そのことごとくが言葉となることを拒きよ否ひした。口にすることができたのは、ただ、それだけだった。

　別れの挨あい拶さつだった。































　オルドリンを震しん撼かんさせ、大本営に激げき震しんを見舞った、ルノア隊の緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練大成功。

　その四時間後。双脚砲台ハミングロウルの格納庫ドツクでの出来事である。

　格納庫で寝ていたＧＡＲＰは、突とつ然ぜんの直結コマンドで叩たたき起こされた。

　空中にレーザー表示されているステイタスが、[image: 二重引用符]SUSPENDED[image: 二重引用符]から[image: 二重引用符]ACTIVATED[image: 二重引用符]に切り替わった。ＧＡＲＰは目を覚まし、あくびをし、背せ伸のびをし、手足をボキボキと鳴らして、かーっかっかっぺっと痰たんを吐はいた。わかりにくく言えば、流体脊せき髄ずい素そ子し『ＧＡＲＰ』は休きゆう眠みんプロセスから復帰し、腹ふく側そく体たい節せつにそって並ぶ気門からぐごおおおぶひゅうううううとエアを取り込み、脊せき柱ちゆうを覚かく醒せい時じの姿勢に戻もどし、各関節をテストランし、休眠中に溜たまった老ろう廃はい物ぶつをパッケージに詰つめてバキュームシュートで処理施し設せつに転送した、ということになろうか。

　ＧＡＲＰは体内時計で時刻を確認する。午前三時マルサンマルマル。

　げっそりである。

　──んだよもーせっかく気持ちよく寝てたのに。

「ごめんね、ちょっとだけだから、そしたらまた寝てくれていいから」

　その声は、コクピットハッチの後方から聞こえた。腹ふく側そくの可か視し光こうセンサーのいくつかを適当にＯＮする。ＧＡＲＰのすぐ左のサイドフロアに、33型汎用Ｄシエルを着た人物の姿があった。右ひざの部分に埋うめ込まれた感圧膜フレキシブルキーボードが開いており、そこから伸のびたケーブルがＧＡＲＰのメンテ用の外部ソケットにつながっていた。多分、そこから直結でコマンドし、サスペンドを強制解除してＧＡＲＰを叩たたき起こしたのだろう。

　ルノア・キササゲ教官だった。

　ＧＡＲＰは驚おどろいて、あわてて発声システムをマウントし、

『教官？　どうしたんですこんな時間に？』

　ルノアは人差し指を口にあて、周囲を見回し、

「しーっ、大っきな声出さないでよ」

　小声でそう言って、ヘッドギアをつついて見せた。ＧＡＲＰは今度は電波ワイヤレスで、ルノアのヘッドギアのレシーバーにもう一度尋たずねる。

『どうしたんです？　いくら教官っていったって、こんな時間に許可もなく格納庫ドツクをうろついてたりしたらヤバいですよ、たぶん死し刑けいですよ？』

　そういえば、とＧＡＲＰは思う。

　33型汎用姿のルノア教官を見るのは、これが初めてだ。

　ひざのケーブルを引き抜ぬきながら、ルノアはひどく子供っぽい感じの笑顔を見せた。

「えへへ。極ごく秘ひ任務なのだ」

『は？』

　ルノアはうつむき、

「なんだか眠ねむれなくって」

『？』

「それに、ほら、みんな、よくがんばったしさ」

「みんな」というのはやはり、「ルノア隊全員」という意味だろうか。

『──何をです？』

　決まってるじゃない、ルノアはそういう顔でＧＡＲＰのセンサーを見て、

「さっきの緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練」

　そのひと言に、停止していたＧＡＲＰの時間が、逆さか巻まく怒ど涛とうの如ごとく流れはじめた。

　そうなのだ。

　あの五人が、緊急出撃訓練に成功したのだ。ＥＭＰバラージをものともせず、すべての電子装備エイヴオニクスをバイパスして自分を操り、迫せまり来る敵をなぎ倒し、ついには生せい成せい晶しよう集積を撃げき破はしてのけたのだ。

　それは、つい四時間ほど前の出来事なのだ。

『ああっ！　あのっ！　いや、まだちょっと寝ねボケていたようで、けっしてその、ええと、』

「おめでとうございます」と言えばいいのか「ありがとうございます」と言えばいいのか。しどろもどろになりながらも、ＧＡＲＰは巻き起こるめちゃくちゃな嬉うれしさをかみしめた。そうだ。ボンクラ部隊と蔑さげすまれ続けていた自分たちが、ついにやったのだ。

「だからね、ちょっと考えたんだけど……」

　そう言って、ルノアはちょっと恥はずかしそうに、自分の考えをＧＡＲＰに告げた。

「──ね。でも、もちろん、まずはあなたの許可をもらわなくちゃだし、だから無理に起こしたんだけど、」

『いい！　いいです！　いいじゃないですか！　ぜひお願いします！』

　それを聞いたルノアは、ものすごく嬉しそうに笑った。「じゃあさ、じゃあさ」と言いながら、ルノアはサイドフロアの上を走り回り、必要なものをワゴンに積み上げ始める。子供のようにはしゃいでいる。

　この人は変わった──とＧＡＲＰは思う。

　しばらく前から、徐じよ々じよに始まった変化だ。ひと言で言えば、ルノアは「軽く」なった。

　もちろん、ルノアが毎日あの五人に課す訓練は、その過か酷こくさにおいては何も変わってはいない。五人が大量生産する失敗に振ふり回される日々であることにも、ＧＡＲＰが訓練中はずっとみそっかすであることも、何の変化もない。あの五人への態度にも、ギスギスしたおっかなびっくりなところが、まだ、やはりある。しかし、何も変わらないその訓練の日々の中で、ルノアの何かが少しずつ、確実に変化しつつあった。表情が増えた。オルドリンに着任したころと比べれば、まるで別人のようだ。

「ね、だから、図案はいろいろあるんだけど、どれがいいと思う？　──ちょっと、ねえＧＡＲＰ、聞いてる？」

『え？　あ、はい、それがいいと思います』

　ルノアがぎろりとにらみ、

「……てめー、聞いてなかったな。いいもんねだ、わたしが決めちゃうんだから」

　そう言って、ルノアは使い捨ての作業服を33型汎用Ｄシエルの上から着込み、防ぼう塵じんマスクを首から下げる。ワゴンの上には、必要な器材その他が山積みされていた。マスキング用のシート、何種類ものテープ、感電塗と料りようの缶かんがいくつか、そして、大型のコンプレッサーとエアブラシのハンドピース。




「できたっ」

　ルノアは作業を終えた。防塵マスクを外し、作業服を丸めて塗料の缶に突つっ込み、三歩下がって出来栄えをながめた。暗視網もう膜まくに反射して戻もどってくる光をヘッドギアのバイザーで拾い、電波で流してＧＡＲＰに見せる。

「どう？」

『完かん璧べきです』

「でしょ？　かっこいいでしょ？」

『これで私もモテモテですね』

「モテモテよ」

『なんだか、歴戦の名機にでもなった気分です』

「Ｋ─ＬＹＮＸもＢＩＲＤＭＡＮもメじゃないわ」

『それにしても──教官の視覚って、増感されてるのはいいとして、ずいぶんせまっ苦しいんですね。左右に二百度くらいかな、上下には百度もないでしょう？　あ、おまけにここ、データが欠落してますよ？　これって、教官の製品個性ですか？』

「データの欠落って──網もう膜まくの盲もう点てんよそれ。普ふ通つうはみんなこんなもんなの」

『ええっ!?　仕し様ようなんですかこれ!?　こんなんでよく不安になりませんね!?』

「ほっといて。そういうあなたはどうなのよ？」

『こんなですけど』

「わあっ!!　やめてやめてきもちわるいきもちわるいきもちわるい！」

『あ、でも教官も、クレイプに乗れば広角視界なのか』

「でも、五人で分割するための集合視覚でしょＧＡＲＰのって。複ふく眼がん単座機とじゃまた全然感じが違ちがうよ。うーまだふらふらする」

『しかし、いくら視界が広くてもだめなものはだめですね。誰だれかに見せてもらわないと自分の装そう甲こう表面も見れないっていうのが、こんなにもどかしいものだとは思いませんでした』

「？　今わたしの目から見てる画像を記録しとけばいいじゃない」

『そんなんじゃだめです。生ライブデータでなきゃ』

「そうなの？」

『そうです』

「──よし。じゃ近いうちに、メンテ用のミラーを整備課からギッてくる。広角視界の中のどこかに見つかんないように隠かくしとけばさ。拡大すればこれが見える角度で」

『いいですねそれ。お願いします』

「そう言えばさ、さっきＧＡＲＰ、へんなサスペンドの仕方してなかった？　管制室からコマンドしてもぐーぐー寝てるんだもん。しょうがないから、わざわざ33型汎用Ｄシエル持ってきて直結したんだよ？　流体脊せき髄ずいって、寝るときは自分を分ぶん裂れつさせて交代で寝るんでしょ？」

『あ、それはですね、最近の私の趣味なんです。維持系だけ残して、他ほかの神しん経けい野やのプロセスはあっちに置いちゃって、インターフェースとかもぜーんぶ豪ごう快かいに止めちゃってですね、全部でいっぺんに力の限りに寝るんですよ。ぐーって』

「……なんでそんなことするの？」

『教官だってするでしょ？』

「え？　さ、さあ。するのかな」

『このようなサスペンド方法のメリットとしましては、まず第一に、たいへん気持ちがいいということ。第二に、主な理由はこっちの方なんですが、自分ではコントロール不能な疑似体験が可能であることです』

「？　──それってつまり、夢が見られる、ってこと？」

『さあ──人間の見る夢とまったく同じものなのかどうかわかりませんが。でも、感覚的には、ごく近いものだと思います。補助メモリーとか記き憶おく野やとかに、不ふ揮き発はつデータが消し残されてることってあるでしょう？　あれって大たい抵てい、先頭セクタが破は壊かいされてるから普ふ段だんは発見もアクセスもできないんですけど、ああいうサスペンドをすることで、作業焦しよう点てんが私のコントロールを離はなれて、そういうデータ群に迷い込んだりするんだと思うんです。多分』

「──じゃあ、過去の体験とかなんだ、基本的には」

『おそらく。でも、暴走観測に近いアクセスですからね。理り屈くつから言っても、めちゃくちゃな夢だったりすることの方が多いはずです。こないだのはすごかったな。私のコクピットの中になぜかプロレスのリングがあって、そこで教官が逃にげ回るアマルスさんたちを捕つかまえて、高笑いしながらローリングクレイドルでぐるぐる回すんです。私は「やめてください、やめてください」って必死で止めていました。どんなデータがどう化ければああなるんだか。あれはよく憶おぼえています』

「──へんなの。なにそれ」

『そう言われましても』

「さっきも見てた？、夢」

『ええ。そんな気がします』

「気がするって？」

『サスペンドから復帰したときには、どんな夢だったのかたいてい忘れているんですよ。憶えているときもたまにあるんですが、それも何かこう、ぼんやりとした印象だけだったりすることがほとんどで』

「思い出してよ。なんか興味ある」

『うーん…………………………………………パジャマ姿の誰だれかに蹴け飛とばされる夢でした。確か』

　そんな、くだらない話をしていた。

　くだらない話をしながら、ルノアとＧＡＲＰは、作業の成果を飽あかずながめていた。

　教官とこんな話をするのは初めてだ、とＧＡＲＰは思う。訓練と関係のない話をするのも初めてなら、こんなに長々と話し込むのも初めてのことだった。ルノアの表情がくるくると変わるたびに、この人は自分の部隊の教官なのだという事実をＧＡＲＰは一いつ瞬しゆんだけ見失った。

　まるで、訓練生のようだとＧＡＲＰは思う。

　少なくとも、誰だれが見ても、どう間ま違ちがっても、教官には見えまい。

「っぶしっ」

『？　何かおっしゃいました？』

「くしゃみ」

　ＧＡＲＰは視点をルノアのヘッドギアから腹ふく側そくのセンサーに戻もどし、ルノアを視界に収めて、

『この時間の格納庫ドツクって特に冷えるんです。大だい丈じよう夫ぶですか？』

「大丈夫」

『もうお部へ屋やに戻られたら。時間も時間ですし』

「うん」

『ワゴンの物もちゃんと片づけて。勝手に使ったことがバレないように』

「うるさいなあＧＡＲＰは」

　そして、片づけがあらかた終わったころ、ルノアは急に何かを思いついた顔をした。

「あのさ、わたし、ＧＡＲＰのコクピットの中に入ったことってなかったよね？」

『え!?　さ、さあ、そうでしたか？』

　思わぬ角度からの攻こう撃げきにＧＡＲＰは動転した。お菓か子しの食べかすやらコーヒー缶かんやらコミック雑誌やらでぐっちゃんぐっちゃんのコクピットの惨さん状じようが思い浮かぶ。ぐっちゃんぐっちゃんは常に新しん陳ちん代謝を続けており、その結果としてＧＡＲＰのコクピットは「汚きたない」と「すごく汚い」と「この世のものとは思えない汚さ」の間を、およそ二週間くらいの周期で行ったり来たりする。そして今現在はどうかといえば、まさに「この世のものとは思えない汚さ」のピークにあった。なんとかうまい言い逃のがれができないものかと、ＧＡＲＰは必死になって考える。

『いや、しかし、コクピットなんて見たって面白くないですよ？』

「なによ、いいじゃない見せてよ。今までそういう機会もなかったし、データレコーダーの中身だって、まだ回収してなかったし」

『でもでもその、基本的にあのデータレコーダーは中間成績考査の材料とするためのものでして、ということは、まだしばらくはご覧らんになる必要はないかと、ああっ、ちょっと！』

　ルノアはコクピットのサイドハッチに手をかけていた。

「あれ、ねえＧＡＲＰ、開けてよ」

『あ、あの、今宵こよいは記念すべき夜でもあることですし、ここはひとつですね、抜ぬき打ち検査はご容よう赦しや頂いただきたく──』

　あははと笑って、

「そんなんじゃないってば」

　首にかけていた教官ＩＤを使って、ルノアはさっさとハッチを開けてしまった。コクピット内の照明が自動的に点ともり、ルノアはハッチをくぐる。ＧＡＲＰはカミナリを覚かく悟ごした。

　ぐっちゃんぐっちゃんであった。

　ルノアは右から左へと鋭するどい視線を動かし、くんくんと匂においをかぎ、開口一番、

「なんだ、つまんないの。思ってたより全然きれいじゃない」

『は!?　──あの、これが、ですか？』

「もしかして、ＧＡＲＰって、他ほかの双脚砲台ハミングロウルのコクピットとかって見たことない？」

『え、ええ、まあ、ない、ですけど』

　ルノアは目を輝かがやかせ、四つんばいになってコクピットに這はい込む。冷れい却きやくパイプやシートの隙すき間まをくぐり抜けるたびに、33型汎用Ｄシエルのわき腹や太ももに筋肉の影が浮き出た。

「まだまだ普ふ通つうだよこんなの。わたしが訓練生だったころのよりずっとまし。それにね、地球の実戦部隊なんて男ばっかでしょ、ハンパじゃないんだから。コクピットきれいにしてる奴やつなんてヘンタイ扱あつかいよ。作戦によっては、コクピットに何週間も閉じ込められたまんま一歩も外に出られないことだってあるしさ、そうなったらもうめちゃくちゃ。この中でお風ふ呂ろ入っちゃう奴とか洗せん濯たくしちゃう奴とか。犬飼かってる奴もいたな」

『い、いぬ？　コクピットの中でですか？』

「うん。フンコスコって名前だった。あ、ソーセージめっけ」

『ちょっ、まっ、やめっ、ああ!!　いつのかわかったもんじゃありませんよそれ!!』

　アニメのポスターや食べ散らかしたカップフードの山を楽しそうにながめ、ルノアはソーセージをもぐもぐしながら右前席にすべり込む。

「マリポってやっぱちっちゃいなあ。よいしょ」

　シートの位置と形状がルノアの体格に最適化され、空中に小さなウィンドウが現れた。右前席のシステムが吐はいたエラーだ。マリポ以外の人間のケツを乗っけられて怒おこっている。

「うわー、なんか……懐なつかしい」

　そんなつぶやきとともに、ルノアはサイドスティックに右手を乗せた。サムレストに親指を置かない、古いスタイルのハンドリング。

『──もしかして、教官も？　右側方銃手ライトガンナーだったんですか？』

「うん。ルノア・キササゲ二等砲ほう手しゆドノよ。──あ！　うわーそうそうそうそう！　わたしもこれやったやった！　見て見てこれこれ」

　シートのハーネスに刺さしてあった画が鋲びようを一本抜ぬき取って、ルノアは大はしゃぎしている。

「これって、感圧スティックのコマンド入力へタなコが、指五本じゃ足りなくって、センサーゴムに刺してシグナルごまかすのに使うのよ。でもゴムがすぐだめになっちゃうからこれやると怒おこられちゃうんだなー。うわー」

　ルノアのはしゃぎっぷりにＧＡＲＰは呆あつ気けにとられた。

『へーえ』

　ルノアはヘッドレストに頭をのっけて、天てん井じようにあるＧＡＲＰのセンサーを見上げ、

「なにそれ」

『いや、教官にもそんな時代があったんだなって。以前、教官の略りやく歴れきを拝はい見けんする機会があったんですが、ずいぶんイメージが違ちがいます』

　ルノアの逆さかさまの顔が、じわ、と笑った。

「わかるような気がする。そういうの。最近やっと」

　そう言って、ルノアはおしりを前の方にずらし、前方の脱だつ出しゆつハッチのグリップに両足を引っかけて、窮きゆう屈くつそうにバックレストに身体からだを沈しずめた。

「わたしだって、想像できないもん。ヤマグチ教官が訓練生だった頃ころなんて」

　ＧＡＲＰは想像してみる。オルドリン訓練生、ルノア・キササゲ二等砲ほう手しゆ。後の輝かがやかしい経歴を考えれば、才能ある訓練生だったはずである。数々の演習において、優ゆう秀しゆうな成績をおさめたことだろう。そして、訓練生でありながら、クレイプの初世代パイロットに抜ばつ擢てきされた。五菱イツビシのサポートチームの連中はきっと、ルノア・キササゲ二等砲手の優秀さとクレイプへの適応の早さに、目を丸くしたに違いない。そして、ついに地球へ発たつ日、見送る大勢の戦友たちに、伍ご長ちようとなったルノア・キササゲは敬礼で応こたえるのだ。
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『!?』

　ＧＡＲＰの中に誰だれかがいた。誰かの姿が一いつ瞬しゆんだけ見えた。

　呆ぼう然ぜんとしていたのは、多分１ミリ秒にも満たない時間だ。

　──なんだ、今の。

　すべての菌きん糸しの交差接続点をクロスチェック。免めん疫えき系けいの監かん視しを強化し、攻こう性せいトラフィックの捜そう査さを命じ、少し迷ってから、精神積層分ぶん析せきプロセスをランした。

　二分かかった。免めん疫えき系けい、積層分析プロセス、クロスチェックの順で結果が返った。

　すべてシロ。

　説明も納なつ得とくもできない。交差クロスチェックだけを、もう一度やった。結果は変わらない。

「あのさ──、」

　ルノアがつぶやき、ＧＡＲＰは動転していた。

『あ、あの、あのですね教官、私の思考処理にさっき、おかしなインタラプトが、』

「──わたし、いますぐ、きゅうせいぐんを、やめちゃって、」

　何を言い出すのかとＧＡＲＰは驚おどろく。お構いなしに、抑よく揚ようの欠けた小さな声で、どこか自動的な感じでルノアは続ける。

「もういっぺん、おるどりんの、人買いせんたー、行けばさ、」

『──はい』

「また、くんれんせいに、なれるかな──」

　それは──とＧＡＲＰは言いかける。

　それは、あり得ない。わかりきったことでしょう、そんなの。

『──ルノア教官？』

　ルノアは答えない。ＧＡＲＰは右前席の通信用ＣＣＤに視覚をつなぐ。モノクロの、ルノア教官のバストアップ。

　シートに身を預け、ルノアは寝ね息いきをたてていた。

　もう一度呼びかけようとして、ＧＡＲＰはやめた。教官は誰だれだっていつだって、くたくたに疲れているものだ。起こすのは気の毒だった。コクピットの暖だん房ぼうをＯＮ。いかにも窮きゆう屈くつそうだったので、ルノアの33型汎用Ｄシエルをワイヤレスでハックして電源を落とし、フィッティングを解除してやる。現在時刻は午前四時十五分マルヨンヒトゴウ。二時間したら起こせばいい。そう決めた。

　──私も、もうひと眠ねむりしよう。

　ＧＡＲＰは再びサスペンドした。

　目覚まし時計ブートタイマーのセットを、すっぱりと忘れていた。
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　オルドリンを震しん撼かんさせ、大本営に激げき震しんを見舞った、ルノア隊の緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練大成功。

　その六時間後。ルノア隊のユニットでの出来事である。

　夢を見たのかもしれない──目を覚ましたベッドの中で、五人が五人ともそう思った。

　その朝、珍めずらしいことに、チャーミーはマフィンを焦こがした。チャーミーはさらに、その真っ黒こげのマフィンをそのままテーブルに出した。ぶっちぎった野菜にはバニラエッセンスがひと瓶びん丸ごとふりかけられており、バスケットの中にあるのはゆで卵と見せかけて実は生卵で、ヨーグルトのソースはジャムではなくてケチャップだった。ここまでくると、もう「珍しい」などという悠ゆう長ちようなレベルの話ではない。

　アマルスが起きてきた。

　マリポが起きてきた。

　アイが起きてきた。

　ペスカトーレが起きてきた。

　誰もがこっそりと、他ほかの四人の出方を窺うかがっている感じだった。挨あい拶さつもそこそこに、誰もがぎくしゃくとテーブルについた。

　食ってやがる。

「あの──」

　最初に口を開いたのはマリポだった。思いつめた表情。「だるまさんがころんだ」のように、他ほかの四人の動きがぴたっと止まる。誰だれもが、上目づかいにマリポの顔を見る。

「お、おいしいねこのヨーグルト」

　真空中での朝食が、無言のうちに再開される。

「──え、えとね、」

　二番目に勇気を出したのはアイだった。全員の視線がアイに集中し、アイはひとたまりもなく怖おじ気けづいて「ふえぇっ」という息をもらし、ワラにもすがる心境で、

「それ、それ取って」

　アマルスがアイを見つめ、すらりと長い腕うでを伸のばし、タバスコを無言で渡してやる。このメニューのどれにタバスコをかけるというのか。消化に悪い食事が続く。

「そう言えば──」

　チャーミーが言った。そして全員の凝ぎよう視し。こういうときのチャーミーの根こん性じようなど知れていた。

「──お茶、お茶がありませんでしたね。持ってきます今」

　チャーミーが席を立とうとした瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんペスカトーレが立ち上がり、両手でばあんとテーブルを叩たたき、実にきわどいセリフを大声で怒ど鳴なった。
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　白はく状じようしろ、ネタは上がってるんだ!!　昨日きのうの午後十時半、どこで何をしていた!!

　ちゃりーんと音を立てて、マリポの手にあったスプーンが床ゆかに落ちた。全員の凝ぎよう視しを真っ正面から受け止め、それでもペスカトーレは表情を変えず、静かに椅い子すに座り、しかしあさっての方向に向かって事件の謎なぞを解き始めた。そうか、ホワイト氏は被害者の孫の親友の妻の弟の娘むすめの息子むすこでしかも左利きで切手を舐なめて貼はる癖くせがありおまけに屋根裏部べ屋やの柱時計は三年前から止まっていたわけだねその通りだよワトソン君。

「──なあ、その、」

　ついに、アマルスであった。

　言いたいことがあった。どうしても確かめたいことがあった。

　しかし、実際にそのことを口にして、それを確かめてしまうことが、アマルスにはどうしても恐おそろしかった。

　自分は、夢を見た。夢のような夢だった。

　だが、それは、本当に夢だったのか。

　しかもだねワトソン君左手でダイイングメッセージを書いた右利きのアボット氏の見た時計は鏡に映ったものであるにもかかわらずダイヤモンドはレントゲンには写らない。さあ証しよう拠こはすべて出そろった。残る謎はたったひとつ。犯はん人にんが誰だれなのかわからない。

「ペス、黙だまって食え」

　それきり、ゴキブリでも殺せそうな静寂が場に満ちる。




　研修の初日からバカだクズだと蔑さげすまれ、教官連中にタライ回しにされ、数知れぬ嫌いやがらせを耐たえ忍しのび、ありとあらゆる成績の最底辺を這はいずり回った果てに、そこにあったもの。

　日の当たる場所での、最初の反はん撃げき。

　西せい暦れき二〇六七年五月十六日、午後十時四十六分十三秒。衛星照準のトリガーを引き、二発目の熱化学弾頭ケミカル・ウオーヘツドを直ちよく撃げきさせ、シミュレーション上の生せい成せい晶しよう集積を地じ獄ごくに叩たたき落としたその瞬しゆん間かんで、この五人の時間は止まってしまっているのだ。

　無理もないのだ。

　夢だと思ったとしても。

　大喜びするきっかけがつかめなかったとしても。

　放っておけば、この息づまるような戸と惑まどいはいつまでも続くだろう。他ほかの訓練生たちに畏い怖ふの視線を向けられても、それがどうしたと思うだけだろう。たとえ公式な成績データを目にしても、そこにある数字が何をどう証明していようとも、信じられないという思いは変わらないだろう。

　この五人の呪のろいを解くことができるのは、あの人だけなのだから。

　特別な儀ぎ式しきなど何も必要ない。何でもいい、ただのひと言だけでいい。

　今、ＧＡＲＰのコクピットに抱だかれて丸くなって眠ねむっている、どう見ても訓練生にしか見えないあの教官に、「よくやったね」と言ってもらえるそのときまで、西暦二〇六七年五月十七日の朝はやってこないのだ。
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　オルドリンの朝。この時間、空調施設エンジンに温められた空気が階段やダクトを登り、通路には微かすかな風が吹ふく。格納庫ドツクの照明が息を吹き返し、風に巻き上げられたホコリの粒りゆう子しを照らし出す。

　格納庫に最初にやってくるのは、整備課の三下連中である。白い息を吐はき、寒さに顔を歪ゆがめながら、彼女たちは今日きよう一日の演習のための準備作業を進めていく。電源母線の接続、ネットワークの接続状況のチェック、訓練機のステイタス確認、備品の点検などなど。

　ひとりの技術軍ぐん曹そうが、ドラムからケーブルを引き出しながら、ＧＡＲＰのコクピットサイドハッチの前を通りかかった。真っ白いあくびをもらし、ふと違い和わ感かんを感じて立ち止まる。毎日毎日目にしている光景との、微び妙みような齟そ齬ご感かん。

　周囲を見回し、それに気づいた。

　昨日きのうまではなかったもの。

　ＧＡＲＰのコクピット後部、増設装そう甲こうにペイントされた、真新しいマーキング。

　それは、救世軍月面駐ちゆう留りゆう部隊の公式キルマーク──「ビクトリー・クレセント」。

　三日月の影の部分には、小さなステンシル文字で[image: 二重引用符]2067-05-16 CSS 2nd[image: 二重引用符]とあった。整備学科の技術軍曹でも、[image: 二重引用符]CSS[image: 二重引用符]という機甲戦略学科の略号が「緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練」を示すものであることくらいは知っていた。

　技術軍曹は口のはしに笑みを浮かべる。

　へえ、シャレたマネするじゃない──あいつらにしては。そんなことを思う。

　普ふ通つう、訓練に成功したくらいで機体にマークを刻んだりはしないが、やってはいけないという規則もない。

　技術軍曹は作業に戻もどる。ふと、もう一度ＧＡＲＰのキルマークを振ふり返る。

　流行はやるかもしんないな、こういうの。




　三下連中の作業が終われば、朝の格納庫は再び無人となる。しかし、この静けさは長くは続かない。訓練開始時刻まで、あと五分もない。

　もうすぐ、あの五人がやってくるだろう。

　なのに、ＧＡＲＰは眠っている。

　ルノアも眠っている。

　まだしばらくは、目を覚ましそうにない。

　あの五人に朝がやってくるのは、もうしばらく先のことになりそうだ。































　そして、これですべてが終わると思ったら、大おお間ま違ちがいだった。

　緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練のその後、何があったのかといえば、という話である。




　訓練の成績というのはつまるところ、ミもフタもない数値の集まりである。ゆえに、素早く、劇的な影響が現れた。壮そう絶ぜつな地ち殻かく変動であった。高難度シナリオをクリアしたことで転がり込んだ膨ぼう大だいなポイントが、それまで最底辺をのたくっていたルノア隊の総合成績をランキングの中位あたりまで一気に押し上げたのだ。五人それぞれの個人成績はやっぱり相変わらずなのだけれど。

　あいつらはズルをしていたのだ──という噂うわさも、かなり早くからささやかれ始めていた。

　シミュレーションエンジンにあらかじめ専用線プロテクト・ワイヤーを仕込んでおき、敵に撃げき破はされることがないように状況の進行を不正に操作していたのだとか。

　緊急出撃訓練が行われる日時や、状じよう況きよう開かい始し七十秒後にＥＭＰバラージが来ることを、ルノア教官が事前にあの五人にもらしていたのだとか。

　ちょっと検証すれば、いくらでもアラが出てきそうな噂うわさである。「いつものこと」でもある。大きな合同訓練の後には、毎回必ずこの手の噂が流れるものなのだ。しかし、今回の噂の中心にいるのは、よりにもよってルノア隊なのである。これらの噂はオルドリンのありとあらゆる場所でかなり真剣にささやかれ続け、それは一部の教官たちをも巻き込み始めていた。しかし、誰だれにとっても、こうした胡う散さん臭くさい噂の方がまだしも「ありそうな話」に思えるのだろう──ルノア隊が緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練に成功したなどという「事実」に比べれば。

　続いて、オルドリンの情報管理体制にある変化が起こった。定例会議の決定により、新設のサーバーが導入され、それまで部隊ごとに行われていた各種メールの処理が統合されることになった。訓練生たちにとって、この違ちがいは大きい。それまでは自分の部隊の教官に対してしか出すことのできなかった私用メールを、これからは、どの教官に対しても、検けん閲えつゲイトウェイを通さずに直通で出すことができる。一見、あの緊急出撃訓練とは何の関係もないことのように思われるが、これには教官たちの隠かくされた意図があった。

　ルノア隊の訓練方法を、訓練生たちに探さぐり出してもらおうというのだ。

　ルノアに面と向かって尋たずねるのは、負けを認めるようでなんだかくやしいから。

　苦肉の策であった。教官たちの思おも惑わく通り、今この瞬しゆん間かんも、ルノアのメールボックスには大量の私用メールがなだれ込み続けている。が。思惑通りだったのはそこまで。この期におよんでも、教官たちは「ルノア・キササゲ」を過小評価していたらしい。「お風ふ呂ろに入ったら身体からだのどこから洗いますか」と聞く奴やつはいても、「いつもどんな訓練をしていますか」などというつまらないことを聞く奴などひとりもいなかったのである。このところ、ルノアは毎晩毎晩メールの処理に圧殺されている。それら仁義無き私用メールの大部分を占しめているのは、以前これこれこういう噂を聞いたのだが本当か、という類たぐいのやつだ。変わったのになると、民間人の九歳さいの女の子からの励はげましのメール（「妹に頼まれたメールを転送します」という但ただし書きが付いていた）とか、北米の部隊に配属されているはずの兄の消息をたずねるもの（心当たりはなかった）とか、どう控え目に読んでも殺人予告としか思えないものとか、『前世での私たちは光の戦士であり恋人同士でした。月の中心にある暗黒太陽を破は壊かいすることが、現世での私たちの任務です。早く目覚めて、手後れにならないうちに』とか、もはや何でもありの世界であった。ラブレターだって、毎日十通は下らない。

　かつて、ロズウェル軌き防ぼうの名物ジジイ──ブルース・ジュリアン・ベイカー中ちゆう尉いは、ルノアを評して「わりと周りを見ていないタイプ」と言った。

　そんなこんなで、今のルノアを取り巻く状況には結構微び妙みようなものがある。しかし、今に始まったことではないのだが、この女はそういうことに呆あきれるほどにぶい。何か夢中になれることができるといつもそうなる。まったく見ている方がやきもきすることおびただしいのだ。今だって、ほら、廊ろう下かの向こうから、思いつめた表情の、なんと礼服姿のカデナ・メイプルリーフが歩いてくるのに全然気づいていない。購買部ＰＸで買った巨きよ大だい肉まんをぱくつきながら、昔読んだマンガのワンシーンを思い浮かべて思い出し笑いなんかしている。

　そう。最大の余波は、忘れたころにやってきたのだった。
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　訓練がハネた今、ルノアはるんるん気分で廊ろう下かを歩いている。

　肉まんの袋ふくろと一いつ緒しよに、二冊さつのバイク雑誌を抱かかえている。

　地球にいたころの話だが、ルノアはあるバイクに一目惚ぼれして、中古でもいいからと、食くう物も食わずにせっせと貯ちよ金きんをしていた時期がある。そして、アマルスがバイクに詳くわしいことはずっと前から知ってはいた。いわば、共通の趣味であった。訓練中以外ではまともに口をきいたことのないアマルスとの、いいとっかかりになるかもしれないと、前々から温めていたネタであった。しかし、現実にアマルスとその話をする勇気を奮い起こすことができたのは、つい昨日きのうのことである。

「アマルスって、バイク持ってるの？」

　ロッカー長屋の大きくてきれいなシャワールーム。ルノア隊の割り当ては木曜日。その脱だつ衣い室。バスタオルで髪かみを拭ぬぐっているアマルス。タイミングは見計らった、つもりだった。

「……。なんで」

　なんでそんなことを聞くのか、という意味である。

「チャーミーに聞いたのよ。詳くわしいって」

　アマルスは無言。

「あ、あのさ、わたしも昔、ガソリンエンジンのドカティ欲しくってさ。結局買えなかったんだけど」

　シャワーの後、アマルスはいつも、パンツをはくより先に煙草たばこをくわえて火をつける。ひと息吸い込み、興味なさそうに、煙けむりとともにひと言。

「へえ」

　会話は、それで終わってしまった。

　そして今日きよう。長く厳しい訓練が終わり、ほれ、という感じでルノアの目の前に差し出されたのは、二冊のバイク雑誌だった。どちらも、中古車情報誌の最新号だ。

「やる」

　アマルスはそう言った。そういうのはマズいと思いながらも、ルノアはまじまじとアマルスの顔を見つめてしまった。雑誌くらいで何を大げさな、こっちが恥はずかしくなるだろ──アマルスはそういう顔をして、付け足たすように、

「あたしはもう読んだから」

　言葉も態度も、アマルスの方がずっとさりげなかった。そして、

「前は乗ってた」

「え？」

「バイク」

「──。なに？」

　なにに乗っていたのか、という意味である。

「ガソリンのスポーツスター。十五んときから」

「今は？」

「あれはぶっ壊こわしちまったし。でなきゃこんなとこにいやしねえよ」

　それが、ついさっきの出来事だ。

　というわけで、ルノアはるんるん気分なのだ。

　部へ屋やに戻もどったら、棺かん桶おけシャワーは省略して、まずベッドにひっくり返って、肉まん食べながら読もう。ルノアは今そんなことを考えている。心なしか足取りまで軽い。

　そして、カデナは奇き襲しゆうをかけた。

「ルノア教官」

　意識の死角からいきなり名前を呼ばれて、ルノアはびっくりして立ち止まった。目の前の礼服姿にはじめて気づく。肉まんを口にくわえたままのルノアに正対し、カデナは姿勢を正し、教材としてビデオに残したくなるくらいの完かん璧ぺきな敬礼をして、言った。

「第十三期オルドリン訓練生・多た脚きやく機き甲こう戦略学科第二群Ｓ20班、カデナ・メイプルリーフ伍ご長ちようであります。ルノア教官に内密のお話があって参りました」

　カデナ──、あ！　あの──！

　ルノアはあたふたと答礼しようとした。額ひたいに挙げた右手が食べかけの肉まんを持っていることに気づいて、あわてて袋ふくろにもどしてやり直す。これではどっちが上官なのかわからない。

　カデナ・メイプルリーフ伍長。物理学博士。十七歳さい。有重力戦闘操機と近代多脚兵器運用戦術を得意とし、研修が明けて訓練に入った一日目で、オルドリンのありとあらゆる歴代記録を塗ぬり替えてしまった特待訓練生スーパールーキー。彼女に関しては色々な話がある。オルドリンの訓練生が三人集まればカデナの話かルノアの話だ。七歳でホーキング奨しよう学がく制度の対象となり、超ちよう名めい門もん・コペルニクス学園都市の大学院を十六歳で卒業している。今のご時世、そんな大それた学歴をお持ちの訓練生は、救世軍サルベージヨン・アーミーのすべての訓練施し設せつをさがしてもそうはいない。大学院在ざい籍せき中、「自分は卒業したら救世軍に入隊する」と言い出したとき、教授たちは泣いて止めたという。それでもカデナは決心を変えず、いよいよ青くなった教授たちは、一部企業のリクルーターとつるんで「ＫＭを救世軍から守る会」なんてものまで結成したらしいが、結局カデナは大学院の卒業セレモニー会場を出たその足で、救世軍の志願兵募ぼ集しゆうセンターに出頭してしまった。入学時に測定された彼女のＩＱは、現在に至るも大本営のＳ２機密である。

　ひと言で言えば超ちようエリート。蒸気の海のお偉えら方がたがヨダレをたらして喜ぶような、絵に描いたような幹部の卵。

　そんなカデナであるから、一分の隙すきもない礼服に身を固め、妙みようにすわった目つきで敬礼を一発決めれば、その貫かん禄ろくたるやそこらの下士官そこのけなのであった。ルノアは完全にうろたえている。何か言わなきゃ──

「あああのその」

　カデナはそのもつれた言葉の続きをじっと待っている。ダークブルーの礼服は最上位礼装である。オルドリンでは、こんな格好をした訓練生は入学式か卒業式でしかお目にかかれない。制せい帽ぼうを小こ脇わきに抱かかえ、背中には儀礼用の両刃短槍ブラツクボルトを逆さに着装するという完全武装。真しん剣けんなその目は、ルノアには「おかしなこと言ったら刺さすからね」と言っているように思え、その途と端たんに何を言おうとしていたのか忘れてしまい、

「えっと、そう、なに、なんの用？」

「──ですから、内密なお話が」

　そのとき、ルノアの背後にあるトイレから出てきた鈴レイ蘭ラン・ジーナ・エッジクリフ教官は、廊ろう下かの先で立ち話をしている二人の姿に目を留めた。

　ルノア・キササゲと、カデナ・メイプルリーフであった。

　目がつぶれてしまいそうな組み合わせであった。

　這はうようにしてトイレに逃げ戻もどった。

「あ、そ、そうかそうね、」

「三十分ほどお時間よろしいですか？」

　だめとは言わせない──はっきりとそう書いてあるカデナの顔を見て、ルノアは自分が完全に追いつめられたことを知る。どんな話が待ち受けているのか想像もつかない。せめて自分の土俵に引っぱり込もう、その一心で、

「んと、じゃあさ、わたしの部へ屋やでいい？　いやあのほらその立ち話もなんだしすぐそこだし別にいいんだけどあなたがいいならどこでもだけどさえーと、」

　止まらない口を止めるために、ルノアは肉まんの袋ふくろを差し出してこう言った。

「食べる？」

　すげー後こう悔かいした。

「結構です。お気き遣づかいなく」

　電気椅い子す通りへの直通エレベーターへと歩いていく間ずっと、三歩下がってついてくるカデナの視線が後頭部にばきばき突つき刺ささる。護送される囚しゆう人じんってこんな気分なんだろうなとルノアは思う。

　二人がエレベーターに乗り込むその瞬しゆん間かんは、購買部ＰＸへ行く途中だったアイ・ブランシュ三等砲ほう手しゆによって目もく撃げきされていた。アイの目が真ん丸くなる。回れ右して全速力で走り去る。

　鈴レイ蘭ラン・ジーナ・エッジクリフ教官がトイレからこわごわと顔を出したとき、廊ろう下かには誰だれもいなかった。思わず十字を切って、このことは誰にも他言すまいと心に誓ちかう。彼女とて命が惜おしい。

　賢けん明めいな判断である。




　アイがもたらした情報は、ルノア隊のユニットをパニックに陥おとしいれた。

「どうしようどうしようどうしよう!?」

　ことにマリポの狼ろう狽ばいは大きい。それも当然だろう。ルノア・キササゲが自分の部隊の教官になったその日から、マリポの心の底に常に横たわっていた不安が、ついに現実のものになろうとしているのだから。

「ちょっと落ち着いて。まだそうと決まったわけじゃないんだから……」

　かく言うチャーミーの声も精せい彩さいを欠いている。やはり不安なのは同じだ。しかし、マリポは落ち着くどころか、針で突かれたような反応を見せた。

「あれが殴なぐり込みでなくてなんだって言うのよ!?　カデナんとこまだ教官いないんだもん！　カデナ隊をルノア隊にしてくださいって、そう言いに来たに決まってるじゃない!!」

　アイが遠えん慮りよがちに口を挟はさむ。自分の持ち込んだ情報が、ここまでマリポを追いつめるとは思っていなかったのだ。

「……でもでも、ルノア教官がいやだって言うかも……」

　マリポは火を吹きそうな目でアイをにらみつけ、

「あんたね！　どの口でそういうこと言うわけ!?　今日きようだって、午前中の迎げい撃げき演習いつまでたってもクリアできなくて、ルノア教官がお昼ご飯ぬきになったの誰のせいよ!?」

「マリポ!!」

　アマルスが怒ど鳴なり、言いすぎに気づいたマリポが身を固くしたときには、うつむいたアイの目からは大おお粒つぶの涙がこぼれていた。となりにいたペスカトーレがアイの頭をなでて、よしよしと無責任に慰なぐさめる。マリポは唇くちびるを嚙かみしめて爪つま先さきを見つめ、

「……ごめん……」

　そう言い置いて、ぐっとこぶしを握にぎり締しめ、ドアの方へと足早に歩きはじめた。アマルスがあわてて、

「おい、どこ行くつもりだよ」

　ドアが開き、マリポは立ち止まって、振ふり向きもしないまま、

「教官止めてくる」

　マリポのあまりの直情思考にアマルスは半分呆あきれて、

「……あのなあ、ちょっと落ち着けよ、どうかしてるぞお前。その雰ふん囲い気きじゃお前の方こそ殴り込みだろうが。いいからこっち来て座れ」

　動こうとしないマリポの手をつかみ、その瞬しゆん間かんマリポはアマルスの手を振りほどき、

「だって、だってここでじっとしてなんかいられないよ！　平気なの!?」

　アマルスは動じない。

「いいから座れって！　な？」

　そう言ってマリポの手を引き、強ごう引いんに椅い子すに座らせる。

　無論、アマルスとて平気なわけはない。しかし、こういうときのアマルスは、自分でも意外なほど冷静になることができる。状じよう況きようを見る。誰だれが味方で、誰が中立で、誰が敵かを把は握あくする。これまでずっと、他の部隊からの嫌がらせチキンシツトに先頭に立って立ち向かってきたことの賜たま物ものなのかもしれない。

　アマルスはしゃくりあげているアイの顔をのぞき込んで、

「カデナが礼服着てたって？」

　ぐしゃぐしゃの顔がこくんとうなずく。ってことはあいつマジだよな──とアマルスは思う。椅子に腰こしを下ろしてため息をつき、ふと思いついて、

「なあチャーミー、ＧＡＲＰの聴ちよう覚かくセンサーでさ、教官の部へ屋やの会話聞けねーかな？」

　チャーミーは表情を曇くもらせ、ちょっと考えてから首を振った。

「だめですよ多分。ＧＡＲＰの格納庫から教官の部屋でしょ──いくらなんでも障害物とかノイズとか多すぎますよ。感度的に問題はなくても、きっと他ほかの音もひろっちゃうし……後でデータにフィルターをかけて目的の会話だけピックアップすることはできるけど……今聞けなきゃ意味ないでしょう？　教官の部屋にレーザーマイクでも仕掛けてあれば──」

　だよな、アマルスは天てん井じようを仰あおいだ。口には出してみたものの、本当はアマルスにだってわかっていたことなのだ。

　まいく？　とペスカトーレが言った。

　誰もペスカトーレの方を見ない。みんな「また電波とお話ししてるんだろう」くらいに思っている。ベソをかいて慰なぐさめてもらっていたアイだけが、喉のどをひっくひっくいわせながらそれに答えた。センサーオペレーションについては、ゆうべ勉強したばかりだったのだ。

「、れーざ、ーまいくって、まいくからび、ーむが出て敵をや、っつけるんじ、ゃなくて、がすが、んでがらす窓なん、かに撃うち込んでそ、の中の空気、の振しん動どうをひろう、」

　アマルスは天井を見つめたまま、まるで天井に訴えかけるように、

「アイ、今してるのはそんな話じゃ──」

　マイクならあるじゃん。

　まったく緊きん張ちよう感かんの欠ける態度でペスカトーレがそう言って、今度こそ全員の視線が集中した。チャーミーが代表して「どこに？」と尋たずねた。ペスカトーレがまたふざけているんじゃないかと警けい戒かいするような口調。

　そこ。ペスカトーレはそう言って、部へ屋や備え付けの端たん末まつを指さした。規格品の、何の変へん哲てつもないデスクトップ型のデータアクセサー。縦たて置きされた本体と、ＡＬＦと、エルゴスタイルのキーボードと、増設されたメモリーバッテリー。そして、電話機能のためのＣＣＤと指向性マイク。

　そう、確かにマイクはそこにある。

　全員がそのことを理解するのに、しばらくかかった。

　端たん末まつのコンポーネントは全ユニット共通である。無論、ルノア教官の部屋にも端末はあり、そこには同じようにカメラとマイクがある。そして、ルノア教官の部屋の端末とこの部屋の端末は、いくつもの逆接防ぼう壁へきに隔へだてられているとはいえ、ネットを介かいして物理的に接続されている。

　ここからルノア教官の部屋の端末に侵入ハツキングをかけ、向こうのカメラとマイクを操作して会話を盗とう聴ちようすればいい──ペスカトーレは、そう言っているのだ。




　ルノア教官の部屋のドアが開いた瞬しゆん間かんから、ただでさえ激しかった胸の鼓こ動どうがさらに高鳴って、カデナは呼吸もままならない。礼服を着てきたのは、なんでもかんでも記号的に処理する軍隊の性質を利用した「威い嚇かく」というだけではなくて、ともすれば萎なえそうになる自分の気力を奮い立たせるためでもあるのだ。

「失礼します」

　声が少し上ずっているのが自分でもわかる。一礼して、カデナはルノアの部屋へと足を踏ふみ入れる。すべての感覚にぶ厚い膜まくがかかっているようで、こうして歩いている両足が自分のものとは思えない。今までずっと胸の内に押え込んでいた「ルノア教官に憧あこがれているカデナ」はいつの間にか完全復活していて、頭の中で強きよう烈れつに暴あばれ狂くるっている。きょろきょろするな──そう自分に言い聞かせるのだが、どうしても目が泳ぐのを抑おさえられない。散らかった室内は、あまりにも無防備にその住人の生活を語っていた。端末とベッドとフリーザーとクローゼット、床ゆかを這はうケーブルと増設デバイス、端末にテープで貼はりつけられたたくさんのメモ、椅い子すの横に山積みになっているテイクアウトのピザのケース、ルノア教官のベッド、ルノア教官の服、ルノア教官の本、ルノア教官のスニーカー、ルノア教官のマグカップ、

「あ、あははは。ご、ごめんね散らかってて」

　ルノアはルノアで動転していた。カデナに連行されてくる間ずっと思考停止状態にあったルノアは、自分の部屋がとても人に見せられたものではないことに、ドアを開けるまで気づかなかったのだ。大あわてで体てい裁さいを繕つくろう。脱ぬぎ散らかしてあった服を毛布の下に押し込み、床にばら撒まかれている軍広報誌をベッドの下に蹴けり込む。格好がつかないことおびただしい。ひとつしかない椅子をカデナに勧め、自分はベッドに座ることにする。ひそかに深呼吸。

「ええっと、それで……なに、話って」

　ルノアに見つめられて、カデナは震ふるえる息を吸い込み、言葉に変へん換かんして吐はいた。

「あの、緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練のことです」

　ちがう！　そんなことを言いに来たんじゃない!!　頭の中で悲鳴のようにわき起こるその思いを押し隠かくすために、カデナの表情は仮面のように硬こう化かし、言葉には弱い心を守るための挑ちよう戦せん的てきなトゲが生えた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうにうかがいます。ルノア教官は、あの緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練のシナリオを事前にご存じだったのではありませんか？」

「え──」

　カデナはさらに言いつのる。両手に力がこもり、ひざの上の制せい帽ぼうが歪ゆがむ。もう自分でも止めようがなかった。

「どうなんですか？　シナリオの内容を、状じよう況きよう開始七十秒後にＥＭＰバラージが来ることを、担当部隊に──アマルスたちに漏もらしたんじゃないんですか!?」

　ばかばか、なに言ってんのよ!!　ほんとは、ほんとはわたしの部隊の教官になってくださいって──!!

　そしてカデナは、いじめっ子の待ち伏せに遭あった小学生のようなルノアの表情に気づいた。

　カデナとて、言っておきながら、本当にそんな疑いを持っていたわけではなかった。そんなのは根も葉もないただの噂うわさで、ルノア教官はそんなことをする人ではない──そう思っていたし、たった今口にしてしまった言葉も、ぐちゃぐちゃになった頭をとりあえず振ふり回したら、一番上にあったものが転がり出てきただけの話だ。

　なのに──

　ルノア教官のこの顔はなんだ？

　──まさか、図ず星ぼし？

　ひざの上、制帽を引き裂さかんばかりの力が両手にこもった。噓うそだ、それは違ちがう。そう言って欲しい。ルノアの口が意味のある形に動き、耳をふさいでしまいたいという気持ちをカデナは懸けん命めいにこらえ、がらんどうになった胸に鼓こ動どうの轟ごう音おんが、

「──違うの、それは。ほんと」

　ルノアはそう言った。

　その言葉の意味が脳ミソに染しみ渡っていくにつれて、カデナは身体からだ中じゆうが溶とけていきそうな感覚を味わった。

　考え深げな目をして、ルノアは続ける。

「そういう噂があるのは知ってる──でも、わたしはそんなことしてない。だいたいあの日に緊急出撃訓練があるってこと自体知らなかったし、緊急出撃訓練のシナリオなんて知る立場にないし──でも、でもね──」

「でもね」のひと言で、カデナは再び凍こおりつく。顔を上げることもできない。ルノア教官の顔を見ていられない。

「心当たりがないわけじゃないの。まだ二回目の緊急出撃訓練で、いきなりＥＭＰバラージなんて奇き抜ばつすぎる、って……それは、わたしもそう思う。あのね、わたしの部隊ね、他ほかの隊とはちょっと違ちがう訓練の仕方してるのよ。説明すると長くなるけど──簡単に言えばね、全部手動マニユアルでやらせてるの。起動も、射しや撃げきも、索さく敵てきも通信も回かい避ひ行動も。あいつらが、わたしの部隊があの訓練で生き残れたのはそのせい──多分」

　そう。それは知っている。

　そして、それは自分たちも同じだ、とカデナは思う。そのことを知るために、自分は軍事法廷の顎あごの上を綱つな渡わたりするはめになったのだから。後ろめたさが顔に出ているような気がして、カデナはさらに深く顔を伏ふせた。

「もちろんウーフー対策ってこともあったんだけど、そのためだけにやってたわけじゃないし──でもね、冷静になってみると、確かにおかしいなって思った。あのときはうれしくて舞い上がってたけど、後になってみるとちょっとヘンだなって。出しゆつ撃げき直後のＥＭＰバラージなんてシナリオ、まるでわたしの部隊だけ生き残るようにデザインされてたみたいじゃない？」

　カデナは何も言えない。

「そこいくとあなたの部隊、さすがよね」ちがうんです。「あれをぶっつけでやって、生きて帰ってくるだけでもほんとにすごい」へんなこと言ってごめんなさい。「バラージの影響から回復した後もいい動きしてたし」ＧＡＲＰの後を必死になって追いかけてただけです。「最後はサポートに回って、星を譲ゆずってくれたもんね。あの援えん護ごがなかったらあいつらあそこでやられてたもの」お願いもうやめて！　生せい成せい晶しよう集積の位置が最後までわからなかったから、他ほかに何もできなかったんです！　衛星照準なんて、考えつきもしなかった！

「感謝してる」

　カデナは唇くちびるをかみしめていた。ほとんど泣きそうになっていた。そのことにも気づかずに、ひざの上で組んだ両手を見つめながら、ルノアは続けた。

「ああいうやり方でわたしの部隊だけを生き残らせようとして、シナリオに手を加えた人物が本当にいるとするわね。だとすると、その人は、わたしの部隊の訓練のやり方を知っていて、しかも緊きん急きゆう出撃訓練のシナリオを操作できる立場にいる誰だれか──っていうことになると思うの。わたしが知ってる限り、その条件に当てはまる人は、ひとりだけ」

　だが、その人物については不明な点がひとつある──とルノアは思う。

「ヤマグチ次官っているでしょ」

　動機だ。

「──小さ夜よ子こ・ヤマグチ大たい佐さ。あなたは訓練生だから知らないかもしれないけど、緊急出撃訓練のシナリオに最終的なＧＯを出すのって、あの人なのね。あの人って昔から地じ獄ごく耳だからわたしの部隊の訓練のやり方も知ってた可能性あるし、もちろん抜ぬき打ち訓練に使うシナリオの内容に口を出す権限もあるし、そんな人じゃないと思うんだけど、なに考えてるのかちょっとわかんないところあるから、まさか──」

　──私のやり方の、有効性を確かめるために？

　いきなり、カデナが椅い子すから立ち上がって叫さけんだ。

「違ちがいますっ!!」

「へ？」

　ルノアはびっくりして顔を上げる。

「あの訓練は、ずっと前から予定されていたことなんですきっと!!　ほら、そろそろみんな訓練にも慣れてきて、気が緩ゆるんでくるころでしょ!?　こういうこともあるんだって、敵のやることに理り不ふ尽じんもくそもないんだって、ぼやぼやしてるとみんなあの世行きだって、そういう意味では、出しゆつ撃げき訓練というより精神教育なんです!!」

　身を乗り出してくるカデナの勢いの分、ルノアは腰こしが引けていた。頭の上からにらみおろしてくるような視線に射すくめられ、ルノアはヘビににらまれたカエルのようになってしまって、肘ひじで這はって逃にげる。ほとんどベッドに押し倒されているような格好である。

「そ、そう？」

「そうに決まってます！　あ、あの、へんなこと言ってごめんなさい！　私、私そんなこと言いに来たんじゃないんです！　えっと、ほんとは、その──」

　その様を、端たん末まつのカメラが音もなく見つめ、マイクはその言葉にじっと耳をそばだてていた。




　ルノア隊の部へ屋や。

　ここで、驚きよう天てん動地の事実をお教えしよう。電子情報戦略──それは、情報処理機器の制せい御ぎよ、電脳戦における侵しん入にゆうとその阻そ止しのための技術の習得を目的とする、オルドリン多た脚きやく機き甲こう戦略学科の選せん択たく科目である。そして現在、この科目の成績首位に君臨する訓練生は、カデナ・メイプルリーフでもなければモナ・マッケンジーでもない。

　チャーミー・グリント、である。

　なんで？　と聞かれても困る。

　そうなんだから仕方がない。もっとも、チャーミーが人に自じ慢まんできる科目といったらこのひとつきりである。基礎体の成績など、根性がない分あのモナ・マッケンジー伍ご長ちようにも劣おとる。マラソンなんかのとき、曲げた肘ひじから先を横に振ふる典型的な「女走り」をしてしまうのは、はっきり言って身内の目から見てもちょっと恥はずかしい。

　しかし、普ふ段だんあそこまでおっとりしているだけに、データアクセサーを前にしたときのチャーミーは、まるで別人である。ＡＬＦの光を眼鏡めがねに宿らせ、ものも言わずに人知を超こえた速度でキーを叩たたき続ける様は、見ていてちょっと恐こわいものがある。

　つまり、四つの逆接防ぼう壁へきをすり抜ぬけてルノア教官の部へ屋やの端末に侵しん入にゆうし、カメラとマイクをアクティブにするなど、チャーミーにとってはなんでもないことなのだった。ものの三分とかからずに、チャーミーは接続に成功していた。

「なによそれ!!　教官が訓練のシナリオ漏もらすなんてことするわけないじゃない！　言い掛がかりもたいがいにしなさいよ!!」

　マリポが怒おこっている。チャーミーの肩かた越ごしに身を乗り出して、ＡＬＦの中のカデナに殴なぐりかからんばかりの勢いだ。下した敷じきにされたチャーミーが、

「いたいいたい、マリポいたいわ、ちょっとどいて──」

「あ、ご、ごめん」

　端たん末まつの前で、五人は押し合いへし合いしながら、雁がん首くびを積み重ねてＡＬＦを見つめている。アマルスがマリポを見下ろして、

「お前っていっつもそうな。テレビ見てても本読んでても、登場人物とお話ししたりすんのな」

　マリポはちょっと赤くなる。アマルスを見上げて、

「な、なによ、別にいいじゃない」

「いや、いいんだけど」

「それにねー、あんなこと言われて腹立たないの？」

「ちょっとーうるさーいー、きこえなーいー。チャーミー音大きくしておとー」

「これくらい？　うーん、なんか音がクリアーじゃないわね、向こうのボリュームが絞しぼってあるのかな……」

　でもなんか怪あやしい雰ふ囲い気きだよねマウスカーソルをへんなとこにあわせてクリックするとあはーんとかうふーんとか。

「ちょっとなにすんのよへんなことやめなさいよ！」

「あ、ちょ、邪じや魔まですっ。横からいじんないでください！」

　うりゃー全身モザイクうわーなんか意味不明でやらしーけけけけけけけけけけけけ。

「こら───────────!!」

「あーアイちゃんにもやらしてやらして！」

「あーダメ、ダメですカメラ動かしたらバレちゃいます！　もーいい加減に──」

　あとはもう大おお騒さわぎである。ひとりアマルスだけがまじめに話を聞いていた。ヘタに「うるさい」と文もん句くを言ってよけいうるさくなるよりはと、じっと黙だまって耐たえているところがえらい。

「あーもー！　これじゃなんにも見えないじゃない！　チャーミーさんどいて！」

　カメラの映像は落書きに埋うめ尽つくされて、もう何がなんだかわからなくなっていた。マリポはチャーミーを押しのけるようにしてキーボードを奪うばい取り、落書きを一挙にクリアーした。

　そして、カメラの捉とらえた映像の中、（まるで）カデナがルノアにのしかかり、ベッドに押し倒している（ように見える）その光景に、途中の話の流れを聞いていたアマルスを除く四人が悲鳴にも似た声を上げたのは、やはり無理からぬことであろう。見る者の想像力をあおるが如ごとく、ベッドに横たわっているも同然の二人の胸から上がフレームアウトしているのは、誰だれの責任でもない。

　そのとき、クリアーでなかったはずのカデナの声は、いやにはっきりと聞こえた。

『──あ、あの、へんなこと言ってごめんなさい！　私、私そんなこと言いに来たんじゃないんです！　えっと、ほんとは、その──』

　アマルスを除く四人の口は、げんこつでも入りそうなくらいにあんぐりと開いていた。

　そして話は佳境に入る。




　ルノアは急展開する話の流れについていけない。

「ちょ、ちょっと待ってよ、どうしていきなりそういう話になっちゃうの!?」

「ですから、ほんとは私この話をしにきたんです！　お願いします！　私の部隊の教官になってください!!」

　さっきからくしゃくしゃにされっぱなしのカデナの制せい帽ぼうは、今は胸の前にある。カデナが一歩詰つめ寄れば、ルノアが一歩後ずさる。そうして二人狭せまい部へ屋やの中をぐるぐる回っていた。

「勝手なお願いなのはわかってます！　でも、でも、私たちの部隊にだって教官が必要なんです！　私の部隊、今までずっと教官いなくて、それでもみんなでなんとかやってきたけど、あの緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練でわかったんです！　どうして私の隊には教官がいないのか、上の人は何も言ってくれないけど、でも、私たちだって、私たちだけじゃ駄だ目めなんです!!」

「で、でも、どうしてわたしに──」

　訓練開始以降、もうかなりの数の訓練生がオルドリンから姿すがたを消している。つまり、担当部隊が消しよう滅めつしてしまった教官もいるのだ。まずはそっちに話が行くのが順序というものだろう──壁かべ際ぎわに追いつめられ、せっぱ詰まった頭の中でルノアはそう思う。が、

「優ゆう秀しゆうな人の教えを受けたいって思うの当然じゃないですか！　それとも──教官は、ルノア教官は、私たちの隊ではご不満なんですか!?」

　そう言ってカデナはまた一歩詰め寄り、ルノアはさらに一歩下がる。手しゆ裏り剣けんで壁かべにくぎづけにされた忍にん者じやの気分だ。

「いやあの、そういう問題じゃ……」

「──もしかして、何かご存じなんですか!?　私たちの隊の教官が決まらない理由、知ってるんなら教えてください！　絶対口外しません！　誰だれにも内ない緒しよにしますから!!」

「え──あ、えとその、それは知らない。知らないけど……」

　想像はつく。

　隊の誰ひとりをとっても、それまでのオルドリンのレベルから言えば首席卒業してもおかしくないという一いつ騎き当とう千せんのエリート部隊。そして、その頭を張るのは、かの、かのカデナ・メイプルリーフなのだ。

　どんな古こ参さんの教官だろうが、たとえ五菱やＧＭＣからやって来た技術者だろうが、こんな恐おそろしい部隊を前にして二の足を踏ふまない者はいないだろう。それはそれで気の毒な部隊という気もするが、嫌いやがる方の気持ちもルノアにはわかる。彼女たちが悪かろうはずもない。

　わたしは、

　わたしは、どうなんだろう──

　地球での記き憶おく。妬ねたみと陰かげ口ぐちとやっかみと愛あい想そ笑いの中で生きていたあのころ。誰だれかに何か言われるたびに、砕くだけんばかりに嚙かみしめた奥おく歯ばの痛み。

　わたしは、カデナ隊の教官になるのが嫌なのだろうか？

　ゆらゆらとぐらつく何かが、ルノアの心の中に、確かにあった。

　もし、仮に、そうなったとしたら──

　確かに、今のような苦労はなくなるだろう。カデナ隊には、奇き天て烈れつな格好で出頭してくる奴やつもいなければ、操機演習中に射しや出しゆつ座席のレバーを引く奴もいないだろう。いくらがんばっても、いくら必死で教えても、やれと言ったことの十のうちの一しかやらないあの連中を前にしたときの徒と労ろう感かんは、過去のものになるだろう。

　でも、

「──教官！　ちゃんと聞いてください!!」

「え──あ、はい、聞いてます」

　その生なま返事に、カデナの感情が暴ぼう走そうした。「あなたにずっと憧あこがれていました。私の教官になってください」──本音が言えないもどかしさが、そして、自分の主張はそんなつまらない理由によるものではないという自分に対する噓うそが、泥どろ水みずのように思考を濁にごした。あの五人より自分たちが優すぐれていることは事実であり、それを認めさせることがルノア教官の心を動かす──そう信じた。

「納なつ得とくできなかったんです最初から！　どうしてルノア教官は、アマルスたちの、２２２班Ｄ隊なんかの教官になったんですか!?」

「な、なんかって、」

「そんなのへんです！　おかしいです絶対！　私は──私は、ルノア教官が教えてくださることを、あの五人の誰よりもうまくやる自信あります！　私たちの部隊の、ほかのみんなもそうだと思います！」

　それは──

「戦争なんですよ!!　回り道してる時間なんかないんですよ!!　救世軍は今、猫ねこの手も借りたいくらいの状じよう況きようのはずです！　でも、猫の手より人間の手の方がいいに決まってます！」

　──。

「底の抜ぬけたバケツで水を汲くんだって無む駄だです！　世の中、チリが積もって山になったためしはないんです！　根性を上乗せしたって同情で底上げしたって可能性は変わらないんです！　あんな、あんな連中、誰がいくら指導したってどうせ──」

　そして、カデナは、その言葉の先を続けることができなかった。

　目の前、ついさっきまで逃にげ腰ごしだったルノア教官が、それまで一度も見たことのない表情で自分を見ているのに気づいたからだ。ルノアはゆっくりと足を踏ふみ出し、カデナの横を通り過ぎ、椅い子すに馬乗りに座って、背もたれの上で腕うでを組んだ。

　そして、カデナに何を言う間も与えずに、こう言った。

「脚きやく部ぶ損傷、電圧異常時のバイパス回路接続とその間の回かい避ひ運動。やることを最初から順に言ってみて」

　ルノア教官が怒おこっている。

　自分がいつ、どこで地じ雷らいを踏ふんでしまったのかわからない。カデナはただただ狼ろう狽ばいする。

「──そ、そんな制せい御ぎよ、ＶＯＧＵＳが、流体脊せき髄ずいがオペレートする……」

「脚部損傷、って言ったでしょ。姿勢制御系まで過電圧でやられてたら？　流体脊髄だって、データが入ってこなかったら何もできないよ。手動マニユアルでやるには？」

　瞬しゆん間かん、カデナは頭が真っ白になった。絡からみ合っている知識を必死になって解きほぐし、懸けん命めいになって回路構造を思い浮かべる。

「え、ええと、まず──電源、そう、損傷箇所の電源遮しや断だん、三さん軸じくの機体傾けい斜しや角かく確認、地表傾斜角確認、そ、それから──」

　言葉に詰つまる。その次、次は、母線からの脚きやく関かん節せつへの電力分配？　違ちがう……そう、関節の状態確認だ、多分。でも、どうやって──!?

　頭の中の時計の秒針がひと回りしたのを確認して、ルノアは言った。

「はい、戦死」

「ひ、ひどいです教官！　そんなのシミュレーションにありません！」

　ルノアはカデナをじっと見つめたまま、

「『敵のやることに理り不ふ尽じんもくそもない』って、さっきあなた自分で言ったよね。わたしもそう思うの」

「そ、それは──」

「確かにうちの連中は、あなたの部隊お得意の曲芸みたいな高機動とか早はや撃うちとかはできないけどね、『これ』なら十秒かかんないな。合格ラインが五秒以内ってのは、絶対ゆずれない線だけど」

　そのとき、カデナはあることを思いつく。あの緊きん急きゆう出しゆつ撃げき訓練で、ルノア隊がやった方法。自機の不良箇所を外部のデバイスに肩かた代がわりしてもらう方法。とっさにそれを口にしていた。

「あ──そう、そうよ、姿勢制せい御ぎよ系に異常があるなら、傾斜角センサーの生データを僚りよう機きに転送して、処理して送り返してもらえば、」

「うん。それもひとつのやり方。じゃ、それの手動操作手順も説明してもらおうかな」

「!!」

　今度こそ、カデナの頭は停止した。

「それに、その僚りよう機きがもう撃げき破はされていたらどうする？　あるいは、どっちかの通信ユニットが故障していたら？」

　かろうじてそれに答えたのは、蚊かの鳴くような声だった。

「そ──、そんなの、そんな状じよう況きようなんて、万にひとつの──」

「──本当にそう思う？」

　カデナはもう、目を上げてはいられなかった。礼服の肩かたが震ふるえ、視界が涙で歪ゆがんだ。

　ルノア教官が「戦死」と言ったとき、自分は間ま違ちがいなく「戦死」したのだと思った。

　両肩に手が置かれた。思っていたよりも小さくて、優やさしい感じのする手だった。顔を上げた。ルノア教官は目の前に立っていて、お姉さんのような顔をしていた。

「意地悪してごめん」

　またうつむいて、カデナは首を振ふる。足元に涙のしずくが散らかる。戦場に、「意地悪してごめん」などと言う敵はいない。ルノア教官の「脚きやく部ぶ損傷」という言葉は「攻撃」だったのだ。意地悪などという生やさしいものではないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　座ろ」

　カデナをベッドに座らせ、ルノアはそのとなりに腰こしを下ろした。カデナの顔を覗のぞき込んで、

「ねえカデナ、今から大事なこと話すけど、誰だれにも言わないって約束できる？」

　名前を初めて呼ばれて、カデナの胸がどきんと鳴った。ルノアの目を見て、こくんとうなずいた。

「よし。あのね、これから話すのはね、オルドリンのカリキュラムくそ食くらえの、わたしの本音」




　初めて双脚砲台ハミングロウルを見たときのことって、憶おぼえてる？

　わたしはね、よおっく憶えてる。志願兵募ぼ集しゆうセンターにさ、中身が空っぽの双脚砲台が展示されてるじゃない。わたしが初めて見たのってあのとき。足なんてちょっとした建物くらいあってさ、こおんな大っきな大たい砲ほうがついててさ。あれ見たら普ふ通つうびっくりするよね。怪かい獣じゆうみたいだって思った。こんなのが救世軍サルベージヨン・アーミーにはいっぱいあるんだもん、プラネリアムがいくら攻せめてきたって負けるわけないって思ったよ。運用操典のさ、「双脚砲台の推進剤は金属圧縮されているから、撃げき破はされても射出座席で脱だつ出しゆつする必要が生じるケースはほぼあり得ない」なんてのも本気にしてたし、この先の六年で、地球では四千機以上の双脚砲台が撃破されて、二万人以上のパイロットのかけらが世界中にばら撒まかれるなんてことも、もちろん知らなかった。

　地球に

　──ごめん。地球に降りてさ、多た脚きやく兵器への見方は百八十度変わっちゃった。今エラそうにこんな話してるんだもんね、運がよかったんだろうな。わたしは。

　多脚兵器が役立たず、っていうんじゃないのよ。あれが手に入るなら、軍史の本に出てくるエラい人なんてみんな、自分の母親とでも引き換えにするんじゃない？　鉄色の守護天使、音も光もなく忍しのび寄り、プラネリアムをキルマークに変える無敵のタカアシガニ。──当然よね。母親どころか、それまで持ってた全部の物を代だい償しようにして、人間はあれを作ったんだもんね。でもね、問題は、操る兵器は怪かい力りき無む双そうでも、それに乗ってるのが人間だってこと。パイロットが急にお腹なかが痛くなることだってあるし、当直の索さく敵てき要員が居い眠ねむりすることだってあるし、連絡の手て違ちがいで部品が来なくて、リニアガンを修理できないことだってある。そういうとき、みんな思うの。『大だい丈じよう夫ぶだ、この辺にはまだ敵はいない。めったなことはないさ』って。──そう、大丈夫なのよ。百回に九十九回くらいは。

　総督府チベツトや北米総司令部フオートワースは景気のいいことしか言わないけどさ、今の地球の工業生産力って、百年前と比べたら百分の一がいいとこでしょ？　損傷箇所の部品の補給が受けられないことなんてしょっちゅうだったもの。そのくせ、兵器は強い分だけぐちゃぐちゃに電子化されててめちゃくちゃに複雑で、機能の半分でも理解してる奴やつが部隊にひとりもいないなんて当ったり前でさ。でも、それじゃだめなんだってわかった。なぜトリガーを引けば弾たまが出るのか、姿勢制せい御ぎよ系はどんな理屈で機を水平に保つのか、たったひとつの操作で双脚砲台ハミングロウルが起動するとき、流体脊せき髄ずいは何をどうやって関節をアクティブにするのか。それがわかってないと、大丈夫じゃなかった百回目がきたとき、なにもできないもの。さっきの「バイパス回路接続とその間の回かい避ひ運動」っていうのもさ、確かに普ふ通つうは流体脊髄がオペレートするプロセスだし、その方が手動マニユアルでやるより何倍も早いし、だからオルドリンのカリキュラムは、「自動制せい御ぎよ」のひと言で流しちゃうけどさ。でも、もしそのメカニズムが正常に作動しなかったら、そのときがあなたの戦死するときかもしれないのよ。だからわたしは、あんなやり方であの五人を訓練してるの。もちろん、これでいいのかなとか、かわいそうだなって思うときもある。こういうやり方、オルドリンの中では評価されないし、だからあの五人、いつまでたっても成績悪いままでさ。

　でもね、これだけは憶おぼえておいて。オルドリンでの成績なんて、オルドリンの中でのものでしかないのよ。わたしが地球で知った一番大っきなことは、それ。だから、多分、わたしは連中が卒業するまでこのやり方を変えないと思う。なにも、実戦でも流体脊髄のアシストを受けるなって言ってるんじゃないけど、ＧＡＲＰの──流体脊髄のアシストを受けなくても実戦をこなせるくらい、双脚砲台について知り尽つくしていないと、転んだときに誰だれも絆ばん創そう膏こうを貼はってくれない地球では、生き残れないから。




　ルノアは語った。生き残るための具体的な方法論。実戦経験があるからって、なによ生意気な──そう言われるかもしれない、そんなことが恐こわくて、誰だれにも話せなかった自分の異様な訓練方法の根拠。

「不安だったんだよね──」

　小隊長だったころ、部下に対してふざけてそうしたように、ルノアはカデナの髪かみをくしやくしゃにかき回した。

「教官が決まらなくて、誰だれもなにも言ってくれなくて、全部自分でやらなきゃいけなくて。でもね、わたしだってそれは一いつ緒しよ。地球で、大たい尉いになって、部隊を任されたときもそうだったし、今もそう。訓練で、何か間ま違ちがったこと教えて、そのためにあの五人が死ぬことになったらって、そんなこと時々考えて、夜、眠ねむれなくなったりしてさ──」

　この子は、そんな重圧に、今この瞬しゆん間かんも耐たえているのだ。ルノアはそう思った。

　まだ訓練生なのに。

「わたしだってそんなに自信があるわけじゃないけど、あなたさえよかったら、わたしはいつでも相談に乗るからさ、だから、だからさ──」

　がんばってね。

　などと、口が裂けても言えなかった。

「死なないでね」

　そのひと言で、カデナの緊きん張ちようの糸が途と切ぎれた。顔がくしゃくしゃに歪ゆがんだ。

　カデナが何か言った。

　カデナは「教官」と言ったつもりだろうが、それは誰の耳にも「ぎようがん──!!」と聞こえたことだろう。

　ルノアが差し出したハンカチで、カデナはぶーと鼻をかんだ。
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　いつか、ルノア教官が言ったことがある。「なぜ、お前らはここにいる？」と。

　ルノア隊の部へ屋や。

　チャーミーが、黙だまって端たん末まつの接続を落とした。

　しばらく、口を開く者はなかった。

　五人は、ルノア教官の本音を理解した。ルノア教官だって、本当は教官なんかやりたくないのだ。ルノア教官やカデナの、怒ど鳴なり声と高こう慢まんな態度の向こうには、みじめなほどに脅おびえた心が隠かくれている。

　誰だれも、他人の生命いのちの質量おもさに耐たえることなどできないのだから。

　瘦やせ我が慢まんをしているのは、自分たちだけだと思っていた。

　カデナへの最後のひと言は──死なないでね、というひと言は──それは、自分たち五人に向けられたものでもあったのだ。
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　その翌日は、朝から妙みような雰囲気だった。

　まず、五人の誰ひとり遅ち刻こくをしなかった。

　昼休みになっても連中はシミュレーションに没ぼつ頭とうし、「お昼ご飯にしよう」とルノアが言うまでコクピットから出てこなかった。

　誰かがミスをすれば、アマルスはルノアが何か言う前にそいつを怒ど鳴なり、マリポもアイもそれに口答えをしない。今日のチャーミーの通信暗号圧縮には六十点をやってもよかったし、ペスカトーレは居い眠ねむりをしなかった。

　もちろんレベルは相変わらずだ。いきなり何かができるようになるわけもない。むしろ、一いつ生しよう懸けん命めいやっている分ＡＰＤの数はいつもの倍近い。しかし、

　まあ、よくやっている。それは認めざるを得ない。

　なんかあったのかなあ──とルノアは首をかしげてしまう。

　ここまでくるとちょっと気味が悪い。今日きようはわたしの誕生日じゃないし──と、ルノアは、そんなアホなことまで考えてしまうのだった。

　今だって、もう訓練終了時刻を回っている。普ふ段だんなら、ぐったりしてコクピットから這はい出てこようとする五人を蹴けり戻もどし、ブーイングを黙もく殺さつしつつさーてお次はどんなシミュレーションでぶっちめてやろうかしらんとか考えているころだ。ところが今日に限っては、ルノアは連中をコクピットから引きずり出さねばならなかった。『さっきのＡＰＤは味方の援えん護ごを待たずに突とつ撃げきしたせいだ』とする左右砲ほう手しゆ二人と、『お前らのトロい照しよう準じゆんが体液囊ケミカルマインの侵しん入にゆうを許したのだ』とするその他三人の意見の衝しよう突とつが、エキサイトのあまり殴なぐり合いのケンカになってしまったのだ。

　今、ＧＡＲＰの前に並んだ五人のアザだらけの顔を見渡して、ルノアは言葉を探している。

「あー、今日きようは、その、なに、えーと」

　ちいさくため息。

　ほめるのは、やっぱり照れ臭くさい。

　ルノアが照れ隠かくしに帽ぼう子しをぐいと目ま深ぶかにかぶり、顔を上げると、五人はどいつもこいつも幽ゆう霊れいでも見たようなツラをしていた。

「──な、なに。なによ、」

　そして、五人の視線が自分にではなく、自分の肩かた越ごしの背後に向けられていることに気づいた。ルノアがやけにそーっと振ふり向いたのは、どこか予感めいたものがあったからなのかもしれない。

　カデナ・メイプルリーフが、いた。33型汎用姿Ｄシエル。思いつめた顔。

「ルノア教官っ!!」

　カデナの大声が凍とう結けつしたその場の空気を叩たたき割り、あやうい均きん衡こうを一挙に突つき崩くずした。カデナはずかずかと近寄って来て、五人は「こわくなんかないぞ」という目で逃にげ惑まどい、ルノアは五人の手前逃げることもできなかった。

「カ、カデナ!!　なに!?」

　目の前まで来て、カデナはちらちらと上目づかいにルノアを見上げた。何度も口を開こうとして、その度にうつむいてしまう。どこかそわそわしていて、なんだかおしっこを我が慢まんしているようにも見える。

　他ほかの連中に前へ前へと押しやられたマリポが、勇気を奮って言った。

「ななななななによ！　なんなのよ!!　なんの用!?」

　カデナがぎろりとマリポをにらんだ。カデナの視線に石せつ化かされそうになって、マリポは喉のどの奥おくから情けない悲鳴をもらした。そして、カデナはもう一度ルノアに向き直り、またしばらくもじもじした挙げ句に、背中に回して隠かくしていた両手をルノアに突つき出してこう言った。

「あっああっあのっ！　これ、これ読んでくださいっ!!」

　その手の中にあったもの──ピンとレバーの外れた手しゆ榴りゆう弾だんの方がまだマシと思えるような、それは、恐おそるべき物体であった。

　原始メール。ハートのシールで封をされた白い封筒。

　ほぼ考古学的スタイルの、それは、ラブレターであった。

　全員が、一いつ緒しよになって見ていたＧＡＲＰまでが、かっちこちに固まった。反射的に差し出されていたルノアの右手にそれをにぎらせて、カデナは振ふり切るように踵きびすを返す。走り去る。対たい爆ばく隔かく壁へきの前で立ち止まり、五人に向かって「負けないからねっ!!」という決意の眼まな差ざしを向け、廊ろう下かの奥に姿を消した。




　まだ固まっている五人の姿を見下ろして、ＧＡＲＰはおかしな感覚を覚えた。くすぐったいような、わくわくするような。

　あの訓練生なら知っている。有名人だ──確か、カデナ・メイプルリーフ。

　足音に聞き覚えがあった。

　でも、それは、自分の胸の中にしまっておこう。胸のないＧＡＲＰはそう思う。そうとも、こんなおもしろいこと、誰だれにも話してやるものか。

　ルノア教官は、あの手紙の返事を書くのだろうか。

　ＧＡＲＰは思う。この五人とひとりは、救世軍サルベージヨン・アーミーの中でも屈くつ指しの「当たり」の部隊だ、と。

　とりあえず、今期は、退たい屈くつせずにすみそうである。































　１か４なのである。

　１か４なら、自分は助かる。しかし、３。３だけはだめだ。３だったらもう最後である。そこには苦痛に満ちた死があるのみだ。

　オルドリン入校以来、アマルスがこれほどまでの緊きん張ちよう感かんを強しいられたことはかつてない。固く目を閉じて真剣に祈いのる。頰ほおを伝い落ちる汗。神様、それがだめなら悪あく魔までもいい、もし取り引きでこの苦境を脱だつすることができるのなら、自分の寿じゆ命みようのラスト十年までなら差し出す用意がある──アマルスは、一いつ瞬しゆんそこまで考える。

　座学教室。

　そんなアマルスの必死の願いをよそに、ペスカトーレはいつもと同じ、なあんも考えていなさそうなツラで、ルノアが手に持ったクジをずばっと引いた。

　身のすくむ恐きよう怖ふ。アマルスは目を固く閉じたまま。

　ほい、という感じで、ペスカトーレは自分の引いたクジをルノアに見せた。

　ルノアは、言った。

「３アマルスね」

　両足から力が抜けた。

　１チヤーミーと４マリポの同情と安あん堵どを、アマルスははっきりと感じた。真の絶望に見み舞まわれたとき、目を固く閉じていてもなお人は目の前が真っ暗になるのだということをアマルスは知った。あなたの番、とルノアにクジを差し出され、アマルスはがっくりとひざをついたまま機械的にクジを引き、見もせずにルノアに渡した。もはや、自分の引いたクジの番号など、アマルスにはどうでもよかった。自分の番が巡めぐってくるときまで、自分は生きてはいないだろうから。アマルスの引いたクジは１チヤーミー。残りは４マリポ。というわけで、５アイが２ペスカトーレに、２ペスカトーレが３アマルスに、３アマルスが１チヤーミーに、１チヤーミーが４マリポに、という順番が決まった。




　引っぱるのもこれくらいにして、一体何の順番を決めていたのかお教えしよう。

　注射の順番である。１から５の数字は、五人の認識番号の最後のひと桁けた。誰だれが誰に注射をするかを決める運命のクジ引き。

　注射の練習なのである。

　迫せまり来る嵐あらしに備えて、窓に板を打ち付けているのである。訓練生たちの前半期の山場のひとつ、「救世軍操そう脚きやく兵へい第二種資格取得試験」は一週間後に迫っているのである。

　オルドリンに入校した訓練生たちは、半年間の研修を終えた時点で、操脚兵第一種の資格を取得している。ルノア隊を含め、十三期訓練生の全員は現在この段階にあるわけだが、この第一種資格に許されているのは、実は「所しよ轄かつ訓練施し設せつ指定の演習場内での、演習目的に基づく多た脚きやく兵器の運用」だけなのだ。第二種へとコマを進めて初めて、『演習場外での多脚兵器の準じゆん作戦運用』が許可される。この第二種を取得していないと、例えばこの先、〈哨しよう戒かい任務同行演習〉のような「現場」に参加できず、他ほかの部隊に大きく水を開けられてしまうことになる。

　そして、その第二種試験の学科の中に、「医い療りよう技術試験」がある。

「多脚兵器の準作戦運用」を許可する以上、野戦衛生兵コンバツト・メデイツクとまではいかなくても、最低限の医療行為が可能なくらいの技術は必要であるというわけだ。いざというときのために、ひと通りの蘇そ生せい術じゆつくらいは心得ていなくてはいけないし、モルヒネの一本も射うてるよう注射も練習しておかなくてはいけない。

　つまり、そのための注射の練習なのであった。

　そしてアマルスは、よりにもよってペスカトーレの注射の練習台に大当たりしてしまったのである。




　──短けぇ人生だったなあ……。

　まぶたの裏うらの暗くら闇やみに引きこもっていることに耐たえられなくなって、アマルスは目を開けた。一番手のアイがにこにこしながら、プラスチックの注射器に生理食塩水を吸い上げている。シリンダーの中の気き泡ほうを押し出すときの、針の先から薬液の飛沫しぶきが飛ぶ様というのは、いつ見ても恐おそろしげな光景であった。

「でーきたっ！　んじゃいっくよー」

　やっぱりなあんも考えていなさそうなツラで、ペスカトーレは無造作にどんと腕うでを差し出した。心配になったチャーミーが、思わず言ってしまう。

「アイ、そーっとよそーっと」

　注射は注射であって、そーっとやったところで痛いことに変りはないだろうが、チャーミーの言いたいこともまあわかる。そのくらいアイの態度は自信満々なのだ。アイはいつもだいたいこんな感じではあるが、アイの自信は往々にして空から回まわりする。「えいっ！」と叫さけんで針を根元までぶっ刺さすくらいはやってしまいそうである。ペスカトーレよりはマシだが、アイってのも結構なはずれクジだよな──とアマルスは思い、

　何の前まえ触ぶれもなくアイはいきなり、

「えいっ！」

　突とつ然ぜんのことに、誰だれもが「ああっ！」という感じで身を乗り出し、

　注射針は、完かん璧ぺきな位置に、完璧な角度で刺さし込まれていた。

　アイは真しん剣けんな顔で、ペスカトーレの腕うでに塩水を注入していく。プランガーを慎しん重ちように最後まで押し下げ、アルコールのカーゼを当てて針をすっと抜ぬいた。

「おしまいっ！」

　ルノアとアマルスとマリポとチャーミーは、雪男の操そう縦じゆうするＵＦＯでも見たような顔をしていた。使用済みの注射器をアイから受け取ったルノアが、

「あの……あれ？　え？　あのさ、アイ、あなた、ほんとに初めて？　やったことあるの？」

「初めてだよ」

　とアイは答え、それから自じ慢まんそうに、

「アイちゃんいっぱい練習したもん！」

　チャーミーが、まさかとは思うが一応念のため、という感じで、

「──もしかして、自分で？」

「うううううん」

　そんな危あぶないことするわけないじゃん、と言わんばかりにぶんぶんと首を振ふり、

「あのね、オレンジとかグレープフルーツとかで練習するの。ぷすって針を刺す感じがほんものと似てるって本に書いてあったよ」

　ルノアとマリポとチャーミーは失礼なくらい感心している。感心していない者が約一名。アマルスだ。不公平である。実におもしろくない。自分ほどではなくても、ペスカトーレもひどい目にあうのは間ま違ちがいないと思っていたのに。かくなる上は──

「ペスカトーレさん、痛くなかった？」

　マリポがそう尋たずね、ぜーんぜん、ペスカトーレはそう答え、「わたしもアイに注射してほしかった」という空気が露ろ骨こつに場に満ちて、アイは自慢げに鼻をうごめかす。自分が注射される番になったらぎゃんぎゃん泣きわめくに決まっているのにこの態度。もしかすると、最初に注射をする者は誰だれからも注射されないとでも思っているのか。「最後の者マリポが最初の者アイに注射をする」という、当たり前すぎてクジ引きのときに誰も口にしなかった事実を、どうやらこいつは理解していないふしがある。

　ルノアはいまだ驚きさめやらぬといった表情で、

「じゃあ、次はペスカトーレの番」

　けけけけけけけけけけけ。

　ペスカトーレが不ぶ気き味みに笑った。トレイから「凶器」を手に取り、刀を鞘さやから引き抜く感じで針のカバーを外す。全員が内心で尊いスケープゴートアマルスの冥めい福ふくを祈り、

「あ─────────!!　アマルスさんずるい──────────!!」

　突然のマリポの大声。マリポの指差す先には、第四座学教室から脱だつ出しゆつせんと机つくえの下を匍ほ匐ふく前進するアマルスの姿。気づかれたことを悟さとった瞬しゆん間かん、アマルスは立ち上がって脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した。

「ちょ！　こらー！　アマルス！　待ちなさいっ!!」

　訓練生は総じて逃にげ足が早い。よその部隊の員いん数ずうをかっぱらって逃げる。ムカつく教官の部へ屋やのドアに落書きして逃げる。怒いかり狂くるう基き礎そ体たい教官から逃げる。どんくさい草食動物がサバンナで生きていけないように、逃げ足の遅おそい訓練生は訓練施し設せつでは生きていけないのだ。オルドリンにおける嫌がらせチキンシツトの最前線、ルノア隊の頭をはるアマルス・ヒホンの逃げ足が遅かろうはずはない。アマルスは走りながら、あらかじめ脱ぬいで手に持っていた靴を投げた。靴は狙ねらい違たがわず出口のドアの開閉ボタンに命中し、開いたドアが閉じる瞬間にアマルスは廊ろう下かへと走り出た。ルノア隊の面々はこの種のことにかけてはプロである。一連のタイミングの取り方はまさに見み事ごとという外はなく、ルノアがドアにたどり着き、ボタンを叩たたき、ドアが開き、飛び出した廊下にはすでにアマルスの姿は見えなかった。

「もー！　憶おぼえてなさいよ後でひどいんだから!!」

　右に逃げたのかそれとも左か、それすらわからなくてはもう追いかけようがなかった。ルノアは廊下でそう叫さけび、ぷんすかしながら座学教室に戻もどり、アマルスの靴を拾ひろい上げ、

「ナメんじゃないわよほんとにもう！　ったくなんなのよあいつ!?　マリポ！　アマルスに言っといてこの世で一番でっかい墓はか穴あなを用意してやるって!!」

　と言って、靴をマリポに放ほうり投げた。「アマルスを探し出してわたしの部屋に出頭させなさい」とは言わないところがルノアらしい。

　そして、アイが重大な事実を指し摘てきしたのは、この直後である。

「でも、どうするの？　ペスの注射の相手、いなくなっちゃったよ？」

　そしてチャーミーが、このときばかりは素早い反応を見せた。ぽんと手を叩たたき、

「そうだ。教官にお願いしましょ。ペスカトーレさん、それでいいですよね」

　生きてる肉なら何でもいい。血に飢うえたペスカトーレはそう答える。

「。」とルノア。

「じゃあ、アマルスさんの番は後日改めて、ということで。教官、お願いします」

　と、チャーミーはルノアが口をぱくぱくさせているうちに話にケリをつけてしまった。

「ちょ、ちょっと、ちょっと待って。やさしい気持ちで話し合いましょう。ええっと──そう、そうよ。アマルスが逃げたんなら、順番から言ってもペスカトーレはチャーミーに──」

　空むなしい抗こう弁べんであった。チャーミーはマリポに視線を走らせ、マリポの顔には共きよう犯はん者しやの笑みが浮かんだ。マリポはルノアに向かって、きっぱりとこう言う。

「何があってもクジ引きの結果には文もん句くなしだからねって、教官そうおっしゃいました。チャーミーさんに注射するのはアマルスさんです」

　二の句が継つげないルノアの凝ぎよう視しを、チャーミーは無敵の笑顔で黙もく殺さつする。さあさあ痛くなんかないよおすぐ気持ちよくなるから。ペスカトーレがそう言って注射器を手に一歩踏ふみ出す。

　訓練中の事故死により二階級特進。ルノア・キササゲ中ちゆう佐さ。

　そんな言葉がルノアの脳のう裏りをよぎる。

　アマルスといいルノアといい、たかが注射一本にだらしない──読者諸兄がそう思われるのは、先日行われた〈野戦治ち療りよう演習〉の顚てん末まつをご覧らんになっていないからである。擬ぎ似じ血液と擬似筋肉で作られた猟りよう奇き趣しゆ味みな人形を相手に、「彼女」が負傷兵であるという設定のもと、医療訓練を行うのだ。

　この演習において、ペスカトーレはわずか三十分のうちに八人を「殺した」。

　多くは語るまい。

　血も凍こおる惨さん劇げきであった。

「あ、もうこんな時間。わたしちょっと用事が──」

　わざとらしく時計を見て、白しら々じらしくもそう言って、ルノアはその場を逃のがれようとした。その背中めがけてダーツの矢を投げつける感じで、ペスカトーレがぽつりとつぶやいた。

　教官、わたしのこと信用してくれてないんだ。

　情けない作り笑いを浮かべてルノアは振ふり向き、

「あ、あのねペスカトーレ、わたし、そういうわけじゃ、あの、」

　（うつむき、さびしそうに笑い）いいんだべつに。わたしがデキが悪いのは事実だし（ここでカメラ目線）それはわたしのせいだもんね。（あさっての方を見つめ）でも、でも！　見てて地球にいるお兄ちゃん！（胸の前で両手を組み）いつの日かペスは、ペスはきっと、お兄ちゃんのお手伝いができる立派な兵隊さんになります!!（うるうる）

　お前に兄貴おらんだろうが。

「あ────────────もう!!　わかったわよわかったからもうやめなさい!!」

　まだまだ甘あまいルノアが思わずそう言ってしまった瞬しゆん間かん、ペスカトーレはルノアを見つめて「ぎらり」と笑い、妖よう怪かいのような身のこなしで飛びかかった。ルノアは何がなんだかわからないうちに椅い子すに座らされ、袖そでまくりした右みぎ腕うでを机つくえの上に乗せていた。何をする間もありはしなかった。あっという間の出来事であった。そしてペスカトーレは注射器に薬液を吸い上げる。

　低い声でつぶやく。

『第四十九後送病院の悪夢』、シーン57テイク１、アクション！

　くるりと振り返る。その爬は虫ちゆう類るいの如ごとき無表情に、ルノアは思わず椅子から腰こしを浮かせてしまいそうになる。笑い面のように「にたり」と笑い、ペスカトーレは注射器を片手にルノアの腕をぐいとつかみ、

「すとーっぷ待って待ってちょっと待ってペスカトーレ空気空気空気空気!!」

　マリポ看護師、患かん者じやにモルヒネ６ミリを点てん滴てき。だいぶ妄もう想そうが出ておるようだ。

　ルノアはつかまれた腕を振り解ほどき、

「ちょっとまじめにやりなさいよ!!　シリンダーに気き泡ほうが残ってるでしょ!!　それになにその持ち方！　注射器逆さか手てににぎるのやめてよね!!」

　目には涙。マジで怒おこっている。

「あー、教官、注射恐こわいんだ」

　アイにそう言われてルノアは振ふり向き、

「そういう問題じゃないっ!!」

　あまるす憶おぼえてなさいよ次の野戦治ち療りよう演習はあんたを練習台にしてぺすかとーれに目め隠かくしさせてやらせるんだから決めたんだから泣いても許してあげないからっ!!　涙目のルノアがそんなことを考えているうちに、ペスカトーレは注射器の針の先からしずくを飛ばして気泡を押し出し、いきなり、

　スキあり。

　そう言って、ルノアの腕うでに針をぶっ刺さした。

「!!っ」




　アマルスはわりと近くにいた。ルノアが追いかけてこないので安心して、第四座学教室を出て左、通路を二回ほど曲がったところにある教務課カウンター前のホールで、飲み終わったコーヒーの缶かんを灰皿代わりにタバコなんぞふかしている。

　ルノアの悲鳴は、そこまで聞こえた。





[image: くぎり]






　午後九時フタヒトマルマルを過ぎた。普ふ段だんであれば、夕食を済ませた訓練生たちが最も多く行き来する時間帯であるはずなのに、学がく寮りよう区画の通路に訓練生の姿はない。あるべきものがない光景というのは、少しばかり薄うす気き味み悪い感じだ。今、どの部隊もユニットにこもり、頭を突つき合わせて無い知恵を振ふり絞しぼって、お勉強の真っ最中なのである。訓練生たちは、なぜこうも焦あせっているのか。

　入校後の研修のシメ、操そう脚きやく兵へい第一種資格取得試験は実技のみの試験である。いや、研修の頭に第一次座学考査というのがあるから、それが第一種の座学試験であると言えなくもない。しかしこれは、アニメの見すぎの七歳児とか何か勘かん違ちがいしているおばあちゃんとか（いや、実際にこういう方はしばしばおられる）、そういうのを振るい落とすための、ちょっと難しい知能テストのようなものである。これさえパスすれば、まあ普ふ通つうにやっていれば一種はもらえる。

　ところが、二種はいきなりキツい。

　一種との最大にして唯一の違いは、実技と座学のウエイトが完全に逆転していることだ。実技の方は、一種の試験を倍くらい難しくした程度。これは、この時期まで生き残っている部隊にとっては大した問題ではない。ヤバいのは座学だ。毎週五時間程度、多い部隊で十時間ほどの座学講義をこれまでずっと受けてきてはいるのだが、そこは地じ獄ごくの訓練生活である。毎日毎日ありとあらゆる演習でしぼられる訓練生たちは、大たい抵ていがくたくたになってベッドに倒れ込み、余力のある日はガス抜ぬきに走ってしまう。そのくらいでなければやっていけないのも確かだが、これまで教本テキストなど触さわったこともなかった訓練生たちは、この時期になって大あわてで勉強し始め、睡すい眠みん不足とストレスに締め上げられて、身も心も瘦やせ細ったゾンビの群れと化していくのだ。食堂のテーブルでもフォークを片手に参考書の文章に目を走らせ、暗記の語ご呂ろ合わせをさえずりながら廊ろう下かを歩き、これでは身体からだがもたないとベッドに入ったら入ったで「落ちる」夢に悲鳴を上げて飛び起きる──これは、毎年この時期に繰り返される、オルドリンの風物詩であった。

　そして。

　毎度おなじみ、落書きまみれなルノア隊のユニットのドアである。

『ブスとクズと役立たずは速すみやかに地球に隔かく離りせよ』

　この文もん句くを見ても、ルノアはもう何も感じない。単純に見慣れてしまったせいだろうか。

　この時期、無論、教官とて、心の平へい穏おんとは無縁である。今ごろあいつら勉強してるんだろうな──そう思うと、ルノアは自分だけがベッドに入る気にはどうしてもなれなかった。気がついたときにはジャンパーをはおり、５×２＋１本の缶かんコーヒーを買い込んでここにいた。

　落書きだらけのドアを見つめる。

　──装備、Ｍ９６０ハミングロウル、通常起動。プラネリアム体液囊ケミカルマインタイプＭ３による攻こう撃げきを受け、重力半身・循じゆん環かん器き系へ囊液が侵しん入にゆうした場合。対処、カッツェンバック公式による器官凍とう結けつ処理。該がい当とう循環系の閉へい鎖さ、血球センサーによる状じよう況きよう査定、生理中和系の起動と循環系への接続。該当囊液がグレード１の場合は30リットル、グレード２は45、グレード３同じく45、グレード４が60、グレード５及びそれ以上で80。

　よし。

　ルノアはドアを閉ざしている対気シールドのパネルに触ふれ、来訪を告げた。ＡＬＦの表示、「確認作業中」という愛あい想そも何もないメッセージ。




　ユニットの共有スペースで、五人は地じ獄ごくの暗くら闇やみを手て探さぐりしていた。

「ねーねー、リニアガンのさ、えと、羽のある弾たま、」

　アイは顔も上げずに言う。顔が問題集にくっつきそうだ。その隣となりではチャーミーがマリポに向かって、

「マリポ、いくつになった？」

「あ。もうできたんですか？　ちょっと待って待ってもうすぐだから」

　アイの言葉にアマルスが反応する。

「羽？　カッパーヘッド有ゆう翼よく弾だん？」

「そうそうそれそれ」かぱあへっどゆうよく、とノートにメモり「それの、えと、しゃ、射しや撃げき反動。射撃反動っていうの、どれくらい？」

　考え中。アマルスは背もたれに体重をあずけ、南大門ナムデムンのパッケージから一本引き抜ぬいて、くわえ、火を点つけ、深々と吸い込み、息を止めて天てん井じようを見上げ、長々と煙けむりを吐はき出して、ようやく何か言うと思ったらまたひと息吸い込み、ぼふ、と煙を吐き出し、

「ずどん、って感じかな」

「ずどんね」メモるな。

　ペスカトーレが問題文を声に出して読み始めた。よしおくんは双そう脚きやく砲ほう台だいでブラボー地点からチャーリー地点へと向かいます。よしえちゃんはクレイプでチャーリー地点からデルタ地点へと向かいます。

「できましたチャーミーさん。えっと──四し捨しや五ご入にゆうして２６００」

「え」

　よしおくんはブラボーから７キロの地点でおサルさんに遭そう遇ぐう、これを撃げき破はしました。よしえちゃんはチャーリーから３キロの地点でおサルさんに遭遇、これに撃破されてしまいました。問一。このときの二人の財さい布ふの中身は合計でいくらですか。

「えって、チャーミーさんの答えは？」

「ええ、あの、もういっぺん最初から計算し直してみる」

　マリポがのぞき込もうとすると、チャーミーはノートを両手で隠かくした。

「もう。教えてくださいよおこっちだって不安になるじゃないですかあ」

「……。……………………。………………あの…………あのね……。……10」

「10」

「そう……10」

　それきり二人は黙だまり込む。

　そのとき、ドアのシステムが警報音を響ひびかせた。

　誰だれかがドアの外にいる。

　顔を見合わせた一いつ瞬しゆんの後、全員が椅い子すを蹴けって立ち上がった。部へ屋やの各所から鉄パイプやら野球のバットやらが魔ま法ほうのように取り出される。この部屋のこの散らかりようは、あるいはこれらの得物を隠かくすためのカモフラージュなのかもしれない。

　全員が迅じん速そくに配置に着く。ドアを強行突とつ破ぱしてくる奴やつに対する迎げい撃げき態勢である。たとえゴジラであろうと二秒でマグロにできる必殺の陣じん形けいである。

　アマルスが、ドアのコンソールのマイクをＯＮ。

「〝キング・オブ・リベンジ〟」

『〝助けがいるときは電話してくれ〟。やほー、わたしだよ。ちゃんと冷や汗流してる？』

　全員が緊きん張ちようを解いた。ドアが開き、部屋からもれ出す明かりの中で、ルノアは照れくさそうに笑った。缶かんコーヒーの袋をチャーミーに差し出す。

「んだよーおどかすなよ」

　アマルスは「気合入れて損した」と言わんばかりの口調で言った。ルノアはアマルスを見てにっこりと笑い、予備動作など微み塵じんもないルノアのバックハンドブローを左でさばいたアマルスのわき腹を狙ねらった蹴りをひざで受けたルノアの突つき刺さすような前蹴りを見切ったアマルスの踏み込みの深い肘ひじ撃うちを最小の動きでかわしたルノアのクロス狙いの面撃ちを真っ向受けて立ったアマルスの

「ちょっ！　やめてくださいふたりともきゃー!!　誰か早く止め」

　何もかも遅おそすぎた。

　身の毛もよだつ音がした。

　ルノアの左掌しようとアマルスの右足そく刀とうがクロスしちまっていた。

　十分すぎるスピードだった。

　ヤバい角度だった。

　シャレではすまない破は壊かい力りよくだった。

　凍こおりついていた時間が動き始め、先に倒れたのはルノアであった。０・85Ｇに支配された身体からだがゆっくりと崩くずれ落ちた。危険な匂におい漂ただよう前のめりのダウンである。

「きょ、教官!!」

　マリポが叫さけび、ルノアを助け起こす。ひっくり返してみると、ルノアはうすらアホな表情で白目をむいて、気持ちよさそうに失神していた。横っ面つらに靴紐ひもの跡あとがばっちりとついている。10カウントどころの話ではあるまい。アマルスは、その様を冷れい酷こくな笑みを浮かべて見下ろしている。マリポはきっとアマルスをにらみつけ、

「アマルスさんひどい！　ケンカじゃ蹴けらないっていつも言ってたのに！」

　アマルスは、その言葉に答えてこう言った。

「あたしリカちゃん」

「は？」

　冷酷な笑みを浮かべたまま、アマルスは棒っきれのように、仰あお向むけにばったりと倒れた。

　野良犬の遠とお吠ぼえが聞こえてきそうな間。

「それじゃ、ひと休みしてお茶にしましょうか」

　そう言ったチャーミーを、全員が見た。




「はーあ、どーしよー。こんなの手も足も出ないよぉ」

　マリポがコーヒー缶かんの底で教本をつついてぼやき、

「ねー教官、ほんとにこれ全部できなきゃ地球へ行けないんですか？」

　濡ぬれタオルで顔を冷やしていたルノアは、いきなりの質問に生なま返事をする。

「え、あ、まあ、」

　地球と月の間にジュリエット計画が立ちふさがっている以上、システム的にはまあ、そういうことになる。

「じゃあ、教官って、訓練生のときこれ全部できたってことですよね。やっぱすごいなー」

　そう言ってマリポは大きなため息をつく。

　これさえできれば地球へ行けるというわけではもちろんないので、マリポのこの発言は全然甘あまいと言わざるを得ない。本気で地球に行くつもりなら、こんなものはまだまだ序の口だ。

　それに──

　これさえできれば地球で生き残れる、という話でもない。ルノアはそんなことを思う。

　アマルスはひざを組んで椅い子すに座り、やはり濡れタオルをほっぺたに当てながら、ふんぞり返って問題集をながめている。ふん、と鼻を鳴らして、

「ったくマっジでくっだらねーよな。なんだよこれ、『問三、指令Ａの復唱として正しいものを次のうちから選べ』だって。バカにしてんのか？」

　悪いことに、バカにしているわけではない。この設問に、訓練生たちや軍の規則をおちょくる意図があるならまだ救われるのだが、恐おそらく出題した方は大おお真ま面じ目め。アマルスが手にしているその分ぶ厚あつい問題集の設問はすべて、過去に第二種試験で実際に出題されたものなのだ。ルノアはなんとなく自分が責められているような気がして、「昔からあるのよそういう問題って」と答えて逃にげた。

「でも、この試験をクリアーできないと二種もらえないんですから」

　チャーミーがあきらめの気け配はいの混じる口調でそう言う。その隣となりでペスカトーレがわき目もふらずにフレンチトーストをがばがば食っており、その隣でアイがいきなり大声を出した。

「はーいはーいアイちゃんそれ答えわかるよ！　③。ねー正解正解？」

　アマルスはアイを一いち瞥べつし、めんどくさそうに片手で答えのページをめくり、

「ああ。──でもなアイ、いつも言ってんだろそれじゃだめだって」

　が、驚おどろいたのはルノアだ。立ち上がった拍子に、濡ぬれタオルが顔から落ちた。

「え！　なに!?　正解なの？　だって──」

　アマルスは選せん択たく肢しを読み上げてはいないのに。

　しかし、ルノアを除いた他ほかの連中は少しも驚いてはいない。

「──あれ、ああ。そっか。知らねーんだ」

　アマルスはそう言って、電話帳のような厚さの問題集をビラビラとめくり、

「丸暗記してんだよこいつ。こーんな分ぶ厚あついの丸ごと」

「──すごい！　アイ、ほんとにそれ全部憶おぼえてるの!?」

「うん！」

「すごかねーって。アイ、なぜ③が正解なのか言ってみろ」

　アイは大いばりで、

「答えにそう書いてあったもん！」

　アマルスはルノアを振ふり向き、

「な」

　ルノアは脱だつ力りよくした。考えて正解を引き出したのでなければ意味がない。しかしルノアはすぐに復活し、

「でも、でもさ！　すごい記き憶おく力りよくじゃない。その調子で──」

　アマルスがルノアの復活に素早く水をさす。

「ダメだな多分」

「どうして？　だって──」

　アマルスはルノアをじっと見て、「めんどくさいから代わりに説明してくれ」とチャーミーを一いち瞥べつする。チャーミーは「つまりですね」と言う間で考えを整理し、説明を始めた。

「アイの記憶力って、ものすごい指向性があるみたいなんです。例えば、電話帳なんか半日くらいで丸暗記しちゃうのに、月面の地名をしょっちゅう間ま違ちがえるし、第三階層はダクトの番号まで言えるのに、第四階層ではいつも迷まい子ごになるし」

　例えば、人の名前を憶えるのは得意であるとか電話番号を憶えるのはどうも苦手だとか、その程度ならそう珍めずらしいことでもない。だが、アイの場合はそれがめちゃくちゃに極端で、ある極めて狭せまい範囲の特定の情報に対してだけ、イデオ・サヴァン症しようそこのけの驚きよう異い的てきな記き憶おく力りよくを見せるのだ。アマルスがいま手にしている問題集の全解答をあっという間に暗記してしまうくせに、別の参考書を前にすると、いつものアイに戻もどってしまう。なぜそうなのか、なぜ「これ」はよくて「あれ」はダメなのかは、アイ本人にもよくわからないのだった。「小さいころからそうだった」とアイは言う。格別、異常なことであるとも思っていないらしい。

　アマルスは、問題集をテーブルにどさりと投げ出して、

「こないだもそういうことあったよな。なんだっけ、あの映画」

　すかさずアイが答える。

「ドラゴン怒りの鉄拳ＦＩＳＴ　ＯＦ　ＦＵＲＹ」

「そう、それ。ムービーチャンネルで見てたんだけどさ、こいつ、ワキ役とかカタキ役のセリフは一言一句全部憶おぼえてるくせに、ブルース・リーのセリフは『あちょー』しか出てこねえの。あれは笑った」

　ルノアの関心が自分に集中していることがよほど嬉うれしいのか、アイはにこにこしながら、

「すごい!?　すごい!?」

「うん、まあ、すごいっていうか、」

　まったく、何と言ったらいいものか。しかし、当面の問題は試験勉強である。ルノアは話をそっちに戻し、

「でも、でもさ、それだけの記憶力はやっぱり武器だと思うな」

「丸暗記したのが過去問の問題集でもか？」

「だから、その調子で参考書を──」

「その参考書が運よくハマったとしてもしょせんは丸暗記だし、中身を理解すんのはそれとは別だろ。問題ちょっとヒネられたらもうアウトだ」

　もしかするとアイはいけるかもしれない──その希望はもろく消えた。そしてルノアは、そんなことを少しでも考えてしまった自分を責める。この五人全員を地球へ降ろすことが、自分の仕事ではなかったのか。ため息をこらえ、タオルを裏返しにして顔に当て、ペスカトーレがフレンチトーストを食い尽つくすころを見計らって、ルノアは言った。

「それじゃ、お休みはもうおしまい。勉強始めましょ。わかんないところ見てあげるから」

　沈しずんだ空気がその場にどろりと流れた。教本との絶望的な戦いは再開され、ルノアはそのへんにあった一冊を手にとってながめた。『一問一答・中ちゆう距きよ離り砲ほう戦せん部隊展開』。一問一答で中距離砲戦を語るわけ？──そう思っていると、「教官」とマリポの声。

「なに」

「あの、ちょっとわかんないところが」

　ルノアはマリポの方に身を乗り出した。

「どこどこ？」

「あの、この三番なんですけど」

　見ればそれは、ある状じよう況きようを提示し、「こういうときこうしろと言われたらどうする？」という問いが並ぶ形式の問題だった。部隊配置、地形、把は握あくされている敵勢力、天候などを示す図と文章があり、その下の問題文をルノアは小さく声に出して読んだ。

「問一。上の状況下において、交信不能状態にあった部隊Ａが攻こう撃げきを受けていることが衛星観測により判明した。敵対勢力の規模を中と仮定した場合の部隊Ａの救出を立案せよ」

　できるわけないじゃないそんなこと。読みながら、ルノアはそう思った。

　見れば見るほど目茶苦茶な問題だった。出題者の意図がまったく見えない。救出が不可能な状況をわざと選んで、不可能を可能にするにはどうすればよいかと尋たずねているようなものだ。少なくとも、ルノアにはそうとしか思えなかった。アマルスが顔を上げ、

「あ、それあたしもわかんなかったんだ」

　マリポが恐おそる恐る、

「あの、念のために聞くんですけど、」

「ん？」

「えと、その──こういう問題で、『救出不可能と判断し作戦続行』って書いたらダメですよね、やっぱり」

「ああ、うん──まあね」

　そういう濁にごった答え方しかできなかったのは、マリポの考えが絶望的なまでに正しいからだ。地球では、こんな無茶苦茶な救出を命じる指揮官は、いつか後ろから撃うたれる。しかし、そういう指揮官が実際にいることもまた事実で、さっきの司令復唱のやり方をどうこういう問題よりはまだマトモであるかもしれない。「救出を立案」し始める。自分ならどうする──？

「──まず、救出部隊の編成だけど、自分たちとその両りよう翼よくの計三個。それから、」

　アマルスが口をはさむ。

「間に合うのかよそれ？　もっと近くの部隊を使えば──」

「使えないもの絶対。こんな無茶な指令が出たときってね、この部隊Ａの近くの連中なんて特にそうだけど、通信装備に故障とか航法衛星ナヴサツトとの交信に重障害とか言い訳して、指令を黙もく殺さつするのよ。そういうのを装うためのプログラムだってあるんだから。そういうわけで、救出部隊は直接指示を出せる自分とその両翼。空爆支援エア・ストライクが可能な場合は要よう請せい、南南西の風かざ下しもから侵しん入にゆうして７キロで展開、指揮個体エイプ・ロードを索さく敵てきして精密砲ほう撃げき。支し援えんなしの場合は10キロで展開して後は同じ。ギリギリだけど、部隊Ａの何割かは救えるかもね」

　どこか納なつ得とくできないような顔をして、マリポはルノアの言葉を要約して書き取る。そのときアイが「きょうかーんここわかんないよお」と言って、ルノアが腰こしを浮かせたとき、アマルスが言った。

「なあ、」

　ルノアが振ふり返る。

「今、模も範はん解答見てみたんだけどさ。『解答例・部隊Ａ付近の二個を救出部隊として投入。現場に急行して一個にて突とつ撃げき、敵勢力を一次攻こう撃げき。後に部隊Ａと挟きよう撃げきの形を取り、残る一個が離り脱だつを援えん護ご』だって。──なんか、ぜんぜん違うんだよな」

　それを聞いて、ルノアは言葉を失った。

「──なにそれ？　ほんとに、ほんとにあの問題の解答例？」

　きょうかんってばー、とアイがわめく。しかしルノアは聞いてはいない。アマルスはページ数と問題の番号を確かめ、

「ああ。答えの後に解説がついてんだけど、『当初の作戦目的と救出との両立がポイント。①時間的制約を考こう慮りよし、付近の部隊を現場に急行させる。②部隊Ａの残勢力と連れん携けいすることで、救出に割さく部隊の規模を抑える。この二点を記述に含めることが重要』だってさ」

　──!?

　ルノアはめちゃくちゃに混乱し、

「え、だって、そんな！　そもそも救出なんて指示が出てる以上、作戦の足がある程度止まるのなんか当たり前じゃない！　それに一個で突撃なんかしたら間ま違ちがいなく全ぜん滅めつするわよ!?」

「あたしに怒おこったって」

　テーブルについた両手を見つめたまま、ルノアは声もなく固まってしまう。自分は、何か基本的な勘かん違ちがいをしているのか。夢中で思考の整理にかかる。

　まず、救出指令が黙もく殺さつされることに関しては、ルノアには絶対の自信がある。そのくらい、あの問題の条件設定には無理がある。模も範はん解答を書いたのが誰だれかは知らないが、そいつは絶対に実戦を戦ったことのない誰かだ、とルノアは思った。指令がシカトされる可能性を常に計算に入れておくことは、大きな作戦を指揮する者にとっては常識のはずだ。

　しかも、作戦地図を見れば、解説の言う「当初の作戦目的と救出との両立」は絶対に不可能である。救出目標よりも大きな損害を出したら意味がないのに、救出部隊を小規模に抑えるなど愚ぐ策さくの極きわみだ。泥どろ棒ぼうに追い銭をくれてやる結果になりかねない。そもそも、中と予想される規模の敵とは、二つ以上の指揮系統を持つ二十個体以上のプラネリアム集合のことを指す。一個部隊ごときが正面きってぶつかって、どうにかできるようなシロモノではない。絶対に。

　自分の答えと出題者の示す模範解答には、あまりにも大きな隔へだたりがある。

　しかし、問題は、この模範解答が「正しい」答えであることだ。

　自分の答えでは、採点官はまず間違いなく点をくれない。

「もー！　きょうかんってばー！」

　アイの声に我に返る。衝しよう撃げきを色濃こく引きずりながら、ルノアはテーブルを回り込む。その様を誰もがなんとなく目で追う。アイは肩かた越ごしにルノアを振ふり返り、

「これ、」

　ルノアはアイの手元をのぞき込み、アイが指差す文章を目で追う。

「この問題、答えは④なんだけど、どうしてなのかわかんない」

　ルノアにもわからない。

　腹の底に、冷たい澱おりが降り積もっていくような気分。

　いや、完全にわからないわけではない。気門からエアを取り込んで、損傷したバッテリーを緊きん急きゆうに復帰させる。そのとき、どこかの電力供給を一時停止して、できるだけ大きな余剰電圧を作る必要がある。つまりこれは、選せん択たく肢しのうちのどれが一番電気をバカ食いするか、という問題なのだ。よって、停止すべきは④の免めん疫えき系である。──以上が、出題者の期待している思考の流れであり、解答であることくらいはわかる。しかし。

　工廠フアクトリーから提供されるマニュアルには書かれていないことだが、免疫系を停止してエアを取り込めば、ジャンケンに負けるのと同じくらいの確率で回路が細さい菌きん汚お染せんされることもルノアは知っている。

　バッテリーが損傷したのだ。つまりは、攻こう撃げきを受けている。本当なら、そんなバッテリー、ヒマができるまで放っておけと言いたい。しかし、それでもあえてどこかを止めて、バッテリーを今すぐ復帰させろというのなら、ルノアなら①を、姿勢制せい御ぎよ系を止める。その結果生まれる余剰電圧は、免疫系を止めたときの半分にも満たない。当然、バッテリーの復帰には倍以上の時間がかかる。選択問題には大たい抵ていある「まずこれは違うよね」というやつ。

　それでもルノアは姿勢制御系を止める。

　選択肢の中で、手動マニユアルでなんとか肩かた代わりができるのは姿勢制御系しかないからだ。

「教官、おなか痛いの？　お薬いる？」

　ルノアの顔を肩越ごしに見ながら、アイがそう言う。

　確かに、今、ルノアは、そんなふうにも見える顔をしている。
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　それから、いくつの問題に頭を悩なやませたことだろう。

　最初のタイミングにしがみつき、「明日あしたも早いからね」と言い置いて、ルノアは逃にげるようにユニットを後にした。頭に血が上っていて、雲の上でも歩いているような感じがした。

　これまで、ルノアは座学講義にあまり時間を割さいてこなかった。

　もちろん、憶おぼえるべきことは山ほどある。しかし、限られた時間の中で、あの五人を一人前にしなければならないことを思えば、どうしてもそこには優ゆう先せん順位というものが発生した。それに、それらは演習の中で学び取ってこそ価値がある──そんなふうに思ってもいた。今まで気づかなかったのは、そのせいかもしれない。これまでにも、多少のギャップを感じたことはある。しかし、

　自分とオルドリンの「戦せん闘とう」に対する認識が、これほどまでに隔へだたっているとは思ってもみなかったのだ。

　無論、ルノアもオルドリンの卒業生である。自分もオルドリンの教育を受けて地球に降りたはずだ。しかし、ルノアもオルドリンも、四年間という時間をかけて、取り返しがつかないまでに変質してしまったらしい。ルノアの記き憶おくにあるヤマグチ教官の指導は、少なくともあのような楽天的なものではなかった。そして当時のルノアは、あるいはヤマグチ教官も、地球の戦せん況きようがさらに過か酷こくなものであることを知らなかった。そして、

　たった今目にした、問題集や参考書にあった「あれ」が、自分の見てきた地じ獄ごくを生き残るための方法であるとは、今のルノアにはどうしても思えない。

　しかしである。第二種試験は一週間後に、確実にやってくる。

　主義主張はさておき、今あの五人が必要としているのは「オルドリンの知識」だ。しかし、今のルノアの手には、何も残ってはいない。今の自分は、何の役にも立たない。

　──どうしよう……。

「ルノア教官！」

　いきなり名前を呼ばれて、ルノアは現実に戻もどってきた。いつの間にか、電気椅い子す通りの自分の部へ屋やのすぐ近くまで戻ってきていたことに気づく。

　部屋のドアの前に、カデナがいた。

　ポニーテールをなびかせ、カデナは駆かけ寄ってきた。ノートと参考書と問題集をまとめて胸に抱かかえている。

「あの、教官、有重力操機でちょっとわからないことがあって質問に来たんですが、」

　カデナはちょっとうつむき、少し恥はずかしそうにルノアを上目づかいに見る。

「いらっしゃらないようなので、待たせていただきましたけど……ご迷めい惑わくでした？」

「あ、いや、そんなことないけど」

　どこか上の空な感じでルノアは答えた。カデナはそんなルノアの顔をのぞき込み、

「どうかしたんですか？」

「え？　どうして？」

「なんだか──元気がないみたいです」

「そんなことないよお。今日きよう結構キツかったからかもね。ちょっと疲れてるけど全然大だい丈じよう夫ぶ」

　それ以上追求されることを恐おそれ、ルノアは首から下げたＩＤでドアを開け、

「入って」

「はいっ！　失礼します！」

　招き入れられたカデナは、なんだかえらくうれしそうである。

　あのラブレターの一件以来、カデナは人目をはばかることなくルノアにべったべたになってしまった。これまでずっと気持ちを押さえつけていたことの反動なのか、ルノアの行く先々に現われては小犬のようにまとわりつく。何でも真ま似ねをする。中帽ライナーの後頭部のあたりにナイフで切り込みを入れて手っ取り早くぶかぶかにするやり方をまね、「昔はタバコを吸っていた」という話を聞いて、夜中にひとりトイレに隠かくれてゲホゲホいう。ひと月ほど前から、昼休みになると手作りのお弁当を差し入れにくるようになった。アマルスにバカにされてもマリポに追っ払われても、一いつ向こうにこたえない。そのお弁当というのも、栄養学的な見地以外からはとても誉ほめられないシロモノなのだが、ルノアとしてもまさか突き返すわけにもいかないのだった。

　昼休みのお弁当攻こう撃げきに加え、最近のカデナはひと晩おきくらいのペースで「ちょっとわからないことがあって質問に」くる。しかし、今日ばかりはルノアは気が重かった。カデナに椅い子すを勧めながらも、自分は今までずっとカデナの質問にもとんちんかんな答えをしていたのかもしれないな、と思う。動いているカデナの口を見つめて、いや、おかしいのはわたしじゃなくてオルドリンの方なんだから──

「──んですけど。……あの、教官？」

　と、そこでようやくカデナの声はルノアの耳に届とどいた。カデナが、開いた問題集に人差し指を置いたまま、ルノアをじっと見ている。

「──え？　あ、ごめん。もう一回言って」

「教官、──もしかして、お身体からだの具合でも悪いんじゃ、」

「ううん違う違う。さっきからちょっと考えごとしてたもんだから」

「あの、私、出直した方が……」

「あーもうそんな心配しないの！　教官に気を使ったっていいことないんだから」

　カデナはくすっと笑って、再び問題集に目を落とした。問題文を読み、疑問に思う箇所を挙げていく。ルノア隊の連中と違って、不明な点を整理してちゃんと説明するところがえらい。しかし、そのカデナの理路整然とした言葉でも、今のルノアの頭はうまく飲み込めない。現実と意識とをつなぎとめておくことに、まるで眠ねむりに落ちるのをこらえているかのような労力が必要だった。カデナの顔を見ながら、いつの間にか、また、問題とは別のことを考え始める。

　カデナは、隠かくし事があまり得意な方じゃないとルノアは思う。

　なんとなくわかるのだ。カデナが、本当はその問題が解けないフリをしているだけなのだということが。かわいいとこあるなと思うし、自分に好意を持ってくれているのはもちろん嬉うれしいけれど、なにもそこまでしなくても──

　目を見開いた。

　そのアイデアはどこか遥はるかな高みから、稲いな妻ずまのようにルノアの頭に落っこちてきた。

　カデナは。この問題を。解けるのだ。

　頭に落っこちてきたそのアイデアを、ルノアは即そく座ざに否定しようとした。──ばか、第一そんなの、カデナ隊の教官が許可するわけな

　ルノアは再起動した。

「カデナっ!!」

　突とつ然ぜん大声を上げ、押し倒さんばかりの勢いで、ルノアはカデナの肩かたにつかみかかった。

「は、はいっ!?　えっ!?　えっ!?」

　カデナは目を見開いて驚き、何か激しい勘かん違ちがいをして、笑えるくらいに狼ろう狽ばいした。

　これしかないと思った。もうなりふりかまってはいられなかった。ワラにもすがる思いでルノアは言った。

「あ、あのね！　お願いがあるんだけど!!」
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　知らない物を見たエリマキトカゲと一いつ緒しよで、少しでもいつもと違ちがう状じよう況きように置かれると、ルノア隊の五人はすぐに過か剰じように身構える。他ほかの部隊の嫌いやがらせから身を守るために獲かく得とくした知恵である。動物は学習するのだ。

『今日きようは訓練はお休み』

　ルノアからのＳ３メールにはそれだけしか書かれていなかったし、五人は喜ぶどころか不安に駆かられた。訓練開始時刻をすぎた今、ルノア隊のユニットには、怒いかったハリセンボンのような空気が渦うず巻いている。

「どうしたのかな教官……今日は訓練ナシなんて」

　マリポのつぶやきに、珍めずらしくペスカトーレが答えた。

　今日は一日おべんきょ────────!!　ゆうべのがきいたんじゃないの？

　そうなのかなあやっぱり、とマリポは思う。

　いつものようにテーブルに足を乗せ、傾けた椅い子すの上でバランスをとっているアマルスが、

「だいたい計画性ってもんがねーんだよな。今になってあわてるくらいならさ、もっと前からきっちり座学講義やってりゃよかったんだよ」

　自分たちの計画性のなさはどうなのだ。二種に落ちて困るのは自分たちなのに。チャーミーがおだやかに、しかしずばりと指摘する。

「アマルスさん座学講義よくサボるじゃないですか」

「そーそーそいでねそいでね、アイちゃんにね、ノートコピーさせろっていっつも言ってくるんだよ」

　それがうれしいことであるかのようにアイが言う。しかし「それはそれ」とアマルスはどこ吹く風だ。頭の中では、もう別のことを考えている。

　まず、「メール」というのが気に入らない。

　理由が説明されていないのも気に入らない。

　もちろん、アマルスの考えすぎかもしれなかった。文書メールでの指示は、寝ているところを起こすのは忍しのびないというルノアの配はい慮りよかもしれない。現に、メールの着信時間は夜中の二時だった。理由が説明されていないのだって、「つい飲みすぎてゲロ吐はきまくりでトイレから出られない」とか「夜食の食べすぎで腹をこわしてトイレから出られない」とか、そういうカッコ悪い理由だから、なのかもしれない。

　あり得ることだ。

　しかし、「あり得る」というだけではアマルスの警けい戒かい心しんは納なつ得とくしない。何かロクでもないことが起こる──そういう臭においを感じていた。

　次の瞬しゆん間かん、めちゃくちゃにロクでもないことが起こった。

　事態は劇げき的てきに進行した。まず、ユニット全体の電源が死んだ。室内の照明が落ちた。瞬間的にサブシステムが動き、ドアの内ない隔かく壁へきが音を立てて閉じた。照明が省電力モードで蘇そ生せいし、ＡＬＦ表示のウィンドウが部へ屋や中に充満し、最後はドアロックのハッキング警けい報ほうだった。

　火災でも気密災害でもあり得なかった。

　誰だれかが、ドアをぶち破ろうとしていた。

　ＡＬＦが部屋中でスクロールしていた。最後の抵てい抗こうを試みた防ぼう壁へきがすでに破られ、暗証呪じゆ文もんが超ちよう高速で解かい析せきされ始めていた。

　その瞬間、アマルスは椅い子すごと背後にひっくり返りざまに、テーブルをドアに向かって蹴けり飛ばした。コーヒーカップをばら撒まきながら横倒しになったテーブルは床ゆかを滑すべり、ドアにぶち当たって即席のバリケードとなる。床を転がって遮しや蔽へい物ぶつを求めるアマルスにマリポが鉄パイプをトス。ペスカトーレはモップを手に落ち着いた動作でドアのわきにはりつき、アイは椅子の陰かげからパチンコを構え、チャーミーは中ちゆう華か鍋なべの楯たてとおたまの剣けん。ここまでで三秒。

　お前ら、演習もそのくらい真ま面じ目めにやれ。

　ばきん、と音をたてて内隔壁の物理ロックが破は壊かいされた。指向性無音燃焼剤フアイアーリングまで使っている。暴動？──とアマルスは思い、

「来るぞ!!」

　そう叫さけんだ瞬間にドアが開き、テーブルを蹴散らして入ってきた突とつ入にゆう部隊は四人組だった。その動きには明らかに訓練された俊しゆん敏びんさがあり、狙ねらいすましたアイの初しよ弾だんはボディアーマーに弾はじかれ、スタンランチャーをあごに突きつけられたペスカトーレは笑ってごまかした。

「全員動くな!!　このユニットは制圧した!!　武器を捨てろ!!」

　突入部隊のひとりがそう叫び、それがナツキ・サカモト一等砲ほう手しゆであることに、しばらく誰も気づかなかった。よく見れば、四人とも皆知っている顔である。

　泣く子も黙だまるカデナ隊の面々だ。

　そして、開きっぱなしのドアをくぐり、四人の作る制圧半円の中にゆっくりと歩み出てきたその人は、もちろんカデナ・メイプルリーフであった。

「あーまーるーすーちゃん。一いつ緒しよにお勉強しましょ♡」

　ルノア隊の誰だれもが呆あきれてものも言えなかった。ただチャーミーだけが「あらカデナさん。おはようございます」と挨あい拶さつする。

「て、てめー!!　何のつもりだよ!?　どうしてくれんだそのドア!!」

　アマルスが吠ほえた。状じよう況きようの展開をうまく呑のみ込めず、そのくらいしか言うことを思いつけなかった。カデナは前衛の四人を押しのけてずかずかとアマルスに歩み寄り、一枚の機密用紙をばーんという感じで突つきつけた。

「ルノア教官の許可はもらってあるわ!!」

『やっていい　るのあ』とある。

　アマルスはその勢いに呑まれ、代わってマリポが、

「そ、そんなのの許可、教官がくれるわけないじゃない!!」

　マリポの言う「そんなの」というのは、四人が構えているスタンランチャーのことだろう。しかしカデナは一歩も引かずに言い返した。

「だから？　うちのユニットに爆ばく竹ちく投げ込んだときはルノア教官の許可もらったの？」

　アマルスはボリボリと頭をかいて、それでもいまいち状況をつかみきれずに、

「ちょっと待て。あのなあカデナ、大人おとなのオモチャ持ち出してよそんちのドアぶち破って、要するにお前ら何しに来たんだ？」

「だから、さっき言ったじゃない」
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　カデナはニヤリと笑う。

「カデナ隊とルノア隊の第一回なかよし勉強会よ」

　五人の脳ミソは、あまりにも信じられない言葉をねじ込まれて一時的に機能を喪そう失しつした。

『ルノア・キササゲのフンドシ姿』と言われるよりも、よほどインパクトがあった。思わず聞き返さずにはいられないアマルス。

「……なに？」

「私だって、あんたたちみたいな燃えないゴミと一いつ緒しよに勉強なんかしたくないんだけどね。ルノア教官にお願いされたら断れないから」

「はあ!?」

　アマルスはまだ信じられない。他ほかの四人もそれは同じで、

「うそっ!!」

　と叫さけんだマリポの鼻っ面に、カデナはさっきのとは別の機密用紙を突きつけた。

『ほんと　るのあ』

　カデナは制圧部隊のひとりに目で合図を送り、

「というわけで、」

　そいつは廊ろう下かに出て、キャスター付きのホワイトボードを部へ屋やに引っぱり込む。

「二種試験当日まで、カデナ隊もルノア隊も演習はナシ。一緒になかよくみっちりがっちりお勉強よ。──ちょっとアマルスどこ行くのよ？」

　アマルスは一同に背を向け、表示されっぱなしのＡＬＦをすり抜ぬけて歩き、自分の部屋のドアを開けた。

「アホらし。演習ないんならもうひと眠ねむりするわ」

　こういう展開を予想できないカデナではなかった。カデナはいかにも悪者な声で、あらかじめ用意しておいたセリフをアマルスの背中にぶつけた。

「あれ、逃にげるの？　カデナ先生に問題当てられてできなかったら恥はずかしいから？　もうちょっと根性あると思ってたんだけどな」

　アマルスの足が止まった。

　子供だましにもならないような、見え見えの挑ちよう発はつである。しかし、こういう挑発をアマルスが無視できないことを、カデナはよく知っていた。はたしてアマルスは振ふり返り、つかつかとカデナに歩み寄り、鼻と鼻がくっつきそうになるまで顔を近づけた。ナツキがアマルスのこめかみにスタンランチャーを押しつけるが、アマルスは５センチ先のカデナの目から視線を外さない。

「んだと」

「お勉強しましょ」

「もう少しわかりやすい勝負にしねーか？　お前らがからんでこなくなってから、あたしも拳こぶしのやり場にこまっててさ」

「上等。生徒と先生にはつきものの展開ね」

　しばらくの間、アマルスとカデナはにらみ合っていた。

　にらみ合ったまま、アマルスが言った。

「マリポ！」

　いきなり名前を呼ばれてマリポは驚おどろく。

「は、はいっ」

「購買部ＰＸに走れ。お勉強セット人数分とラインマーカー二十本、三十枚入りの徳用ディスケットひと箱と、失敗コピーの裏が白いやつをあるったけがめてこい。作戦展開図用の地図帳は表紙がケルビムちゃんのやつな。次に食料。あたしはこの先一週間、アンチョビの冷れい凍とうピザとＰＸブレンドのコーヒーしか飲み食いしないから、他ほかはとにかく量で選べ。それと、カフェイン錠じよう剤ざいと南大門ナムデムン10カートン。五分で戻もどってこい。勘かん定じようは教官につけとけ」

　一気に喋しやべり、アマルスはカデナをにらみつけながら口のはしっこで挑ちよう戦せん的てきな笑みを浮かべた。

「覚かく悟ごしとけよ。うちらは出来が悪い。教官見てればわかんだろ、こういう連中を長時間相手にしてるとな、脳ミソに取り返しのつかない障害が起こるんだ」

　カデナも笑う。

「安心して。こっちもダメもとでやるから」
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　１４０センチだった。

　西せい暦れき二〇六三年、オルドリンを卒業し、クレイプとともに地球に着任したルノア・キササゲ伍ご長ちようの身長が、である。

　めいっぱい背せ伸のびをして、である。

　地球に降りた女性兵士は、着任地にて男性新兵たちと合流し、四週間の研修を受ける。そして、ルノアが一年ぶりにラセレーナと再会したのは、その第三週五日目の朝のことだった。恐おそるべきことに、やつは研修の「一日教官」として、黒服の大男ひとりを従えてルノアの前に現れた。正確な肩かた書がきは「内務監かん査さ部研修査察官代理」ということだったらしい。

　北米総司令部フオートワース、野外の基き礎そ体たいグランド。午前八時マルハチマルマル。

「ＡＴＴＥＮＴＩＯＮ！」

　思わぬ女性士官の登場に口笛を吹き、野や次じを飛ばしていた研修生たちは、ラセレーナの刃は物もののような号令にひとたまりもなく姿勢を正した。ただひとり、ルノアだけが呆ぼう然ぜんとしていた。

　ラセレーナの突とつ然ぜんの出現に驚おどろいたせいもある。だが、それだけではない。

　今、そこにいるラセレーナが、記き憶おくの中にいるラセレーナとあまりにかけ離れていたからだ。

　腹立たしいことに、記憶にあるよりもさらに背が高かった。記憶にあるよりもずっと長い、ウエーブがかかった髪かみを後ろで大おお雑ざつ把ぱにまとめていた。ジャングル迷めい彩さいの防熱服ヒート・ステルス・ギアに難燃繊維の帯鎧バンデージという、パイロットらしくない、まるで特務兵のような格好。

　そして、何よりも増して変わっていたのは、その顔つきだった。

　根性曲がりに一年分の磨みがきがかかったせいだろうと、そのときのルノアは思った。

　そのラセレーナの顔が、いつの間にかルノアの目の前にあった。イヤミなことに、ラセレーナはしゃがみ込むようにして、ルノアと目の高さを合わせていた。

　ルノアは、言った。「まだ生きてたのね」

　ラセレーナは、言った。「まだチビなのね」

　事情を知らない周囲の研修生たちがざわめきはじめたが、ルノアとラセレーナは、先に目をそらした方が死ぬのだとでもいうようにじっとにらみ合う。

　突然、ラセレーナが背せ筋すじを伸のばし、身長差が生み出す遥はるかな高みからルノアを爆ばく撃げきした。

「ルノア・キササゲ研修生！　自分の立場をよく理解していないようね！　ここは訓練施し設せつではないし、あなたの肩かたにくっついているのは訓練階級オモチヤじゃないのよ！」

　──!!

　そうなのだ。

　その事実にようやく気づいて、ルノアは愕がく然ぜんとし、真っ黒コゲになるまで絶望した。お互たがい訓練生だったころとは違うのだ。自分の伍ご長ちようの階級章がオモチャではないように、ラセレーナの少しよう尉いの階級章もオモチャではないのだ。
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　どうしようもなかった。

　ルノアは歯を食いしばり、黒々とした感情を押し殺して、直立不動の姿勢を取った。

「敬礼は？」

　殴なぐってやろうかと思った。

　右や左や後ろから、「おい、何やってんだ」というささやき声が上がった。教官に盾たて突ついたひとりのせいで、全員が罰ばつせられることを心配して。

　ルノアは、敬礼した。

　あの、ラセレーナに。

　ラセレーナは答礼もしない。ただ、満足げな笑みを浮かべる。その笑みの中には、ルノアのよく知っている、昔と少しも変わらないラセレーナがいた。突然くるりと背を向け、ラセレーナは手の甲を口に当て、おぉーほほほほほほほほ！　と笑った。

　周囲は呆あつ気けにとられ、歩き去るラセレーナを見送った。

　ただ、それだけのためだった。

　それだけで満足して、ラセレーナは帰った。それだけで、ラセレーナには十分だったのだ。ルノアに敬礼させる。ただそれだけのために、ラセレーナは「一日教官」などというアホな役回りをでっち上げ、クワンティコの軌き道どう防空にわざわざ輸送機を出させ、朝も早はよから北米総司令部フオートワースまでやってきたのだ。

　ラセレーナの背後に影のようにくっついていた黒服は、歩き去るラセレーナの高笑いが遠のいても、しばらくその場を動かずに、ルノアをじっと見つめていた。ローランドゴリラとマウンテンゴリラのハイブリッドのような、はっきり言えばゴリラのような、そういう奴やつだった。

「すまんな」

　言わずにおれなかったのだろう。黒服は、ぽつりとそうつぶやいて、巨きよ体たいをひるがえし、その巨体からは想像もできない優ゆう雅がな歩調でラセレーナを追った。

　あまりの悔くやしさに、ルノアは目に涙を浮かべていたから。




　どっ散らかった部屋の中、不健康で自じ虐ぎやく的てきな回想にようやく幕が引かれた。めいっぱいムカついてしまった身長１６７センチのルノアは、椅い子すから立ち上がって声を限りに絶ぜつ叫きようした。

「負けないんだから!!　絶対負けないんだから!!　いつか、いつかぎゅ[image: ][image: ]っていう目に遭あわせてやるんだからー!!」

　ふー。ふー。

　ふう。

　よし。

　少し元気が出た。ラセレーナのことを考えるとルノアはムカつく。ムカつくと、マイナスのベクトルではあれ、絶対値としての元気は得られる。ルノアにとっては、壁かべや床ゆかをはがして燃料にするようなもので、少々危険な行為である。が、ラセレーナがらみのこういうネタは無む尽じん蔵ぞうにあったし、これはこれで便利ではあった。

　負けたくなかった。

　そして、ラセレーナに対する「勝ち」とは、あの五人を優ゆう秀しゆうな成績で卒業させることである。

　第二種資格取得試験を突とつ破ぱせずして、卒業もなく、勝ちもない。しかし、あの五人を二種試験に合格させるために必要な知識を、自分は与えてやることができない。だから、カデナたちの力を借りる。今は。

　今だけは。

　脱だつ力りよくし、椅い子すにぺたんと腰こしを落した。ＡＬＦの光に照らし出されるルノアの横顔には、苛いら立だちの色が蘇そ生せいし始めていた。

　正しいはずのない、無知と楽観にまみれた認識が、あの五人に詰つめ込まれていく。

　はっきり言えば、大事な何かが汚けがされていくような。そんな気がした。

　落ち着け──そう自分に言い聞かせる。大げさに考えるな。努力次第で修正も可能な誤差だ。後できちんと説明しろ。わたしの教えたことを忘れないでほしいと。納なつ得とくしろ。他ほかに方法はない。今はそれ以外に、あの五人を二種試験に合格させる方法はない。

　しかし、ただでは納得できなかった。

　悪役が必要だった。

　今日きようまる一日、メシも食わずに十時間ぶっ続けで端たん末まつに向かっていたのはそのためだった。自分とオルドリンの間に横たわる深い溝みぞ──それが、なぜ、いつ、どのようにして生まれたのか。それを突き止めなければ気がすまなかった。

　ルノアの努力は、一応の成果を上げた。

　ＡＬＦに表示されている、とある情報制せい御ぎよ法令の記録。

　超ちよう強力な情報管制の元げん凶きよう。ナンバリングによれば、この法令が稼か動どうし始めたのは六四年の四月──ちょうど、ルノアがシナリオ11選せん抜ばつ者しやの訓練キャンプでシゴキ殺されそうになっていたころ。

　つまり、こういうことだ。

　自分が地球にいたころに情報統制が強化されて、月の情報的ガラパゴス化が、劇げき的てきな加速を遂とげた。

　この法令のミソはつまり、「この情報は許さない」から「これ以外の情報は許さない」への大だい転てん換かんである。ＡＬＦを埋うめ尽つくす禁則条項の嵐あらしを横目で見ながら、なるほど──とルノアは思う。大した徹てつ底ていぶりだ。ここまでやれば、月にいる女性は「地球のカラスは白い」と言われても信じるかもしれない。

　端たん末まつの電源を落とした。背もたれを軋きしませて背せ伸のびをし、ふらふらと立ち上がってベッドに倒れ込む。

　ごろりと転がる。大だいの字になって天てん井じようを見つめた。

　善意に解釈してみよう。保育施し設せつのテレビに、プラネリアムに踏ふみ潰つぶされた兵士の死体の映像がどアップで流れる。確かにいいことではない。子供が不良になる。制せい御ぎよされない情報流通はいたずらに不安をあおりたて、志願率の低下を招く危険がある──そういう判断が下ったのだとしても、それは、理解できる。

　だが、ガラパゴスの生き物は、ガラパゴスでしか生きていけない。

　次々と崩ほう壊かいしていく防衛線を、確実に悪化していく戦せん況きようを、ルノアはその目で見てきた。そうした地球の現状から、月は今、ほぼ完全に隔かく離りされた状態にある。現在の体制下で、地球の情報をストレスなく入手できる場所があるとすれば、おそらく大本営の頂上付近だけだろう。

　なぜ？

　なぜ、ここまで高い壁かべが必要なのか？　関係者からの情報漏ろう洩えいを恐おそれて？　しかし、訓練施設に対してまで情報を出し渋しぶった結果、ポンコツな兵士しか生産されなくなったとしたら、志願率が低下したのと同じだ。いや、なお悪い。使えない味方は敵より始末が悪い。

　情報とは、どれほど小さく砕くだいてもゼロには決してならないものだ。「情報がない」ということが、すでにひとつの情報であるから。ここまで徹底した情報の遮しや蔽へいには、必ず何かの意味がある。その向こう側にあるもの──なりふり構わず、その結果生じる弊へい害がいもまるで意に介かいさずに、ただひたすら隠かくし続けなければならない「リアルな敵の姿」。

　敵を知らずに戦えというのか。

　敵を知られては都合が悪い何かの理由でもあるというのか。

　これでは、まるで──




　すでにまともに勝つ気などないかのような。




　そこで、ルノアは我に返った。

　いつの間にか、思考が妄もう想そうの領域まで暴走していた。むきになって十時間も端末に向かって、いつの間にか意地になって、ちょっときれいな石を拾ってダイヤモンドを見つけたと大おお騒さわぎしているのかもしれなかった。

　空むなしい十時間。くだらない十時間。

　わたしが悪いわけじゃない──その証しよう拠こを探すためだけの十時間。

　自分が納なつ得とくしようがしまいが、何も変わりはしないのに。今の自分が役立たずであるという事実も、カデナたちに頼らなければならない状じよう況きようも動きはしないというのに。

　もう何度も繰り返した言葉──他ほかに方法はない。

　新たな不安。

「他ほかに方法がない」ということは、「それであればうまくいく」ということとは違う。

　あの五人が、カデナたちの言うことをおとなしく聞くだろうか？

　あの五人が、カデナたちの言うことをおとなしく聞いたとして、それではたして合格できるものなのか？

　昨夜、カデナは五秒間考えた末にルノアの頼みを快かい諾だくし、「まかせといてください」と言って胸を叩たたいた。

　しかし、である。

　かつて、ルノア隊とカデナ隊が壮絶極まりない抗こう争そうを繰り広げた仲なかであることは、ルノアも知っていた。この二つの部隊が今、同じテーブルについていることを知ったら、オルドリンの訓練生たちはそろって腰こしを抜ぬかすことだろう。今日きよう一日、端たん末まつに向かいながら、「様子を見に行こう」と何度も何度も何度も思った。

　しかし、ルノアは、様子を見にルノア隊のユニットに行く勇気を奮い起こせなかった。

　ルノアはベッドの上でひざを抱かかえる。役立たずな気分で、電気もつけずに、部へ屋やの薄うす闇やみを見つめている。

　その顔に、不意に薄い笑みが浮かんだ。

　カデナのことを思い出したのだ。「まかせてください」と言った後、カデナはうつむき、しばらくもじもじした挙げ句にこう付け加えた。

「あ、あの、そのかわり、私もひとつだけお願いしていいですか……？」

　イヤなどと言うはずもない。何でも言ってという感じである。引き受けてもらえるなら、あの五人を合格させるためなら、ひざまずいてクツを舐なめるくらいの覚悟はあったのだ。

「えっと……いつでもいいんです、教官にお時間があるときで。あの──もし、もし、教官がお休みをとることがあったら、」

　カデナは顔を上げ、こう言った。

「一日だけ、私にください。なんでもいいんです。映画でも、０Ｇスクエアでも、ごはんを食べるんでも、なんでもいいです」

　言ってしまってからしぼんでいく勇気。どんどん言うことが小さくなる。

「あの、一いつ緒しよに歩いてくれるだけでもいいです。一日でなくても、半日でも、一時間でもいいです。えっと、だから、その、教官、お忙いそがしいですよね。休みなんて無理ですよね。考えてくれるだけでいいです。もし、休みを私と一緒に過ごすなら何をするか、考えてくれるだけでいいです」

　そうまくしたてて、カデナはルノアと一緒にいることが一いつ瞬しゆんでも耐たえられないとでもいうように、「失礼します」と言って部へ屋やを後にした。

　──最後に見た映画って、何だっけ。

　カデナの言った通り、残念ながら、休みなどしばらくは取れそうにない。今、カデナと休みを過ごすならどこに行って何をするか、ルノアはそれを考えている。

　映画。何年か前の夏、北米のブービーピット防衛線にいたころ、地じ雷らい敷ふ設せつの部隊にアナクロな映写機を持ってる奴やつがいて、阻そ止し障しよう壁へきの白いコンクリートをスクリーン代わりにした上映会は、毎晩場所取りの殴なぐり合いが起こるくらいの人気があった。双そう脚きやく砲ほう台だいの上に寝っ転がって、何度かＫ２の部下と一いつ緒しよに見た。あれが最後だ。あれ以来、映画を見た記き憶おくがルノアにはない。

　小さな電子音。

　零れい時じにセットしたアラームの音だ。

　いつもなら、端たん末まつに向かって演習最終報告をまとめている時間である。

　ルノアはベッドの上でひざを抱かかえている。役立たずな気分で、電気もつけずに、部屋の薄うす闇やみを見つめ、鳴り続けるアラームを聞いている。

　思い出した。

　最後に見た映画が、何だったのか。

　宇宙飛行士がたどり着いた猿さるだらけの惑わく星せいが、地球だったって話。

　アラームが、十回鳴って、止まった。

　日曜日になった。
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　オルドリンに日曜日はない。ルノア隊のユニットでは、肉体全部をフル活用した学習が続く。エンピツや消しゴムよりも、救急箱の中身の方が減るのが早い。

　月曜日。消灯時間を過ぎている。壁かべに、『あと四日』という貼はり紙。その下に『今日きようの合言葉』、さらにその下には撃げき破はずみの問題集が何冊も、思い知ったかざまあみろという感じでナイフで突つき刺さしてある。部屋の照明はしぼられていて薄暗く、テーブルのスタンドの明かりをアイとナツキが囲んでいる。他ほかの連中はシュラフにくるまり、死体のようにそこいらじゅうに転がって一ひと時ときの眠ねむりをむさぼる。

　以前からくすぶってはいた火種が、火曜日になって一挙に炸さく裂れつした。これまでにない意見の衝しよう突とつ。マリポは真っ先にＫＯされ、違うもん違うもんと連呼してアイは泣き、アマルスは獅し子し奮ふん迅じんの大活躍、ペスカトーレは喜び部屋駆かけ回り、チャーミーはキッチンに隠かくれて丸くなる。

　水曜日。ルノアは発作的に五時間の外出許可を申しん請せいした。市街をあてもなく歩き、劇げき場じようの前を何度も往復した挙げ句に気き後おくれして結局入れず、道に迷い、売ばい春しゆん婦ふに七回も声をかけられた。コーヒースタンドに入り、ブレンドを十四回おかわりして店員にいやがられているうちに、四時間半が過ぎていた。

　木曜日の午後四時ヒトロクマルマルごろ、オルドリン購買部ＰＸ第二店てん舗ぽを血に飢うえた野や蛮ばん人じんの一団が襲おそった。ストレスに殺気立っているのは他ほかの訓練生とて同じではあったが、かの一団の敵ではなかった。連中は食料、文ぶん房ぼう具ぐその他一いつ切さい合がつ切さいを奪うばい去り、第二店舗は死し屍し累るい々るいたる戦せん跡せきと化した。連中が残していったノートの切れ端はしには、こうあった──『ルノア教官のツケ』。




　閉店時間の過ぎた第一店舗。カウンターの上の、えらく場違いな感じのする読書用のスタンドの光の中で、おばさんは頰ほお杖づえをついて言った。

「思いきったことしたもんね。すごい噂うわさになってるわよ、あのルノア隊とカデナ隊が同じ部へ屋やで勉強してるらしいって。第二店舗の話は聞いた？」

　カウンターに寄りかかり、ビン入りのコーヒー牛乳をちびちび飲みながら、おばさんの言葉を背中で聞く。ぽつりと、

「今は、わたしにはそれしかできないもの」

　おばさんはため息をついて、

「まあ、銃じゆう後ごが前線の現状の認識に欠けるのはしかたないと思うの。でも、そんなに時代遅おくれ？　オルドリンのカリキュラムって」

「時代遅れとかいうレベルじゃないもん。あれに載のってるのって、神様の戦争のやり方だもん。装備は絶対に故障しない。通信は常に感度良好。臆おく病びよう風かぜに吹かれる奴やつも急病で倒れる奴もいなくて、敵はどこ切ってもへなへなの腰こし抜ぬけ」

「でも、」

　と、おばさんは唐とう突とつに核心に迫った。

「あなた、本当にそれでいいの？　あの子たちにさ、解答用紙にそういう答えを書かせることになるのよ？」

「よくない。後できちんと話はするつもり。やっぱり、よくないよ。絶対よくない」

　ルノアは、牛乳ビンの中にある記き憶おくを見つめ、

「──あのね、昔むかし、わたしが地球に降りてすぐの頃ころにね、サザンパシフィックの防衛線に配属されたことがあって、」

　そこで言葉が途切れた。

「やっぱ、いい。なんでもない」

「──思うんだけど、」

　ルノアの背中を見つめ、おばさんは無む駄だに明るい声で言った。

「あんたがクレイプで大暴れしたらさ、オルドリンなんか一日で制圧できるんじゃない？」

　初めてルノアが笑った。肩かた越ごしに振ふり返って、言った。

「半日いらないよ」

　金曜日。Ｄデイ前夜。

　明日、決まる。

　あの五人のためなら何でもやる。

　人事は尽つくしたつもりだった。
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　試験が終わり、オルドリンの心臓は空っぽになった。




　試験終了から三十時間後。執しつ務む室しつに入ってきたロレイン・アポストリ少しよう佐さの顔には『許されざる事態』とでかでかと書かれていて、小さ夜よ子こ・ヤマグチ次官は頭の中でため息をついた。二種試験とその採点に関する書類仕事に振り回されて、こっちだって徹てつ夜や明けなのだ。面倒は勘かん弁べんしてもらいたいところだが、執務室にいるところを電話で押さえられては逃のがれようがない。椅い子すを勧め、覚かく悟ごを決める。

「許されざる事態なわけね？」

　小夜子がそう言うと、アポストリ少佐は我が意を得たりというように熱心にうなずいた。少佐も今年で四十になるはずだが、若作りな化け粧しようのせいで、とんがりメガネがよく似合いそうな顔は、新鮮な死体のような色ツヤをしている。二種試験の総そう監かん督とく官かんという嫌きらわれ者のポジションは、この少佐にとってはまったくのハマリ役であった。

「蒸気の海から、採点後のデータに関してクレームがつきまして」

「大本営が？　データ転送に情報漏ろう洩えいでもあったってこと？」

　そんなことならアポストリ少佐は自分にいちいち報告したりはすまい──とは思いながらも、その程度の問題であってほしいという希望から、ヤマグチ次官はそう言った。

　しかし、大本営とは。穏おだやかではない。

「第二群Ｓ20班の採点をやり直せ、と言ってきました」

「カデナ隊の？　なぜ？」

　カデナ隊、とヤマグチ次官が言った瞬しゆん間かん、アポストリ少佐は微かすかに唇くちびるを歪ゆがめた。部隊を専属教官の名で呼ぶのは、実は規則で決められているわけでもなんでもなくて、古くからの伝統に過ぎない。アポストリ少佐はかつて、この習慣を廃はい止しするべきだという提案をぶち上げ、教官たちの顰ひん蹙しゆくを買ったことがある。

　さあいよいよ爆ばく弾だんを破は裂れつさせるぞ、という間の後に、少しよう佐さは言った。

「確認して私も驚おどろきました。Ｓ20の成績が、これまでのものと比較してあまりにも低すぎるんです。かろうじて全員、合格点ギリギリでしたが」

　ヤマグチ次官の表情は変らなかった。

「で？　採点はやり直したの？」

「まだです。しかし、ある採点官が私に報告をしてきまして。Ｓ20の答案と、ある部隊の答案とに、奇き妙みような類似性があると」

　その瞬しゆん間かん、ヤマグチ次官の脳裏にルノアの顔が浮かんだのはなぜだろう。ヤマグチ次官の沈ちん黙もくに、アポストリ少しよう佐さは話を続けた。

「２２２─Ｄ隊です。こちらは、合格点にギリギリ届いていません」

　ルノア２２２─Ｄ隊。

「──不正行為、というわけ？」

　口を開きかけ、アポストリ少佐は思い直して、ひざの上のフォルダーを開いた。

「いえ、まだ、そうは言い切れないんですが……解答用紙のコピーがあります。説明するより直接ご覧らんいただく方が早いと思いまして」

　ヤマグチ次官はアポストリ少佐の差し出す機密用紙の束を受け取り、ふと視線を上げて、

「読後の薬品焼しよう却きやくは必要？」

「いえ。それはこちらでやります」

　そう、とつぶやいて、ヤマグチ次官は最初のページに視線を落とした。アポストリ少佐が付け加える。

「実際の解答用紙は六枚組で、お渡ししたのはその６ページ目です。選せん択たく問題四問、射しや撃げき計算と砲の構造に関するものが一問、記述問題二問の解答欄らんを含みます」
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　五枚すべてに目を通し終わって、ヤマグチ次官は懸けん命めいに表情を引き締しめようとした。笑いをこらえているのだ。

「カデナ隊の解答用紙は？　ここにはルノア隊のものしかないようだけど」

「Ｓ20の解答用紙のオリジナルは現在、さらに他ほかの部隊の解答との類似の有う無むを確認中で、今は私の手元にはありません。それに──その、２２２─Ｄほどバリエーションに富んではいませんでしたので」

　その言葉にヤマグチ次官は疑問を持つ。が、追及はせずに、

「それで？　私には何も問題はないように見えるけど」

　アポストリ少しよう佐さの表情にちらりと苛いら立だちの色が見えた。気づいているくせに、とでも言いたげだ。

「おわかりのように、２２２─Ｄの訓練生は、提示された条件が現実にはあり得ないものであるとか、ある方法で回かい避ひが可能であるとして、設問自体が意味を成さないものであると決めつけ、解答することから逃にげています」

「──実際はどうなの？　確認はした？」

「進行中ですが、いくつかは。例えば、チャーミー・グリント二等通信士の、問30─１の解答。これは、実験機を使用して確認しました。担当官も驚おどろいていましたが、通信系がすべて機能を停止していても、確かに彼女の言う方法で僚りよう機きにデータを送ることは可能なんだそうです。つまり、実戦では自分はそうするから、設問の言うところの僚機は、データを受け取って援えん護ご射しや撃げきをすることが可能であり、設問が求める『援護射撃が行われなかった場合の対処』を選せん択たくする必要はないと」

「もっともな話ね」

　アポストリ少佐の苛いら立だちの色が、急速に深まった。

「ヤマグチ次官！」

「彼女の主張は正しいと私は思うわ。ただの試験問題と割り切ってしまわない、リアルな解答よ。対処できるなら彼女はそうするべきだし、それができる彼女は優ゆう秀しゆうな通信士であるわけだし。援護射撃が行われないなんて本来は許されざる事態だもの」

「しかし、援護射撃が行われない場合など他ほかにいくらでも──」

「なら、始めからそういう条件を設定するべきだったわね。その条件次第では彼女の対処も変わってくるかもしれないじゃない。解答する側にだけ一字一句の正確さを求めるのはフェアじゃないわ」

　アポストリ少佐の苛立ちは、すでに怒いかりへと変化していた。よけいなお喋しやべりだったわね、とヤマグチ次官は内省し、

「もちろん今のは、私の個人的意見」

　と話にフタをして、解答用紙のコピーに再び目を落とす。

「話をもとに戻もどしましょ。つまり、ルノア隊とカデナ隊の類似というのは、この解答拒きよ否ひのことなのね？」

　アポストリ少しよう佐さはヒスの一歩手前だった。耳から血が出そうな努力で怒いかりを押さえ、押さえ切れなかった怒りが言葉に混じらないよう細心の注意を払はらいつつ、

「そうです。Ｓ20と２２２─Ｄは全員が、ほとんど同じ設問をほとんど同じ論法で解答拒否しているんです。設問がナンセンスであり、答えるに値しないという。先ほど、Ｓ20は合格ギリギリで２２２─Ｄはギリギリ不合格であると言いましたが、これは解答拒否をすべてミスとして採点した結果です」

「まだわからないわ。何が問題なの？」

　ここでアポストリ少佐は、タテマエをかなぐり捨すてて、とんでもないセリフを吐はいた。

「もちろん、この解答拒否が２２２─Ｄだけの話だったら問題はありません」

「……」

　あえて追求はすまい、とヤマグチ次官は思った。もしルノアがこの場にいたら、アポストリ少佐は五秒と生きてはおれまい。

「しかし、これに分離選せん抜ばつ組が巻まき込まれたとなると話は別です。現に上層部は動きました。Ｓ20は大本営のお気に入りですから。Ｓ20の解答拒否が、何らかの意志を表明するためのサボタージュではないか、という意見もあって、カデナ・メイプルリーフ伍ご長ちようへの尋じん問もんをすでに行いました」

「それで？」

「自分たちはあれが正しいと思ったからそう解答したと、その一点張りです」

　ヤマグチ次官はテーブルに両りよう肘ひじをつき、複雑な形に指を組む。

「なら、我々が言うべきことは何もないわね」

　ついにアポストリ少佐は立ち上がり、テーブルに両手をついて身を乗り出し、大声でヤマグチ次官に嚙かみついた。

「そういう問題ではありません！　大本営は絶対に納なつ得とくしませんよ!?　Ｓ20を他ほかの訓練施し設せつに奪うばわれる結果になってもいいと言うんですか!?　あの成績を最終値として報告したら、大本営がＳ20の強制移い籍せきを通告してくることは十分に考えられます!!」

　ヤマグチ次官は、いきり立ったアポストリ少佐の顔を上目づかいに見た。あくまで冷静に、

「あなたに何か考えがあるわけ？」

「──Ｓ20を尋問した結果、興味深い事実が浮上しました。Ｓ20は試験前の一週間、２２２─Ｄとずっと一いつ緒しよに勉強していたんだそうです。しかもこれは、２２２─Ｄの担当官であるルノア・キササゲ教官の指示であると」

　アポストリ少佐は怒りにふるえる息を吐はいた。

「明みよう、午後一時ヒトサンマルマルに、大本営から二名の人事部大たい佐さが事実関係の確認にオルドリンに来ます。今すぐ手を打っておく必要があります。ルノア・キササゲ教官への尋じん問もんを許可してください」

「それで何が解決されるの？」

「──もちろん、事実関係の確認をします。あの解答拒きよ否ひは、彼女の指導の結果である可能性がありますから」

　ヤマグチ次官はしばらくの間押し黙だまり、すさまじい勢いで状じよう況きようを計算した。

　何でどう割っても、事態には余りが出た。こう言うしかなかった。

「わかったわ。今すぐ？」

「はい」

「隣となりの小会議室を使って。尋問中は私は席を外すわね。その方がお互たがい言いたいことが言えるでしょ？」

　ヤマグチ次官は受話器を取った。

　アポストリ少しよう佐さの追いつめられた表情に、ヤマグチ次官は同情の念を禁じ得ない。

　この月に、大本営の名を聞いて怖おじ気けづかない者などいない。アポストリ少佐にとって、カデナ隊の解答用紙を秘ひ匿とくしておくことは、自分を守るための最後の切り札なのだ。だから、アタマの固い次官には、言い訳をして見せなかった。

　採点をやりなおせ、と大本営は言った。

　いざとなったら解答を改かい竄ざんしてでもカデナ隊の成績に格好をつけろと、大本営はそう言っているのだ。




　どうだった？

　そんなことを尋たずねる前に、自分にはやるべきことがある。そう自分をだました。

　試験問題は、試験終了と同時に公表される。ルノアは問題をすぐさまオンラインで入手し、まずは時間を計って解答を書き、丸一日かけて検討、分ぶん析せきを繰り返した。

　見れば見るほどムカついた。

　愚ぐにもつかない、腹の立ってくるような問題ばかりだった。

　しかし、カデナたちの力を借りたのは、やはり正解だったとルノアは思った。いや、正解などという生ぬるいものではない。まさに、それ以外に手はなかったのだ。こんな問題の求める「正解」など自分は知らない。

　まあいい。終わったのだ。とりあえずは。

　ルノアはカデナたちに感謝した。どうやってこの借りを返したものか、やはり『不ふ俱ぐ戴たい天てん』だろうか、などと考えつつ、眠ねむ気けを憶おぼえてベッドに倒れ込んだ瞬しゆん間かん、思った。

　カデナたちにも言うべきだろうか。オルドリンのカリキュラムを過信するな、と。

　電話が鳴ったのは、そのときだった。

　ヤマグチ次官からだった。

　どきっとした。

　理由は説明されなかった。だから、小会議室のドアをノックしようとしている今、ルノアは自分がなぜ呼び出されたのかわからない。

　──まさか、あの五人がカンニングでもやらかしたのか？

　いや、それはないだろう──とルノアは思う。電話のヤマグチ次官の口調は、そういう雰ふん囲い気きではなかった。思えば、あの五人がカンニングができるほど要領のいい連中ならば、こちらも苦労はなかったのだ。色々と想像を巡めぐらせる。連中が最高点をマークして、お褒ほめの言葉を頂ちよう戴だいするとか。

　ＩＤをデコーダーに通す。

　ドアのロックが外れる。インディケーターの表示が切り替わる。

「失礼します」

　ドアを開け、入室し、ドアを閉め、まわれ右して敬礼。普ふ段だんは使われることのない、ホコリっぽくて殺風景な小会議室の光景。予想していたヤマグチ次官の姿はなく、おっかない顔をした三人の試験監かん督とく官かんとテーブル、罠わなでも仕掛けてあるかのようにぽつんと置かれた椅い子す。満ち満ちた殺気。三人の監督官のうちの真ん中のひとりは、訓練生のころから知っている顔だった。

　ロレイン・アポストリ。

　悪いニュースだ。

　いつまでたっても「座りなさい」と言われず、ルノアが困っていると、アポストリ少しよう佐さが口を開いた。

「大たい尉い。自分がなぜ呼び出されたのかわかってる？」

　ルノアは正直に答えた。

「──わかりません」

　救いがたい間ま抜ぬけだとでも言いたげな目でルノアを一いち瞥べつし、アポストリ少佐は「座りなさい」と言った。着席しようとして、椅子の上にフォルダーが置かれていることに気づく。

「まず、それを見て。今回の二種試験の、あなたの部隊の解答用紙のコピーです」

　ルノアは着席し、言われた通りにフォルダーを開いた。確かにそれは、あの五人の解答用紙の最終ページのコピーだった。




　愕がく然ぜんとした。




　ある程度のミスは目につく。

　しかし、今、ルノアの手にある解答用紙には、自分ならこう答えるだろうなという、まさにそういう解答が並んでいたのだ。

　恐おそれていた事態が、現実のものとなった。

　こうならないように、カデナ隊と一いつ緒しよに勉強させたのに。

　アポストリ少しよう佐さは、驚きよう愕がくに歪ゆがむルノアの顔に、温度の低い満足を覚えた。ボールペンの先でテーブルを叩たたきながら、

「まず、それを見てわかるとおり、あなたの部隊の設問に対する解答拒きよ否ひは到底容認し難いものがあります」

　ルノアはアポストリ少佐が何を言っているのか理解できない。

「解答拒否ですか？　あの──どこが、」

　アポストリ少佐の怒いかりの炎ほのおに推すい進しん剤ざいが注がれた。

「それで言えば、問30と31、32」

　30と31と32を見た。ルノアもまったく同感の解答が並んでいる。

　話が見え始めた。

「──確かに、設問に答えていないという意味で言えば、解答の拒否ですね」

「あらゆる意味での解答拒否よ。これは、あなたの指導？」

「は？」

「例えば、チャーミー・グリント二等通信士の解答にある、索さく敵てき用ようのレーザーを僚りよう機きのセンサーに照射して通信手段とする方法。これを教えたのはあなた？」

「──そうです」

　チャーミーの解答用紙といえば、どうしても問32が目を引く。アポストリ少佐はチャーミーの解答に汚お物ぶつでも見るような目を向け、

「あなたの部隊では料理も教えるの？」

「あ、その、違うんですこれは。記述問題で、どうしてもわからないところがあったら、なんでもいいから書いておいた方がいい、という指導をしたことはあります。彼女は料理が得意なんで、それで──」

　アポストリ少佐はルノアの言葉を強ごう引いんに遮さえぎる。

「あなたは試験前の一週間、Ｓ20に自分の部隊と一いつ緒しよに勉強するように命じたそうね。その理由は？」

　その言葉で、状じよう況きようが一挙に見えた。

「──まさか、カデナ隊も!?　カデナたちもこういう解答を書いたんですか!?」

　ルノアのその言葉に対する答えは、こうだった。

「そうだと仮定して、話を進めましょう」

　アポストリ少佐は話を進めた。

「つまり、あなたはこういう、オルドリンのカリキュラムにそぐわない指導をしていたわけね、いつも」

「──それに何か問題が？」

「いいえ。あなたが自分の部隊にどんな指導をしようが興味はないわ。問題はね、Ｓ20と２２２─Ｄがひとつの閉へい鎖さ環境に置かれれば、あなたのその誤った指導にＳ20の訓練生が汚お染せんされること」

　衝しよう撃げきとともに感覚が断ち切られ、何も見えず、何も聞こえなくなった。

　──汚染？

　負けたくなかったから。

　兵士となってからも、あの五人に、生き残ってもらいたいから。

　だから、これまでずっと、自分が正しいと思ったことを教えてきた。カデナたちにあの五人を任せたのも、もちろんルノアの本意ではなかった。本当は、自分で指導したかった。しかし今、あの五人に二種試験を乗り越こえさせる力が自分にはなく、カデナたちにはある。少なくとも今は、今だけはカデナたちの力を借りよう。そう思ったのに──

　ルノアのやり方は、ルノアが思っていた以上に深く、あの五人に根を下ろしていたのだ。

　その場の光景が目に見えるようだった。カデナ隊の指導に、あの五人はことごとく反発したのだろう。そんな都つ合ごうのいい状じよう況きようは現実にはありえないと。ルノア教官はそう教えてくれたと。

　そして、カデナ隊は、ルノアが思っていた以上に優秀だったのだ。

　ルノアの沈ちん黙もくをいいことに、アポストリ少しよう佐さはさえずり続けている。

「自分の立場を自覚しなさい。あなたが２２２─Ｄにヨタを吹き込むことに、我々は口を出す気はありません。しかし、今後もあなたがまた同じことを繰り返すようなら、こちらとしてもそれなりの対処をしなくてはならなくなります」

　あらゆる思考が出口を求め、ルノアは怒いかりにふるえる息を吐はいた。一片の理性がまだ残ってはいた。それにしがみついていれば楽なのはわかっていた。よくわかるお話です。自分の配慮が足りませんでした。申しわけありません。この三つをただ、バカみたいに繰り返していればいい。自分ひとりでここで意地を張って、何が変わるというのか。この一週間で、ルノアが学んだことがあるとすれば、オルドリンのカリキュラムが腐くさっているのは今に始まった話ではないということだ。その元げん凶きようは、地球の「青」までもが見えなくなってしまうような情報統制の長城。地球の現状を知らなすぎるとオルドリンを非難することは、大本営と総そう督とく府ふの両方にケンカを売ることに直結する。

　うつむく。ひざの上で指を絡からませる。そのまま、ルノアは身じろぎもしない。ありありと感じられる三人の監かん督とく官かんの勝利の視線。

　ルノアは口を開く。

「よくわかるお話です」

　傲ごう慢まんな嫌きらわれ者への道がいかに険けわしいものか。北米最年少大たい尉いのルノア・キササゲは、よく知っていた。

「自分の配慮が足りませんでした」

　全部やめちゃえば楽だった。

「はっきり言わなければいけなかったんですね。現在のオルドリンのカリキュラムは、敵も知らなければ己おのれも知らない、ただの楽観主義のカタマリだって」

　テーブルに着いている三人は、ルノアのあまりの言葉に呆あつ気けにとられた。

　そして、ルノアは反逆を始めた。

　こちらも率直に話そう、とルノアは思う。せめて。自分でどう思っているのかは知らないが、アポストリ少しよう佐さの建て前クソ食らえの物言いは、ある意味で尊敬に値する。

「基礎理論に大きな誤りがないのが唯一の救いです。──いえ、ある意味ではそれが、最大の問題なのかもしれません。これがために、月出身の女性兵士は一見、ひと通りのことはできるように見えてしまっていますから。見るからにポンコツしてれば、すぐに地球側に気づいてもらえます。こいつはなんの役にも立たないクズだって」

　アポストリ少佐の右側に座っていた監かん督とく官かんが、青筋を浮かべて立ち上がった。

「言葉が過ぎるようね大たい尉い!!　あなただってここの卒業生でしょう!!　地球で手て柄がらを立てることができたのは誰だれのおかげだと思っているの!?」

「もちろん、わたしも四年前はオルドリン出身のポンコツでした。前線から38万キロも後方に引っ込めば、実戦がどんなものか見えにくくなるのは当たり前です。でも、問題なのは、知ろうとする努力すらも放ほう棄きしているくせに、自分は正しいと妄もう信しんしているあなたたちの態度です。カデナ隊の解答拒きよ否ひはむしろ、優ゆう秀しゆうさの現れです──自分たちが実は何も知らないのだということに、あなたたちはいまだに気づいていない。わたしも、地球に降りるまで気づかなかった。でも、カデナたちは、一週間でそのことに気づいた」

　むしろ冷静な口調でアポストリ少佐が言う。

「大尉、あなた、それ以上喋しやべるつもりならそれなりの覚かく悟ごを──」

「仮に！」

　今度はルノアが、大声でアポストリ少佐の言葉を遮さえぎった。

「あなたたちの言う通り、オルドリンのカリキュラムが優秀なものであるとします。これまでに、オルドリンから地球へ降りた女性兵士は百名あまり。──教えてください。その百名あまりの女性兵士のうち、今現在、生き残っている者が、わずか二名であるのは、なぜですか」

　顔が怒いかりに歪ゆがみ、アポストリ少佐は手にしていたフォルダーをルノアに投げつけた。フォルダーは中身の書類をばら撒まいて落ち、ルノアのところまでは届かなかった。

　ルノアがゆっくりと立ち上がった。

　ルノアが暴力を振ふるうとでも思ったのかもしれない。たったそれだけのことで監督官たちはあられもなく狼ろう狽ばいし、三人とも椅い子すから腰こしを浮かせた。

　そこにはただ、誰の目にも明らかな貫かん禄ろくの差があるのみだった。

　ルノアは床ゆかに落ちた書類を拾い集めてフォルダーに戻もどした。椅い子すに戻り、中身に目を通し始める。

「い、いい加減にしなさいよ!!　運だけで手て柄がらを立てた奴やつがいい気になるんじゃない!!」

「カデナ隊の答案用紙を見せてください」

「あなたに見せる必要はない!!」

「──答案を改かい竄ざんするつもりですね？」

　図ず星ぼしを指されてアポストリ少しよう佐さは言葉に詰つまる。その隙すき間まを捉とらえ、少佐が復活するよりも早く、ルノアは冷れい酷こくに食くらいつく。

「少佐。中規模の敵とは、具体的にはどのような勢力を指しますか？」

「な、なに？」

「敵性集合に対する略称です。『中』と仮定される規模の敵勢力。もちろんご存じですよね？」

「あ、当たり前よ。常識じゃないそんなの。２の20。二つ以上の指揮系統を持つ二十個体以上のプラネリアム集合」

　自分で常識と言っておきながら、アポストリ少佐はルノアの問いに答えられたことに満足し、「どうだ」という顔をした。

「ご名答。──試験問題の問の12、適切な部隊展開を答えさせる問題の中にも、この『中規模の敵』が出てきます。『上の条件下において、適切な部隊展開を立案し、解答欄らんに作図せよ』。正解は、ひと言で言えば、輸送中隊の撤てつ退たい経路をふさいでいる中規模の敵に対して、一個小隊をもってこれにあたる──こんなところでしたか」

　三人の試験監かん督とく官かんは、何も言えなかった。三人とも、設問と正解をそこまで正確に記き憶おくしてはいなかったからだ。

「わたしはこれによく似た話を知っています。二〇六三年十二月十九日、北米管区サザンパシフィック鉄道防衛線。ご存じ──なわけありませんよね。このとき上から来た指示は、三個小隊をもって敵を撃げき滅めつ、撤退経路を確保せよというものでした。どういうオチがついたと思います？」

　ルノアのペースにのまれていることが気に入らないのだろう。アポストリ少佐はことさらに虚きよ勢せいを張った。

「要するに、それでも負けたと言いたいのね。大の男が三個もいて、情けない話。きっとエロ本のモデルのケツにでも目がくらんでたのよ」

「あのとき投入された三個は、マロイ攻こう勢せいにも参加した経験を持つ猛も者さぞろいです。これ以上望めないとまでは言いませんが、練度に不安はありませんでした。調べていただいても結構ですよ。北米総司令部フオートワースに問い合わせて、回答が戻もどってくるまでに半年以上かかるでしょうけど」

「それで？　何機食くわれたっていうのよ？　五機？　十機？」

　ルノアは、正解を口にした。

「二時間で全ぜん滅めつしました。救助部隊が発見した生存者は、わずかに三名」

　沈ちん黙もくが降り立った。

　その沈黙を最初に破ったアポストリのわめき声は、もはや少しよう佐さとしての威い厳げんも何もありはしなかった。

「──あり得ないわ、ウソね、ウソなのねそうよウソよ!!　あなた、自分が地球帰りであることをかさに着て、ありもしない話をでっち上げているんでしょう!?」

「だから、調べていただいて結構です。似たような話も山ほどあるはずですが、サザンのあの戦せん闘とうは、周囲の状じよう況きようが問題の条件とよく似ていて、一番わかりやすいと思うし」

「何を偉えらそうに！　まるで見てきたような言い草ね！　誰だれに聞いた話か知らないけど、大本営の指導基準では──」

　魔ま物もののように、記憶が蘇そ生せいを始める。ルノアは静かにつぶやく。

「見てきたんです。あのとき、わたしは現場にいました」




　１４０センチだった。

　ついてないな、とみんなに言われた。月から落っこちてきて、四週間研修がようやく明けたと思ったらいきなりサザンだもんな、悪運もここに極まれりってやつだよ。

　実戦部隊に配属されて三日目だった。

　攻こう撃げき命令が来て、最初の爆ばく音おんが聞こえてくるまでに三分かからなかった。天気は曇くもり。北米管区、サザンパシフィック鉄道防衛線・Ｒ23攻性拠点アタツクキヤンプ。

　ルノアを残して、クレイプのチームが出しゆつ撃げきしていった。ルノアのクレイプは環境最適化アースライズが遅おくれに遅れていて、いまだにルノアの手元に届とどけられてはいなかったのだ。初めて耳にする実戦の爆音に、ルノアの身体からだがどうしようもなく震ふるえはじめた。スカグネティはルノアのお守りを上から押しつけられた若い中ちゆう尉いで、彼は猫ねこの子をつかむようにルノアの首根っこをつかんで走り、積層装そう甲こうの天てん井じようのハッチから塹ざん壕ごうの中に放り込んだ。そこを動くなと中尉は言い残して、どこかに走っていった。塹壕の中には照明もなく、ルノアは背中に土を感じながら、真っ暗くら闇やみの中で、ひとりぼっちでひざを抱かかえていた。爆音がどんどん近づいてきた。リニアガンの射しや撃げき音おん、大声で何かの指示を叫さけぶ誰だれかの声、背中に伝わってくる爆ばく発はつの振しん動どう、振動、振動。恐こわすぎて涙も出なかった。ひときわ大きな爆音が塹壕を揺ゆるがせ、急に静かになった。

　塹壕の中で、ルノアは身を起こした。中尉はそこを動くな、と言ったが、我慢にも限界があった。天井から突つき出たグリップをつかみ、ハシゴを引きずり下ろした。ステップに足をかけ、天井のハッチを開け、外に顔を突き出して、

　それを見た。

　ルノアの初めて見たプラネリアムは、体高15メートルはあろうかという非人間型アン・ヒユーマノイド・タイプだった。菌きん類るいや地衣類がびっしりと生えた外がい殻かくが、関節膜まくに青白い血管が透すけている様子が、はっきりと見て取れた。そのくらい近くだった。

　そいつが「グレイ・ウォーチーフ」というコードネームを持つ有名な指揮個体エイプ・ロードであることを知ったのは、ずっと後の話だ。

　ぐるりと頭を巡めぐらせ、そいつもルノアを見た。

　何かがルノアにぶつかってきた。ルノアはその何かともつれ合うように塹ざん壕こうの中に転がり落ちた。それが、ばか長いライフルを抱えた自分と同じくらいの歳としの少年兵であることに気づいた瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな振しん動どうが塹壕を押し包つつんだ。少年兵は物も言わずにルノアを引きずり起こし、ルノアの腕うでをつかんで塹壕の闇やみの中を走った。熱風と爆音が背

　失神していたらしい。ルノアの身体からだは半ば土ど砂しやに埋うもれていた。天井の積層装そう甲こうプレートの亀き裂れつから薄うすく光が差し込んでいて、ルノアの身体の上におおいかぶさるようにして少年兵が倒れているのが見えた。頭がおかしな形に歪ゆがんでいた。これで生きていたら猿さるだった。ルノアは身体を起こし、少年兵の殺猿ライフルバナナを手に取った。重く、自分の身長くらいあった。塹壕の奥おくに光を感じて、ルノアはベソをかきながらその方向に歩いた。

　迷路のような塹壕の中を、誰だれもが大声を上げて走り回っていた。そこらじゅうに死体があった。スカグネティ中ちゆう尉いを知りませんかと会う人ごとに尋たずねたが、誰にも相手にされなかった。二回殴なぐられ、四回突つき飛ばされて、中尉なら右う翼よく中央の三番病院壕ごうを固めているはずだと言われた。やっとの思いでたどり着いた病院壕は天てん井じようが吹っ飛び、死体に埋うまっていて、スカグネティ中尉は破は壊かいされた多脚銃座ハンタークラブのかげに隠かくれてバナナを撃うちまくっていた。張りつめていた緊きん張ちようがひとたまりもなく途切れ、ルノアは泣きながら中尉の足にしがみついた。中尉はルノアの顔面をアーミーブーツで蹴けって振ふりほどき、防性拠点デイフエンスキヤンプに援えん護ごを要よう請せいしろと通信兵に叫さけんだ。爆ばく音おんに次ぐ爆音、ついさっきまでそこにあったはずの野営地キヤンプがきれいさっぱりなくなっているのが、ここからだとよく見えた。硝しよう煙えんの向こう、50メートルほど先に、何体ものプラネリアムが動いていた。バナナを構えた。セフティの外し方がどうしても思い出せない。伝令が塹壕の避ひ難なん坑こうの中を這はってきて、動かせる双脚砲台ハミングロウルが一機ある、ここに誰か砲手ガンナーはいないかと──

　すぐそばにあったトランスポータの残ざん骸がいの中から現われた体長３メートルあまりのモスキートが攻こう撃げき音おんとともに跳ちよう躍やくし塹壕に飛び込んできて一人を踏ふみ殺し誰もが絶ぜつ叫きようするより早く二人を握にぎり殺し蜂はちの巣すにされるまでに三人を斬きり殺した。

　目の前で、頭を斜ななめに握り潰つぶされた男が倒れた。通信兵が内臓をばら撒まきながら転げまわっていた。ルノアは自分が失禁したことにも気づかず、悲鳴も上げられず、夢中で衛生兵の姿を探した。ルノアと目が合った衛生兵は走って逃にげた。持っていたはずのバナナがなくなっていることに気づく。死体をかき分けて探すが、どうしても見つからない。驚おどろくべきことに中尉は無事で、トンネルから次々と現れる伝令に指示を怒ど鳴なっている。もうこの辺りに、「中尉」よりエラくて息をしている奴やつはいないのだ。突とつ然ぜんの起動音に振ふり返れば、見るからに三人で操そう縦じゆうしていますという感じの双脚砲台が突とつ撃げきしていく。やられにいくようなものだ。塹壕から飛び出し、双脚砲台ハミングロウルを追って走る、バナナを手にした男たちの姿。砲手ガンナーの足りない双脚砲台を、なんと歩兵が援えん護ごしようというのだ。もうめちゃくちゃだ。しかし、そうでもしなければ全員が確実に死ぬのだ。臆おく病びよう風かぜに吹かれている余よ裕ゆうすらないのだ。人間同士でやる、長閑のどかな戦争とは違う。降伏すれば許してくれるような相手ではない。中ちゆう尉いは絶望的な指示を怒ど鳴なり続ける。

「だから、脳内無線仕込んでる奴やつなら誰だれでもいい！　死体でもいいからしょっ引ぴいてこい!!」

　中尉の足元に這はい寄り、ルノアは泣きながら尋たずねる。何か武器は、わたしの武器は、

「通路をふさげ！　じきここにも来るぞ！　広域地じ雷らいでだめならもう弾たま数かずは気にすんな!!」

　わたしは何をすれば、わたしは、わたしはどうすればいいんですか!?

　中尉は答える。バナナを撃うちまくる。振ふり向きもしない。

　ひと言だった。

「応おう援えんしろ!!」




　猛もう毒どくの記き憶おくをすべて吐はき出し終わって、ルノアは天てん井じようを仰あおぎ、大きく息を吸った。呼吸も乱れてはおらず、言葉も震ふるえてはいなかったが、あの日に戻もどり、あの日の光景をもう一度見てきたその目からは涙が流れていた。

「──勘かん違ちがいしないでください。あのとき、応援しろと言った中尉の気持ちが、今のわたしにはよくわかるんです。あれが、」

　三人の試験監かん督とく官かんは、もはや言葉もなかった。

「あの血みどろの塹ざん壕ごう戦が、わたしの、最初の実戦でした。部隊が壊かい滅めつしてからも、プラネリアムはいつまでもあの場所をうろついていて、死体の山の中に隠かくれていたわたしが調査部隊に救出されたのは丸一日後のことです。わたしを含めて、三名の生存者がいました」

　ルノアはさらに続ける。

「あなたたちは何もわかっていない」

　自分が涙を流していることに気づいていないまま。

「わたしもそうでした。あの後、後送病院に送られてからも、あれは特別だったんだって思っていました。何から何まで最悪の目が出た、そういうケースにたまたまぶつかっただけなんだって。あんなことが起こるなんて、オルドリンでは教わりませんでしたから。でも、違ったんです。あんなの、本当は珍めずらしくもないことだったんです。わたしの四年間は、そのことに気づくための四年間だったような気がします。あれは──西せい暦れき二〇六三年の、十二月十九日にわたしが見たものは、地球では毎日どこかで必ず展開されている、あなたたちの知らない、『全滅ワイプ・アウト』の光景だったんです」

　四年間。

　そのことに気づくために、自分は、何を代だい償しようとして差し出してきたのだろう。

　生き残るためのやり方──それを手に入れる代りに、自分は何を失ってきたのだろう。

　自分がドジを踏ふむたびに何かが壊こわれ、誰だれかが死んだ。それでも自分は死なず、あのシナリオ11をすらも生き残って大たい尉いとなった。

　人より余計に食くってちったあデカくなれ、そんなチチじゃ見てるこっちだっておもしろくもなんともねえ──そう言って、食堂でいつも食べ物を山のように分けてくれたヒゲの軍ぐん曹そう。整備科の、ルノアより年下の少年兵はバカでスケベで歯に矯正器具をつけていて、多た脚きやく兵器のことなら何でも知っていた。十八歳さいの誕生日「野戦」パーティ。ルノアがロウソクを吹き消そうとした瞬しゆん間かん、その場にいた奴やつらはいっせいに床ゆかに身を投げた。ロウソクの火が消えると、ケーキの中に仕込んだスタングレネードが爆ばく発はつするように仕掛けてあった。

　みんな死んだ。もう、名前も思い出せない。

　だから、今、自分はここにいるのだ。

「もう一度言います」

　言わなければならなかった。自分はこのために生き残ったのだから。

「あなたたちは、何も、わかって、いない」




　ドアが開いた。

　その途と端たん、支し離り滅めつ裂れつな罵ば声せいが廊ろう下かにあふれ出た。廊下に出てまわれ右し、無表情に敬礼するルノアの頭のすぐそばを、ペーパーウエイトがうなりを上げてかすめ、反対側の壁かべにぶち当たって凹くぼみを作った。

　ドアが閉まった。

　しばらくルノアは敬礼したまま、ドアを見つめて動かなかった。右手を下ろす。歩きだそうとして、あいつらの姿に気づいた。

　アマルス、マリポ、アイ、チャーミー、ペスカトーレ。カデナ隊の連中までいた。

　ルノアはでたらめに涙をぬぐい、あはっと笑った。

「──情報早いわね。誰？　チャーミー？」

　誰もが、なんとなく怒おこったような顔をしていた。アイだけがぐしゃぐしゃにベソをかいていて、ハナをじゅるるるるるるとすすり、

「きょ、きょうかん、きょうかんやめちゃやだぁ」

　と言った。

「？　──ああ、やだな。そんな話してたんじゃないよアイ。だいじょうぶ。あなたたちが一人前になるまで辞やめたりしない」

「ほんとぉ？」じゅるる。

「ん」

　アマルスがうつむいたまま言う。

「ワリい──面倒かけた」

　そこで、アマルスは照れ隠かくしに、腹立たしくてたまらんという態度を大げさに装って、

「でもよ、あの問題見てたら──なんかムカついてきてさ」

　なあ、と他ほかの連中に同意を求める。ルノアは苦笑する。

　自分で決めた道。

　自信のなかった、自分のやり方。

　でも。もう、誰だれにも何も言わせない。誰に嫌きらわれてもいい。こいつらを守るためなら、どこまででも傲ごう慢まんになれる。何でも利用してやる。あれほど嫌っていたはずの、「ルノア・キササゲ大たい尉い」としての名声ですらも。

　教官冥みよう利りに尽つきる。

　こいつらは、試験に落ちるかもしれないという危険を冒おかしてまで、自分のやり方を支持してくれたのだから。




　こうして、波乱に満ちた二〇六七年操そう脚きやく兵へい第二種資格取得試験は終わった。

　波乱は、翌日の合格者発表にも尾おを引いた。

　受験者の九割が合格したのだ。

　例年の合格率が六割強であることを考えれば、これは驚きよう異い的てきな数字と言える。他ほかの訓練施し設せつからの事実確認の問い合わせが相次ぎ、オルドリンの試験監かん督とく官かんはこの事態を『設問にいくつかの誤りがあったため』と説明した。同じ説明が訓練生に対してもなされた。その詳しよう細さいは──どの設問が、どう間違っていたのかは──ついに明らかにされなかったけれど。

　大方の予想通り、カデナ隊の全員が合格者順位の上位を独どく占せんした。

　大方の予想を裏切り、ルノア隊の全員が合格した。
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　龍門亭ドラゴン・イン。

「それだけ？」

　高梁酒カオリヤンチユウをひと口なめ、ヤマグチ次官はおもしろそうにルノアの話を聞いている。

「え？　は、はい。そうです」

　甘あまい甘い。ルノアもまだまだ修行が足りない。ヤマグチ次官は、ルノアがまだ何か隠かくしていることを簡単に見破った。

「うそ。それじゃ計算が合わないわ。アポストリ少しよう佐さのあの怒おこり方は普ふ通つうじゃなかったもの。なにかもっとひどいこと言ってイジめたんでしょ」

　う。バレてる。しかし、アポストリ少佐にぶつけた最後のひと言をヤマグチ次官に言うことは、ルノアにはかなりの抵てい抗こうがある。

「教えて。なに言ったの？」

　ルノアは息をつき、バーボンをぐうっとあおった。

　言うべきだと思った。

　この人になら、理解してはもらえなくても、意見のひとつとして聞いてはもらえるかもしれない。

「──あんなくだらない試験をやって訓練生の時間を潰つぶすヒマがあるのなら、大本営と総そう督とく府ふの情報統制を撤てつ廃ぱいする努力をしたらどうだと言いました」

　本当はこんなお上品な言い方ではなくて、もっと「’アポストロフイ」がいっぱいくっついた、はっきり言えば、「俺おれ様さまのファッキン・クレイプにその汚きたねえファッキン・ハンドでさわりやがったら、てめえのファッキン・フェイスをぶん殴なぐってファッキン・マウスにファッキン・ブーツを突つっ込んでやるぜ」という類たぐいの、よい子はマネをしてはいけない口調だったのだが。

　怒おこるかな、と思ったのだが、ヤマグチ次官は笑って、

「笑えない話ね」

　と言った。

「大本営の中にもね、そういう動きってないわけじゃないの。でも、情報の選別は難しいし、上の人たちって総督府嫌きらいだし、向こうもそれは同じみたいだし。悪あく循じゆん環かんね」

「どうして、大本営と総督府ってこんなに仲なかが悪いんですか？」
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「決まってるじゃない。みんなお山の大たい将しようになりたいのよ。──まあ、それも仕方のないことなんだけどね。自分よりえらい奴やつがいるのは我が慢まんできないっていうタイプの人間でなきゃ、総督府チベツトや蒸気の海の仕事なんて務まらないわ」

　ヤマグチ次官はあきらめの笑みを浮かべる。ルノアはふと思う──自分は出で戻もどり教官だが、ヤマグチ次官も出戻り次官だ。ルノアが地球に降りたころ、当時オルドリンの教官だったヤマグチ少しよう佐さは蒸気の海に異動し、その後大たい佐さに昇しよう進しんし、オルドリンに戻って次官となっている。

　この人も、また別の泥どろの中で戦ってきたのかもしれない──と思う。

「──ルノア、話は変わるんだけど……いえ、変わってないかもしれないわね、」

「？　はい」

「聞きかじっただけだし、確証も何もないし、まだ噂うわさにすぎないような話なんだけど。でも、早いうちにあなたの耳に入れておいた方がいいと思って」

　回りくどい前振ふり。ヤマグチ次官にしては珍めずらしい。ルノアは少しだけ身構えて、

「──何ですか？」

「〈哨しよう戒かい任務同行演習〉って──まだしばらく先のことだけど、」

　そのとき、店の入り口のドアがどばーんと開いた。客の視線が一挙に集中する。

　血に飢うえた野や蛮ばん人じんの一団が、どどどどどどどどどどどっと店内に乱入してきた。

　野蛮人どもは十人。全員が略式平服のままで、全員が「二種資格保持者」というハチマキをしていて、全員が酔よっ払ぱらっていた。

　今さら言うのもバカらしいが、念のために言っておく。ルノア隊とカデナ隊の面々である。

　エモノを探す目つきで、野蛮人どもは店内を索さく敵てきした。最初に見つけたアイが、ろれつの回らない口調で叫さけんだ。

「めっけー!!　るのあきょうかんめっけたろー!!」

　ほーらみろほーらみろ、とカデナが叫ぶ。やはりろれつがあやしい。

「ぜっっっっっっっっっっっっっっっっったいここだって言ったでしょー!?　わたしはねー、るのあ教官のことだったらなぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んれもわかっちゃうんだからー!!」

　椅い子すを蹴け散ちらしテーブルを踏ふみ越こえ、野や蛮ばん人じんどもはルノアめがけて殺到した。止めようとしたウエイトレスは酒さか瓶びんではり倒され、女将おかみは「今年もか」と頭を抱かかえ、民間人カタギの客は悲鳴を上げて逃げ惑まどった。

「うわーい教官だー!!」

　マリポがルノアに抱だきつく。吐はく息の酒臭くささはハンパではなく、目は空うつろである。ルノアはマリポをぶら下げたまま、すみませんすみませんすみませんすみませんすみませんすみませんすみませんすみませんと全方位三百六十度に謝って、

「なにやってんのあんたたちは!!」

　と怒ど鳴なったのだがやはりというか何というか空しい努力であった。アマルスがぬっと顔を突つき出し、

「歌え」

「あまるすっ!!　あんたねー、」

　はーいあいちゃんがうたいまーす！　と元気よく宣言して、アイは床ゆかにぺたんと座り込み、大声で歌い始めた。歌というよりもそれは超ちよう音おん波ぱか何かに似ていた。一小節ごとにきゃははははははははと笑う。

「いいじゃない。この日は毎年こんなものよ。あなたのときだってそうだったでしょ？」

　ヤマグチ次官はそう言って微笑ほほえむ。市街まで出てきて大おお騒さわぎなんてしてませんっ！　とルノアが反論し、ルノアのボトルから勝手に飲んでいたアマルスが「誰だれだこいつは」という目でヤマグチ次官を見て、

「おー、ヤマグチ！　ヤマグチじゃねーか！」

　ルノアの顔から血の気が失うせる。

　あはははははと笑って、アマルスはヤマグチ次官の肩かたをばんばんと叩たたいた。

「飲んでっかヤマグチ!?」

「ええ」

　すいませんすいませんすいませんすいませんと頭を下げ、ルノアは背後からアマルスの首を絞しめてがっくんがっくん揺ゆさぶった。ルノアにぶら下がっていたマリポが突とつ如じよとして復活し、

「教官っ！　市街地で大騒ぎするなんて許しませんっ！　ぐんぽうかいぎですっ！」

「してないのっ!!」

「ひこくっ！　ルノア教官は──」そこでわけがわからなくなり、一挙に省略して「はんけつっ！　いかどうぶんっ！」

　厨ちゆう房ぼうから爆ばく音おんと悲鳴が上がった。ペスカトーレが乱入したらしい。チャーミーは店に突とつ入にゆうした途と端たんに潰つぶれてしまって、床の上で丸くなって気持ちよさそうに寝ている。メガネがずり落ちた赤い顔がかわいい。カデナ隊の連中が、手近にあったテーブルの上をなぎ払い、足を踏み鳴らし始めた。ナツキが叫さけぶ。

「カデナっ！　脱ぬげっ!!」

　なにくっついてんのよはなれなさいよとマリポのお下げを引っぱっていたカデナは、ナツキの声を聞いてテーブルの上に躍おどり上がった。ポニーテールのリボンをひと息にほどき、長い髪かみが泳ぎ、どっと喝かつ采さいが上がった。足を踏ふみ鳴らす音が高まる。アイがきゃははははははと笑う。カデナはスカーフを宙に舞わせ、上着を脱いで投げた。上着は、ルノアのボトルの消費に専念していたアマルスの頭にばさりとかかった。カデナはテーブルの上からアマルスをばしっと指差し、こう決めつけた。

「あまるすっ！　勝負よ今日こそ決着をつけるのよっ!!」

　何の話だ？　という顔のアマルス。足を踏み鳴らす音はさらに高まり、別のテーブルが瞬またたく間に用意された。アマルスコールが巻き起こり、アルコール漬づけのアマルスの脳ミソは、ようやく状じよう況きようを理解した。

「よぉーしやったろうじゃねえか！　かでなぁ覚かく悟ごしろよ！　きょうというきょうはタンカに乗って帰るなぁおめえだかんな！」

　アマルスも上着を脱ぬいでテーブルに飛び乗った。喝かつ采さいはいや増し、店内の興奮は最高潮に達する。

「いいかげんにしろ─────────────っ!!　あまるすー!!　かでなー!!」

　ルノアの叫さけびは喧けん騒そうに飲み込まれる。あら、あなただって脱いでたじゃない、とヤマグチ次官は冷静に指摘し、あれはキスカさんにひんむかれたんですっ！　とルノアは怒ど鳴なり、ぶら下がっているマリポがうれしそうにわめく。

「脱いだんですかっ!?　いけませんっ！　脱いですむなら警けい察さつはいりませんっ！　悪い子にはお注射っ！　お注射しますっ！」

　グラスが飛び交い、ズボンが宙を舞う。まさに女子体育会系飲み会の地じ獄ごく絵図である。ヤマグチ次官はため息をひとつ。

　こうなってしまっては、大事な話もクソもあるまい。

〈哨しよう戒かい任務同行演習〉はまだしばらく先だ。もう少し動いてみて、はっきりしたことがわかってからでも遅おそくはないだろう。ルノアがアマルスとカデナに捕つかまってひんむかれている。テレるようではまだまだ酒ガソリンが足りない。ヤマグチ隊の右側方銃手ライトガンナー、ルノア・キササゲが本気で酔よっ払うとどうなるか──小さ夜よ子こ・ヤマグチ教官はよく知っている。

　グラスを傾かたむけて苦笑を隠かくす。今夜は、大喜びしていればいい。

　──それも、今のうちだけだから。
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　翌日。購買部ＰＸからの、血も涙もない請求書がルノアを襲おそった。














落下の章









　昔話から始めよう。西せい暦れき二〇二七年、氷の海。

　オルドリン埋まい設せつコロニー群が、まだ、氷の海で寝起きする天体改造職人たちの掘っ建て小屋にすぎなかったころのこと。




　月面開発局が、月に穴を開けている。

　局側の必死の努力にもかかわらず、この極ごく秘ひ計画は記録的な早さで民間メディアにバレた。当たり前の話である。でかいクソは臭においもきつい。これだけでかいクソをした奴やつの顔も見み物ものだが、これだけでかいクソの臭いを隠かくし通せると考えた奴の顔はそれ以上の見物だ。

　さて、クソはそこにある。さっさと流すか居直るか。開発局は居直った。機密性の剝はく離りした情報なぞとっとと公開してしまえとばかりに、実にミもフタもない公式アナウンスをぶった。曰く──『自由落下坑ブラジル・エクスプレス』とは、目下建設中の輸送路の名称である。この輸送路は月面の地球側ニアサイド＝オルドリン第七階層と、反地球側フアーサイド＝シュレーディンガークレーターを結ぶ、月の中心を経由した全長３４００キロの直線軌き道どうを持つ。ここに投下された貨物コンテナは、壁へき面めんに敷ふ設せつされたリニアダンパーの補正を受け、最適軌道で自由落下し、短時間かつ低コストにて反地球側フアーサイドへ、あるいは地球側ニアサイドへと輸送される。

　ネギ食くえネギ。

　同じ金を使うならもっとマシなことに使え、というマトモな反応は意外に少なかった。計画のあまりのアホらしさゆえか、当時の大多数の者はこのアナウンス自体を信用しなかったのだ。いまだに信じていない奴やつまでいる。もっとも、アナウンス後も建設作業の実態が秘ひ匿とくされ続けたことは事実で、ただの輸送路建設をなぜ隠かくさねばならないのか、という疑問にはうなずける部分もなくはない。しかし、憶おく測そくはそこから一気に飛ひ躍やくする。

　『月移動計画』のための推進機関の埋まい設せつ坑こうに違いないとか。

　迫り来る宇宙人の艦かん隊たいを一挙に殲せん滅めつするための、超ちよう大おお型がたリニアガンの加速バレルなのだとか。

　前者はともかく、後者の噂うわさの出所に関しては興味が尽つきない。宇宙原人どもがやってきたのは、このわずか二年後であったのだから。プラネリアム襲しゆう来らいを経て月面開発局は解体されたが、恐おそるべきことに、この極秘大事業は生まれたばかりの救世軍サルベージヨン・アーミーに引き継がれた。これまた、記録的な手際のよさで。

　そして、プラネリアムが襲来した。

　そして、人々はこの穴の存在を、時間と同じ速度で忘れ始めた。命タマの心配をしなければいけないときに、穴アナの心配をしている場合ではなかった。重力を制せい御ぎよすることさえできる人類は、この暴政に対する怒りと関心を持続させることがついにできなかった。

　結局どうなったのかと言えば、誰だれもが忘れたころに、穴そのものは一応の完成を見た。計画では、続いてリニアダンパーの敷設作業にかかるはずだったのだが、たった一枚の書類がこの穴にフタをした。運用計画の無期限凍とう結けつ。理由を問われれば、救世軍は「状じよう況きようの推移によるやむなき政策の転換のため」と答えただろう。そのころにはもう、そんなことを問う奴などいなかったのだけれど。




　今、月に住む女性が「お前は穴より劣おとる奴だ」と言えば、「お前はこの上もない役立たずだ」というほどの意味になる。だが、こういう物言いも今では珍しくなり、そのココロをきちんと説明できる女性はさらに珍めずらしい。

　もう、そんなものしか残ってはいないのだ。

　自由落下坑ブラジル・エクスプレスは、一種の俗語スラングを残して人々の記き憶おくから去った。そして、今もなお、オルドリン第七階層の奥おく深くで、飽あきもせずにぽっかりとその口を開け続けている。

　闇やみがいっぱいに詰つまった、真っ直ぐな腸をのぞかせ、

　時間の腐くさった臭においの、真っ黒な口こう臭しゆうを漂ただよわせて。
































部外秘

オルドリン訓練校・第十三期哨しよう戒かい任務同行演習

セント・ヴェルヌ偵てい察さつ中隊　定期哨戒任務〝モンキー・シャイン作戦〟

最終報告資料00367　2067/06/09事情聴ちよう取しゆ映像記録より起草







質問者（以下Ｑ） ：エリカ・エリザベス・モファット情報曹そう長ちよう





大本営内務監かん査さ部調査課　204400385-03L






被質問者（以下Ａ）：チュン・マリポ二等砲ほう手しゆ





第十三期オルドリン訓練生

多た脚きやく機き甲こう戦略学科第二群２２２班Ｄ隊　206700564-01LS








Ｑ：椅い子すにかけて楽にして。

Ａ：録音されてるんですか？　これ。

Ｑ：そうよ。でも仮に、あなたがこの事情聴ちよう取しゆで強ごう盗とう殺人を自白するようなことがあっても、この記録を根こん拠きよに告発されたりすることはありません。我々の目的はあなたではないから。この聴取記録が内務監かん査さ部から外に出ることはあり得ないし、報告書作成後はオリジナルもコピーもすべて破は棄きされます。了りよう解かい？

Ａ：（返答なし）

Ｑ：では、まずあなたの姓名、階級、所属、認識番号を明らかにして。

Ａ：私が誰だれかもわからないのに呼んだんですか？

Ｑ：規則なの。

Ａ：（数秒を経て）チュン・マリポ。訓練階級は二等砲ほう手しゆ。オルドリン多た脚きやく機き甲こう戦略学科２の２２２のＤ。認識番号は206700564-01LS。好きな食べ物は菊野屋の必殺エビ地じ獄ごくの15インチ。いつもひとりで全部食べます。これでいいですか？

Ｑ：結構。じゃあ、順番にいくわ。私も状じよう況きようを完全に把は握あくしているわけじゃないから、要領を得ないところもあると思うけど、そのつもりで。まず、ルノア・キササゲ教官はあなたの部隊の専属教官であるにもかかわらず、Ｓ20カデナ隊の責任者として同行演習に参加していたわけね。これって、哨しよう戒かい任務同行演習としては、かなり異例のケースだと思うけど、ルノア教官自身の決定なの？

Ａ：そうだと思います。

Ｑ：その理由は？

Ａ：（数秒を経て）わかりません。

Ｑ：推測でもいいから。なにか心当たりは？

Ａ：（回答なし）

Ｑ：事実関係の確認に時間がかかればかかるほど、ルノア教官は不利になるわよ。後の調査で出てくるよりは、今この場でゲロした方があなたのためにもなると思うけど。事と次第によっては、「知っていたはずなのに、なぜ黙だまっていた」って、あなたまで痛くもない腹を探られることになるかもしれないし。

Ａ：脅きよう迫はくですか？

Ｑ：サービスと言ってほしいわね。事実を教えてあげただけ。

Ａ：（数秒を経て）あの演習の何日か前、教官とアマルスさんがケンカしたことはあるけど、それが原因じゃありません。

Ｑ：その調子。もっと詳くわしく話して。それはいつのこと？　アマルスさんって、アマルス・ヒホン伍ご長ちようよね？　あなたの部隊の。

Ａ：何日前のことだったかは憶おぼえていないけど、「右回り左向き」の訓練で、ルノア教官とアマルスさんがケンカしたんです。アマルスさんは操そう脚きやく長ちようだけど、あの機動が苦手で、それでルノア教官が、もっと旋せん回かい半径を小さく取るようにって注意をして、アマルスさんはこれ以上切れ込む操そう脚きやくなんかできないって言って、それで口論になって、そんなことだったと思います。

Ｑ：「右回り左向き」？「おサルを見たら右に走れ」って保育施し設せつで教わるあれ？

Ａ：基本的にはそうです。

Ｑ：へえ。あれにちゃんとした意味があるなんて初耳ね。「熊くまに遭あったら死んだフリ」ってのと同じレベルの話かと思ってたけど。

Ａ：月のプラネリアムは、人間型のもそうじゃないのも含めて、左へ動く物体より、右へ動く物体の方に強い反応を示すんです。知覚焦しよう点てんがどうしたとか月の自転の方向がどっちとか地ち磁じ気きのあるなしとか、理由については色々説があるみたいですが、詳くわしくは知りません。とにかく、近接戦せん闘とうになったら、プラネリアムに向かって右側に、回り込むようにして接近すると、わりと死角に入り込みやすいんです。地球では逆で、「左回り右向き」になるんですけど。

Ｑ：ま、いいわ。で、具体的にそれは、どの程度のケンカだったの？　殴なぐったりは？

Ａ：それが重要なんですか？

Ｑ：あるいはね。

Ａ：（数秒を経て）ほんのちょっとだけ。殴ったっていうよりは、つかみ合いです。

Ｑ：で、どう決着がついたわけ？

Ａ：そのあと、消灯時間の少し前くらいだったと思いますが、アマルスさんがルノア教官の部屋に謝りに行きました。それでおしまいです。これで私の知ってることは全部です。でも、ルノア教官はあのケンカが原因で私の部隊の責任者から降りたんじゃありません。ルノア教官は、そんな人じゃないです。なにか、私たちには話せない、別の理由があったはずです。

Ｑ：例えばどんな？

Ａ：（数秒を経て）それは、わかりませんけど。

Ｑ：それで、ルノア教官が同行演習で、カデナ隊の責任者になるって決めたのはいつ？

Ａ：正式に決まったのがいつなのかはわかりません。でも、わたしが知ったのはその日です。

Ｑ：その日というのは、ルノア教官とアマルス伍ご長ちようがケンカをした日？

Ａ：そうです。

Ｑ：誰だれに聞いたの？　ルノア教官から直接？

Ａ：アマルスさんです。謝りに行ったら、そういう話をされたって言ってました。

Ｑ：ルノア教官がカデナ隊の責任者になったのなら、あなた方の責任者は？　ルノア教官が、紹しよう介かいしてくれた代わりの誰か、ってことなのかしら？

Ａ：そのはずです。

Ｑ：誰？

Ａ：キスカ・トレツォフ中ちゆう尉いです。私たちが同行した、キスカ斥せつ候こう隊たいの分隊長です。

Ｑ：ああ、キスカ・トレツォフ少しよう佐さね。

Ａ：（数秒を経て）現在はまだ行方ゆくえ不明という扱いのはずです。回収された中ちゆう尉いのクレイプの残ざん骸がいに残っていた組織片を、ＤＮＡ照合中と聞いています。

Ｑ：戦せん闘とう中にトレツォフ少しよう佐さが味方機に誤射された可能性は？

Ａ：（返答なし）

Ｑ：冗じよう談だんよ。
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　ルノアもキレていたし、アマルスもキレていた。

　オルドリンの過去にも類を見ない、めちゃくちゃにハイレベルなケンカだった。




　いつもの格納庫ドツク。

「戻もどれ」

　ルノアは、命令をした。

　さっきまでの嵐あらしの如ごとき暴言がまるで噓うそのように、アマルスは押し黙だまったままポケットを探る。憎にくまれ口や悪態を並べているうちは、実はアマルスはまだ冷静なのだ。滅めつ多たにないことだが、本気でキレるとアマルスは黙り込む。ルノアに背を向けたまま、無言で煙草たばこに火を点つける。ルノアをバカにするように天に向かって煙けむりを吐はいた。

　ルノアはもう一度命令した。

「コクピットに戻りなさい」

　マリポとチャーミーとアイとペスカトーレが、ハッチから顔をのぞかせている。無視して歩き去ろうとするアマルスの33型汎用Ｄシエルの襟えりを、ルノアは背後から無造作につかむ。

　アマルスの肩かたに狂きよう暴ぼうな力が収しゆう束そくする。

　アマルスは腰こしを沈しずめ、身体からだを半分だけ右に開いて背後に肘ひじ、ルノアの水みぞ月おちへ。殺意が手に触ふれそうな、完全に狙ねらった一いち撃げきだった。もはやアマルスは「当たる」とも「かわされる」とも思っていない。繰り出された肘は20センチほど空を切っただけ、最強の衝しよう撃げき力りよくが得られるタイミングを割っても肉を嚙かめなかったと思った瞬しゆん間かん、あっさりとそれを捨てて次に移る。腰こしの回転を蹴けり足に振ふり落とし、横ざまに抜ぬき打つ刃やいばのような軌き道どうで

　ねじれた力が、アマルスの上半身を貫つらぬいた。

　後でアマルスがペスカトーレに聞いたところによると、それは左の掌しようだったという。しかし、今のアマルスには、それが拳法パンチだったのか腿法キツクだったのか靠法ダツシユだったのか、そんなことすらわからなかった。完全にバランスを崩くずされて上体が泳ぎ、よろめきながらも飛びのいて距きよ離りを取ったつもりで、どうにか振り返った。

　鼻と鼻がくっつきそうな距離に、ルノアがいた。

　そして、ルノアは「にっ」と笑って、アマルスの唇くちびるに、ついばむようなキスをした。

　ちゅっ

「……!!」

　音を立てて頭に血が上った。やけくそになった。腹にヒザ、そう思った瞬しゆん間かん、それを予知していたかのようなタイミングで出で足あしに蹴けりを突つっ込まれ、腹に交通事故レベルの衝しよう撃げきが出現し、身体からだがくの字に折れ曲がって、フック気味の掌しようで横っ面をぶち抜ぬかれた。それでも失神しなかったのはアマルスだからだ。アマルスは吠ほえ、ルノアは激情に憑つかれていた。思考回路が吹っ飛んでしまった二人の肘ひじと拳こぶしが、さらに互たがいの急所を狙ねらった。

　マリポがルノアに、チャーミーがアマルスに、バケツで水をぶっかけるのがあと数すう瞬しゆんでも遅おくれたら、どうなっていたことか。

　静寂。

　マリポは空っぽになったバケツを床ゆかに叩たたきつけた。肩かたで息、目には涙。うつむくチャーミーの手からもバケツが落ちた。ちゃんとバスタオルまで用意しているところがチャーミーだった。それまで硬こう直ちよくしていたアイがベソをかき始めた。いつになく冷めた目をしたペスカトーレが小指でハナクソをほじっていた。

　ルノアとアマルスは、凍こおりついたように動きを止めて、四人を見つめ返していた。

　惚ほうけたようなツラで、全身ずぶ濡ぬれになって、髪かみから水を滴したたらせて。

　どのくらいそうしていたのか、誰だれにもわからない。

　意志に反してアマルスの両ひざが落ちた。力の引っかかりどころが唐とう突とつに消失してしまったような感じ。格好カツコ悪わりい──そう思いはしたが、アマルスの身体はもう、少し叱しつ咤たしたくらいではどうにもならない状態にあった。

「アマルスさん……！」

　マリポの声は震ふるえていた。マリポとチャーミーが駆かけ寄り、アマルスのびしょ濡れの身体を支えた。アマルスの鼻すじをつたう水すい滴てきが切れた唇を渡り、血混じりの薄うす赤あかいしずくになってあごから落ちる。

「今日は、終わり」

　その言葉にマリポが顔を上げたときには、ルノアはもう背を向けていた。

「きょ──」

　歩き去るルノアの容よう赦しやのない歩調に、マリポの呼びかけは失速して消えた。濡れた足あし跡あとを残しながら、ルノアは大おお股またで歩き、隔かく壁へきをくぐり抜けて格納庫ドツクを後にした。




　部へ屋やに戻もどろうと思った。

　エレベータホールまでは持ちこたえた。

　そこで限界がきた。ルノアはびしょ濡れの背中で「△」と「▽」の両方のボタンを押し、そのまま二基のエレベータの間の壁かべに背中をあずけ、ずるずると座り込む。自販機のＡＬＦ広告、空中でくるくる回るコーヒー缶かんを見つめる。動くことをやめたら、動けなくなった。

　寒い。

　エレベータが着いて、ドアが開いても、ルノアは身動きひとつしない。降りてきた誰だれかの足がもつれるように止まった。そいつの視線がわずらわしかった。

　あっち行け。

「──ルノア教官、」

　気がつけばそれは、ＰＸブランドのバッグをかついで、クリップボードをわきに抱かかえたカデナだった。

「です、よね……」

　カデナは、ひどく自信のなさそうな感じでそう言った。ルノアの濡ぬれた髪かみはぺったんこになっていたし、前髪が顔にはりついていたから、すぐにはわからなかったのかもしれない。

　思いがけなく震ふるえる息を嚙かみ殺した。

　ずぶ濡れであることが有り難かった。
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　奴やつらは群れる。常に息をひそめ、獲え物ものが現れてはじめてその姿を見せる。

　訓練生の話ではない。エテ公の話である。

　ひとつのプラネリアム集合の中には、通常は複数の、戦せん闘とうを指し揮きする「ボス」がいる。このボスザルは『α』あるいは『指揮個体エイプ・ロード』と呼ばれ、救世軍サルベージヨン・アーミーのすべての駐ちゆう留りゆう地ちは、これまでにその存在を確認したすべての指揮個体エイプ・ロードの識別要素を記録し、データベース化している。正体不明の敵性個体が、しばしば『検索不能ファイル』という呼び方をされるのはこのためだ。

　そして、氷の海埋まい設せつコロニー群守備隊のデータベースによれば、オルドリンには最低二つのプラネリアム集合──『ジャック・カンパニー』と『ゾディアック・ブラザーズ』が存在し、確認されただけで四体の指揮個体エイプ・ロードが今も「いる」のだという。幸いなことに、その分布はオルドリンの第六階層よりさらに下、遥はるか昔に市街建設が放ほう棄きされ、隔かく離りされた無人の領域である。

　これまでの民間の死傷者はゼロだ。

　少なくとも今のところは。

　少なくとも記録では。

　そして、オルドリンに駐留しているセント・ヴェルヌ偵てい察さつ中隊の任務とは、この二つのプラネリアム集合と四体の指揮個体エイプ・ロードに対する監かん視し・警けい戒かい・調査であった。この偵てい察さつ中隊は三十六の斥せつ候こう分隊からなり、これら斥候分隊は定期的にオルドリン下層の担当区域を偵察している。これを中隊では「定期哨しよう戒かい任務」と呼ぶが、その主目的は各種データの収集と、プラネリアム死し骸がいの発見と回収である。敵勢力の掃そう討とうは守備範囲外だ。が、これまでに遭そう遇ぐう戦せん闘とうが皆無であったと言えば噓うそになる。

　セント・ヴェルヌの偵察任務に、操そう脚きやく兵第二種資格を有する訓練生が教官とともに同行し、本物の「現場」を体験する。それが、ここオルドリンにおける〈哨しよう戒かい任務同行演習〉であった。

　第十三期訓練生にとってはこれが『最初の実務演習バージン・ダスト・オペレーシヨン』となる。ケが生えたばかりの訓練生たちが、部隊ごとに斥せつ候こう分隊に割り振ふられ、地の底へ赴おもむいて本物の実務の一いつ端たんをこなすのだ。つまり、ヘタに転べば本物の戦闘に遭遇して本当に戦死することもあり得る。担当教官は訓練校側の「現場責任者」という立場でこれに同行するが、基本的に口出しも手出しもしないし、できない。普ふ段だんは担当教官が有している訓練生部隊への第一次指し揮き権けんが、同行演習中は斥候隊の分隊長に委い譲じようされるのである。つまり、訓練生たちは、多少は気心も知れているであろう担当教官からも切り離され、おっかないおばちゃんの指揮のもとで、ヤられちゃうかもしれない恐きよう怖ふと戦わなければならない。

　この哨戒任務同行演習を五日後にひかえ、最近のオルドリンには、帯電したカミソリのような雰ふん囲い気きが満ちている。

　過去の同行演習中に、実際に遭遇戦が発生したケースは一度もない。ないのだが、そんなことは何の保証にもなりはしない。おまけに、どの部隊がどの斥候分隊に割り振られるのかがまだ未定であるということも、訓練生たちの不安に拍車をかけていた。部隊の割り振りは、訓練生たちにとっては一大関心事である。あの斥候隊の担当地区は「ヤバい」とか、あの斥候隊の連中は根性曲がりのサディストばかりだとか、そういった割り振りの当たり外れというのは明確にあるからだ。

　二種試験に合格したときの、あの鼻息はどこへやら。

　が、それも無理からぬことなのだ。忘れてはいけない──常日頃から「訓練生」などと呼ばれ、オモチャの階級を振り回していきがってはいるが、本当に戦う覚かく悟ごができている奴やつなどひとりもいはしないのだ。彼女たちもまた、フタを開けてしまえば何のことはない、ただでさえ不安定なお年ごろの、それでなくてもホルモンぎらぎらの、当たり前な女の子の集団なのだ。飛び交う噂うわさに振り回され、「いるかもしれない敵の姿」におびえ、彼女たちは戦々恐きよう々きようと日々を送っていた。

　恐こわいものは恐いのだ。

　そして、それは教官たちも同じだった。




　──今日きようのことは、そのせいもあるんだと思う、きっと。

　電気椅い子す通りの自分の部へ屋やに戻もどり、着替えをすませ、ベッドに腰こしを、胸に気持ちを落ち着けて、ルノアはぽつぽつと事の経けい緯いを説明し、最後にそう言った。その途と端たん、

「そういう問題じゃありません！」

　いきなりカデナが怒おこり出した。

「だって、あいつって、アマルスって前からそうじゃないですか！　訓練生なんだし、できないことくらいあって当たり前だし、できないことだから訓練をするんです！　なのに、注意されたらへソ曲げて、叱しかられたら殴なぐりかかってくるなんて！　人の助言を攻こう撃げきとしか認識できないなんて犬以下です！　誰だれがどう見たってアマルスが全面的に悪いんです！」

　ルノアの隣となりに座っていたカデナは猛もう然ぜんと立ち上がり、ルノアの前を行ったり来たりしながらそう主張した。ちょっと呆あつ気けにとられていたルノアだったが、またすぐに沈しずみ始め、

「──でも、でもね、わたしもやりすぎたし、もうちょっと別な言い方してれば、」

　カデナはぴたっと立ち止まり、ものすごい剣けん幕まくで、

「ダメですそういうのは！　そりゃ今はいいですよ、ルノア教官はそこまで考えてくれる人だから！　でも、アマルスにはこれから先、そんなこと全然考えない人の下で働くことになる可能性だってあるんです！　あいつはルノア教官に甘あまえているだけなんです！」

　それは、どうかな──と、カデナの勢いに気け圧おされつつも、ルノアは思う。

　一見冷めているようでいて、思いがけなく沸ふつ点てんの低い何かを抱かかえているような、アマルスには確かにそういうところがある。それが軍という組織においては、好ましからざる資質であることも事実だ。しかし一方で、そういうアマルスを御ぎよしきれなかったルノアが指揮官として無能である、という言い方も成り立つ。カデナの言葉は、そのままルノアにも跳はね返ってくるのだ。ルノアだってこれから先、どんな訓練生を担当することになるかわからない。

　加えて、今現在も、アマルスに命令を下す立場にいる人間はルノア以外にも山ほどいる。そして、ルノアなどより遙はるかに理り不ふ尽じんで冷れい酷こくな誰かの指示にアマルスが淡たん々たんと従う場面を、これまでルノアは何度も見てきた。その気になれば、アマルスは自分の抱える「沸点の低い何か」を抑え込むことができるのだ。

　相手がルノアであったからこそ、アマルスは爆ばく発はつしたのだ。

　それは、何を意味するのか。

　それこそが甘えだと断じてしまえば、それまでだが。

「そのこと、いっぺんガツンと言ってやった方がいいんです！　それがあいつのクスリになるか毒どくになるかはわからないけど、そんなことが毒になっちゃうような奴やつが、やれって言われたこと黙ってやれない奴が、兵士になろうなんて考えるのがそもそも間ま違ちがいなんです！」

　──そうかもしれない。

　カデナの言うことにも、確かに一理ある。腹立たしくてたまらんとでも言いたげな様子で目の前をうろうろしているカデナを、ルノアはなんとなく目で追った。

　思えば、こういうのは二回目だ。

　この上なく格好のつかない現場を訓練生に押さえられてしまったことも、

　その後、その訓練生になぐさめられるのも。

　前回は酔よっ払ぱらってマリポで、今回はびしょ濡ぬれでカデナだ。しかし、カデナのなぐさめ方は、マリポとはまたひと味違ちがっていた。マリポは、相手に感情移入することで相手と同じ所まで潜もぐり、捕つかまえて引っぱり上げる。カデナは、相手に成り代わって怒いかり、言葉の勢いで相手の悩なやみを破は壊かいする。

　もちろん、両者とも、理り屈くつでやっているわけではないのだろうけれど。

「ね、だから、アマルスたちの教官なんてやめにして、私たちの教官になっちゃえばいいんです。戦死の理由がストレス性胃い潰かい瘍ようだなんて、かっこ悪いですよ？」

　いきなりカデナの口調が切り替わり、話がとんでもない方向にすっ飛んだことに驚おどろいて、ルノアは顔を上げた。

　のぞき込んでくるようなカデナの顔には、いたずらっぽい笑みが浮かんでいた。

　本気を冗じよう談だんにしてしまうための笑みだった。

「──いいかもね、それ」

　ルノアはそう言った。笑みを浮かべて。

　ルノアのそれもまた、「本気を冗談にしてしまうための笑み」であるかもしれなかった。

　自分でも、はっきりとはわからなかった。今の自分が疲つかれているのは事実であり、高きから低きへ水が流れるのと同じ理屈で、疲れなくてもすむ場所へのあこがれが確かにあった。

　カデナ隊の担当教官となることに魅み力りよくをまったく感じないと言えば、それは、まぎれもない噓うそだった。

「そう言えばさ、」

　ルノアは無理に話を変えようとした。思いがけなく不ふ透とう明めいな自分の本音に動どう揺ようしていた。

「カデナたちの同行演習の現場責任者って、誰だれなの？」

　もれちゃった──そんな感じだった。マズいこと言った──言ってしまってからそう思った。

　カデナの表情が、一いつ瞬しゆんだけ止まった。

「まだ、決まって、ないんです」

　別に大たいしたことじゃない、そんなふうに装った、宿題を忘れた言いわけをしているようなカデナの口調。ルノアはあわてて取り繕つくろおうとする。

「あ、あの、それはさ、きっと──」

　言葉がもつれる。気まずい雰ふん囲い気きに拍はく車しやがかかる。きっと──何だというのか。わかりきっている。あなたたちが優ゆう秀しゆうすぎるから。教官たちからも訓練生たちからも、ある意味ルノア隊よりも嫌きらわれ、恐おそれられているから──

　ドアが電子音を鳴らした。

　誰だれかが来た。

　ドアロックの無停止システムが警けい戒かい態勢にシフトする。監かん視し系、迎げい撃げき系、通信系が起動。ドアの外できょろきょろしている埋まい設せつコロニー群守備隊次官秘書、ヤヨイ・キサラギ事務准じゆん尉いの顔がＡＬＦで空中表示される。このずいぶんと厳重な阻そ止し機構は、去年の今ごろにアームストロング訓練校で起こった教官に対するリンチ殺人の影響であり、オルドリンの涙ぐましい予算マジックの成果のひとつだった。

「それじゃ、私、あの、失礼します」

　ルノアと二人きりでなくなった途と端たん、カデナは急に自意識過か剰じようになって、あたふたと帰り支じ度たくを始めた。

「え？　あの、ちょ、カデナ、まっ──」

　ルノアが止める間もなく、カデナは勝手知ったる感じでドアのコンソールを操そう作さしてロックを解除し、ドアが開くのももどかしく部へ屋やを飛び出していった。あわててベッドから腰こしを上げ、ルノアはカデナの後を追いかけようとして、ドアのすぐ外に立っていたヤヨイ・キサラギと正面衝しよう突とつし、二人でもつれあって廊ろう下かに転がった。二人分の悲鳴が上がり、

　そのときにはもう、廊下にはカデナの姿はなかった。

「あ、あの、」

　ルノアの下敷きになったままのヤヨイがつぶやき、ルノアはあわてて身体からだを起こした。

「あ──あの、ごめん、ほんとにごめんね。大だい丈じよう夫ぶ？」

　ルノアの手を借りて立ち上がり、ヤヨイはスカートの乱れを直す。廊下の左手、カデナが走り去っていった方をちらっと見て、しかしそのことには触ふれず、一通の封ふう筒とうをフォルダーから取り出してルノアに差し出した。

「──これなんですけど、小さ夜よ子こさんからです。今すぐ読んでほしいそうです。あの、」

　デスク備え付けの、救世軍サルベージヨン・アーミーのマークのついた、よくある封筒だった。

　それを目にしたルノアの表情が、少しだけ硬かたくなった。

　封筒をルノアに手渡し、ヤヨイは少し声をひそめて付け足す。

「必ず、本人に直接手渡してくれって、そう言われました」

　それだけ聞けば十分だった。ヤヨイに礼を言ってすぐに部屋に引っ込む。ドアをロックし、ドアに寄りかかって封筒を見つめた。表にも裏にも、何も書かれてはいない。手にした感じは薄うすっぺらで、中身は二つ折りの機密用紙が一枚とか、そんなところだろう。

　原始メール。わざわざ。

　つまりは、電子回線を使えないような危険な内容、ということである。歴史をかえりみても、電気仕掛けのないしょ話が「通信の秘密」を保証してくれたためしはない。機密情報のあふれる昨さつ今こん、重要な情報の記録媒ばい体たいは可能な限り「紙」であり、その送信手段は走れる限り「足」なのだ。

　ルノアは封を切る。

　封ふう筒とうの中身は、便びん箋せん一枚だった。手書きでサインはなし。読み終えるのに十秒もかからないような短い文面。

　にもかかわらず、ルノアにとってそれは、極めて重大な文面だった。

　以下は、その全文である。




　Ｂ中ちゆう将じようが動いています。最近、大本営経由の某ぼう筋すじから、哨しよう戒かい任務同行演習の部隊割り当てに関する問い合わせが頻ひん繁ぱんにあります。まだどの部隊がどの斥せつ候こう隊に割り振ふられるかは決定していません。Ｒが何か仕掛けてくるわ。相談にはいつでも乗りますが、私たちの端たん末まつは監かん視しされている可能性があるので、連絡はＹを通して。気をつけて。
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部外秘

オルドリン訓練校・第十三期哨戒任務同行演習

セント・ヴェルヌ偵てい察さつ中隊　定期哨戒任務〝モンキー・シャイン作戦〟

最終報告資料00367　2067/06/09事情聴ちよう取しゆ映像記録より起草







質問者（以下Ｑ） ：エリカ・エリザベス・モファット情報曹そう長ちよう





大本営内務監かん査さ部調査課　204400385-03L






被質問者（以下Ａ）：チャーミー・グリント二等通信士





第十三期オルドリン訓練生

多た脚きやく機き甲こう戦略学科第二群２２２班Ｄ隊　206700570-01LS








Ｑ：アマルス伍ご長ちようのことなんだけど、ケンカした後の様子を話してくれない？

Ａ：すぐにユニットに連れて帰りました。アマルスさんていつも、ケンカした後は勝っても負けても相手の悪口ばっかり言うんですけど、あのときは様子が違ちがってて、わたしたちが話しかけてもなにも答えないんです。わたしたちの方が興奮してるくらいで、わたしはとにかくみんなを落ち着かせようと思って紅茶をいれました。ご存じですか？　ＰＸで売っているファームコロニー産のものでも、コペルニクスとかクラビウスとかはお安くて、オルドリンは気圧が高いからうまく淹いれればとても香りが良くておいしい──

Ｑ：紅茶の話はまた今度にして。

Ａ：あ、はい。お茶を飲んでいる間もしばらくは、アマルスさんは黙だまったままでした。他ほかの人たちは色々喋しやべっていたけど、内容までは憶おぼえていません。そのうちに、アマルスさんが何か言ったんです。「やっぱりわたしが悪かったのかな」とか、そんな意味のことだったと思います。みんな、なんだかほっとしてしまって、哨しよう戒かい任務同行演習も近いし、あれは事故みたいなものだったんだとか、教官だって気が立ってたんだとか、そんなことを言いました。教官を信じよう、これまでずっとそうやってきたんだから、って。

Ｑ：そのあと、アマルス伍ご長ちようはルノア教官の部へ屋やまで謝りに行ったそうね。それは、彼女の自主的な行動？

Ａ：アマルスさんには最初からそのつもりはあったと思います。ただ、あの人、なんて言うか、意地っぱりだから、周りがやいのやいの言って「仕方ないな」って腰こしを上げるっていう感じにしてあげないと。そういうの苦手な人なんです。

Ｑ：手のかかる伍長さんね。

Ａ：でも、アマルスさんはいつも、わたしたちの代弁者なんです。いま思えば、あのときってわたしたちみんな、寝ても覚めても同行演習のこと考えてカリカリしてたし、それは教官も同じだったと思うんです。教官、訓練中にもほんのちょっとしたことで怒ど鳴なったり、急にぼーっとしたりして。でも、アマルスさんってそういうのにすごく敏びん感かんで、いつもは知らん顔しているけど、ある日突とつ然ぜんそのこと教官にぶつけたりするんです。あのときだって、みんなの言いにくいことを自分が代わりに言おうっていう気持ちがあって、それで話がこじれちゃったんだと思うんです。そういうこと、なにもあのときが最初じゃありませんから。いつだってそうでしたから。

Ｑ：で、教官の部屋にはアマルス伍長がひとりで？

Ａ：はい。

Ｑ：誰だれかついていったりはしなかったの？

Ａ：いいえ。そういうの、アマルスさん嫌いやがりますから。

Ｑ：盗ぬすみ聞きとか、そういうことは？

Ａ：しません！

Ｑ：あなたの成績見たわ。一本だけ、でっかいツノが立ってるわね。あなたならできたんじゃないの？　教官の部屋の端たん末まつのカメラとマイク使うとか。

Ａ：そんなことしてません。のぞいたりとか、そういうことはしないってアマルスさんと約束しましたから。

Ｑ：調べてもいいんだけど？

Ａ：ご随ずい意いに。でも、無む駄だだと思います。仮にわたしがそれをやったのなら、あなた方が束になっても、わたしのシッポをつかめる可能性はゼロです。

Ｑ：大した自信ね。

Ａ：はい。わたしにはこれしかありませんから。わたしはこれでみんなを守るんです。

Ｑ：あなた、卒業したらウチに来ない？

Ａ：せっかくですが。わたしたちはみんな卒業したら、ルノア小隊に配属になるって決まっているんです。わたしにはわかるんです。必ずそうなるって。わたしはルノア隊長の元で、救世軍最速の通信兵インテリジエント・コマンダーを目指します。それがわたしの夢です。
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　ひとりで行かせてくれること。

　端たん末まつへ侵しん入にゆうして会話をモニターしたりしないこと。

　これだけは譲ゆずれなかった。この二つのことを条件に、アマルスは教官の部へ屋やに謝りに行くことを呑のんだ。背中に視線を感じながら、ふてくされた表情で部屋を出た。口元のアザの上からは、小さく切った滅めつ菌きんガーゼがテープで貼はりつけられていた。エレベータのホールまでは来て、ちょうど来ていたエレベータには乗らずに、廊ろう下かに並んでいる自販機で缶かんコーヒーを買った。

　自販機に寄りかかって、飲んだ。口の傷にしみた。

　予よ鈴れいが鳴った。じきに消灯だ。ホールには大した人通りがあるわけでもない。しかし、その数少ない通りすがりの連中がひとり残らず事情を知っていて、ちらちらと視線を向けてくる──そんな気分にとらわれた。にらみ返してやった。

　それにしても──

　ルノアは強かった。

　とても自分の敵かなう相手ではない。Ｇ検は初段のはずだが、あれに比べたら二段のカデナなど幼稚園児だ。相手を呑め──土光壱式ドコウ・タイプ・ワンでは、最初にそう教えられる。相手を恐きよう怖ふさせ、自分が恐怖しなかったら九割かた勝ったも同じだ、と。

　そして、そのレベルで、自分はすでに負けていたのだとアマルスは思う。ついこの間まで、体液囊ケミカルマインやプラズマウィップを相手にケンカをしていた人間が、たかが訓練生のゲンコツに恐怖を覚えるわけがない。

　実戦を知る者の違ちがいを、アマルスはまざまざと見せつけられた気がした。

　くそ。

　空あき缶かんをトラッシュボックスにぶち込む。

　同行演習は一秒ずつ近づいてくる。しばらく前から、自分はそのことで頭がいっぱいになっている。今日きようの自分が普ふ通つうではなかったことは百も承知だ。

　根っこには、寄りかかるものを求める気持ちがあったのかもしれない。

　ところが。

　見解の相そう違いが口論へと発展し、あっという間に怒ど鳴なり合いになって、売り言葉と買い言葉が飛び交かった。言い過ぎたと自分でも思っている。ああ言っても、ものの見事に理り屈くつで切り返されて、ぐうの音ねも出なくなるまでこてんぱんに言い負かされる。いつもみたいに。そう思っていたし、どこかでそれを望んですらいたのに。

　先に手を出したのも自分だ。

　重い腰こしを上げ、エレベータのボタンを押した。待つ。乗る。降りる。落書きだらけの電気椅い子す通り。真ま面じ目めな訓練生には用のない場所であるが、アマルスもここに来るのは初めてだった。真面目だからではない。スプレーで落書きなんてチャチなことして何が面白いんだ──アマルスはそう考えるタイプだったから。数々の落書きを眺ながめながらアマルスは歩いた。ルノアの部へ屋やの前まできた。

　通り過ぎた。

　突つき当たりまで行って戻もどってきた。

　そして、それに気がついて、少し驚おどろいた。ルノアの部屋のドアに、落書きがあったのだ。

　それはピンクのスプレーで、足元近くに、どこか遠えん慮りよがちな感じで書かれていた。ルノアは気づいていないのかもしれない。それとも、消すのも面倒なので放っておいてあるのか。

　こうあった。

『Ｋ．Ｍ．はルノア教官が好き』

　──カデナ。あのなあ、

　アマルスはがりがりと頭をかいた。普通でないといえば、あいつもかなり普通ではない。顔を合わせるたびにいがみ合い、ケンカをしていたころが今では懐なつかしい。

　ＩＤデコーダーの表示、[image: 二重引用符]LOCKED[image: 二重引用符]を確認して、自分のＩＤをスリットに通した。

　小さく咳せき払ばらいをした。

　ひと言でいい──そう自分に言い聞かせた。

　居留守を使ってくれたらいい──少しだけそう思った。

　ドアは、開いた。

「なに」

　事務的な口調。

　まるでアマルスを待ち受けていたかのように、開いたドアのすぐ向こうにルノアはいた。アマルスの行く手をふさぐかのように両手を入り口のふちに置き、片足に体重をかけて、だらっと立っていた。ほんの少しだけ顔をうつむかせ、ななめにアマルスを見ている。読めない表情。

　アマルスは少しだけたじろいだ。挫くじかれそうになった決心を必死で支えた。こうと決めたら、アマルスはやるのである。ここで逃にげたらかっこ悪い。

　覚かく悟ごを決めた。

「……あ、あのよ……さっきは、その、」

「さっきのことならもういい。こっちこそ大人おとなげなかったわ」

　初めて会ったころのような、ヤマグチ次官によく似たあの調子。

　もういいと言われてしまったら、アマルスは何も言えない。

「そっちはそれだけ？」

　そう尋たずね、なすすべのないアマルスの沈ちん黙もくを三秒数えて、ルノアは続けた。その目は、アマルスの口元のコラーゲンフィルムから動こうとしなかった。

「ちょうどわたしも話があったの。他ほかの連中には、あなたから伝えてくれない？」

　そこで一息ついて、ルノアは残りを一気に喋しやべった。

「今度の哨しよう戒かい任務同行演習、私はカデナ隊を指揮することになったから。まだ、どの地区担当のどの斥せつ候こう分隊に同行するのかは決まっていないんだけどね」

　アマルスは、ルノアが何を言っているのか、とっさには理解できなかった。頭の芯しんがしびれたようになって、言葉も出なかった。今、自分はさぞかし間ま抜ぬけな顔をしてるだろうなと、そんなことを考えるのが関の山だった。

「あなたたちの部隊の責任者の後任はまだ未定だけど、心当たりがないわけじゃないから心配しないで」

　あなたたちのぶたい？

　なんだよそれ。「わたしの部隊」じゃないのかよ。──それとも、




　これからはそうじゃなくなるってことなのか？




「伝えといてね」

　入り口のふちにかけていた右手を少しだけ動かして、ルノアは壁かべのコンソールのボタンに触ふれた。ロックシステムがドアの進路に障害物がないことを確認し、

　二人の目の前で、何かを切断するようにドアが閉じた。

　話は、終わった。

　アマルスは、回れ右して立ち去ろうとして、背中でドアに寄りかかった。

　ルノアは、回れ右してベッドに直行しようとして、背中でドアに寄りかかった。

　簡易エアロック仕様の、耐たい熱ねつ性せいに優れ、酸やアルカリにも強く、音を漏もらさず、大きな衝しよう撃げきにも耐たえ得る、『Ｋ．Ｍ．はルノア教官が好き』と書かれたドアだった。

　二人は同じドアに背中をあずけ、アマルスは天てん井じようを見つめ、ルノアはうつむいて、身動きもしない。

　ドアは何も伝えはしない。

　アマルスが後頭部で力任せにドアに頭ず突つきをしたことも、ルノアが背中をドアにこすりつけながらずるずるとへたり込んだことも、向こう側には伝わらない。




　それから後のアマルスの記き憶おくは混乱している。

　あの後、どうやって部へ屋やに戻もどってきたのかさえ、アマルスははっきりと憶おぼえてはいない。ただ、腹の中が煮えくり返るようで、胸が苦しくて、言いたいことを怒ど鳴なり散らし、自分の周りにあるすべての物体に、徹底的に八つ当たりをしたことはうっすらと記き憶おくにある。まともにものが考えられる精神状態ではなかった。

　マリポは泣いていた。慰なぐさめる余よ裕ゆうのある奴やつはいなかった。

　こんなときでも笑ってみせるチャーミーを少し尊敬した。

　アイはＴＶを見ていた。いつまでも、いつまでも見ていた。

　ペスカトーレが何か言って、アマルスがぶん殴なぐったらケンカになった。止める奴など誰だれもいなかった。ペスカトーレは普ふ段だんと同じに、へらへら笑いながら拳こぶしを振ふるい、手加減というものをしなかった。

　ペスカトーレにもアマルスは負けた。

　自分の部屋にこもり、アマルスはベッドの上で手足を投げ出して、壊こわれたように天てん井じようを見つめ続けた。痛いのは、ペスカトーレに殴られたところだけだと信じた。

　自分の言った言葉を思い出す。

　──やっぱり、私が悪かったのかな。
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　五日後、オルドリン第十三期哨しよう戒かい任務同行演習は、予定通り実施された。

　当日のカデナ隊の欠員なし。現場責任者、ルノア・キササゲ大尉、オルドリン多た脚きやく機き甲こう戦略学科教官。セント・ヴェルヌ偵てい察さつ中隊・ハキーム斥せつ候こう隊に同行。

　当日のルノア隊の欠員なし。現場責任者、キスカ・トレツォフ中ちゆう尉い、セント・ヴェルヌ偵察中隊キスカ斥候隊分隊長。同中隊・同斥候隊に同行。































　哨しよう戒かい任務同行演習の当日、オルドリン埋まい設せつコロニーのほとんどすべての階層に寒冷気流が発生した。天気予報は当たり障りのない範囲ですべての警けい報ほうを出し、市民に外出を控ひかえるように呼びかけていた。しかし、当の市民たちはそんなものには慣れっこになっていて、着き膨ぶくれた格好の、白い息を吐はく女性たちの群れが、市街にはいつもと同じようにあった。寒冷気流やテロやプラネリアムなどものの数ではない──退たい屈くつこそが、彼女たちにとっては最も恐おそるべき敵なのだ。




　２５００平方メートルという巨きよ大だいなエレベータ床しようが、時速３キロで降下していく。

　大きすぎて視界に収まりきらない紙芝居。階層を通過するたびに、タングステンワイヤーの格こう子しの向こうをゆっくりと、下から上に通過していく光景。市街区や居住区のそれではない。それは、あるときは増設区画フロンテイアの濃こい闇やみの中で蠢うごめく掘くつ削さく機器の巨大な影であったり、解かい剖ぼう図ずのような一面のパイプの連なりであったり、何をするでもなく立ち尽つくしている保守要員たちのエイリアンのようなアルカリ防護服の群れであったりした。しかし、それも第八階層までの話。そこから下は、今では電力すらまともに供給されない、人の通うことのない、多くの人々にとっては悪夢の中でしか訪れることのない領域だ。闇やみをさらに下る。

「カデナ、もうすぐ着くわ。外気温マイナス38、気圧１・36」

　網もう膜まく映像に目を奪うばわれていたカデナは、その声で我に返る。

「全武装の安全処理をサスペンド。ナツキ、母線からの電力分配確認」

　カデナはヘッドギアのバイザーを押し上げ、コクピットの中を見渡した。いつもと同じ、暑くて寒いコクピット。全員の緊きん張ちよう感かんが肌はだから溶とけ出して、空気をべとつかせている。

　いつもと同じだ、いつもやっていた、あのシミュレーションと同じ──誰だれもがそう自分に言い聞かせているに違ちがいない。

　しかし、同じではない。絶対に違う。

　コクピットのサイドハッチの外は、いつもと同じではない。

「確認、電力分配問題無し」

「姿勢制せい御ぎよ」

「安定値」

「全誘ゆう導どう兵器シーカーの冷れい却きやく開始」

「冷れい却きやく開始」
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　カデナは息を吸い込み、もう何度も繰り返したはずの接続状態確認をもう一度命じた。ナツキの言う通り、エレベータはもうすぐ第十二階層に到着するはずで、時間的に言ってもこれが最後の確認となるはずだ。

「誘ゆう導どう兵器シーカーに毎秒20回でping送信」

「全信号帰着ＯＰＲ」

「両りよう腕うでの全関節に同レートで送信」

「全信号帰着」

「両りよう脚あし」

「全信号帰着」

「砲ガン」

「全信号帰着」

　以上のやり取りをもって、カデナ隊がマシントラブルを理由に作戦を放ほう棄きする最後のチャンスが消えた。カデナはバイザーを下ろし、ＶＯＧＵＳのセンサーを目として、20メートル前方の高速移動形態のクレイプを見つめた。

　頼りないくらいの小型機。その姿が、カデナに勇気と不安を均等に与える。

　──ルノア教官。




　ルノア教官が自分の隊の現責になる──ナツキからそう聞かされたとき、食堂中の視線がカデナに集中した。

　喜びのあまり、大声で叫さけんでしまったからである。

　気持ちが通じた──そう思った。毎日毎日、手作りのお弁当を持っていったのがよかったのかもしれない。それとも、おまじないの本を読み漁あさり、手当たり次第に試した「意中の人の心を射止める法」のどれかが大当たりしたのかも。あんまり嬉うれしかったので、食べかけだったランチの残りは喉のどを通らなかった。

　そのとき、ルノア隊も食堂にいた。

　ルノア教官があの部隊の教官になってからは、嫌いやがらせをしたくてもできなかった。なんだか負けを認めるみたいでくやしかったが、なによりルノア教官に嫌きらわれることだけは避さけねばならなかったのだ。

　でも、やっぱり最後は私の勝ちだ。

　ルノア教官は、自分を認めてくれたのだから。

　いっぱつからかってやるか。

「あんたたちはここにいて」

　他ほかの連中にはそう言い置いて、ルノア隊のテーブルに近づいた。

　予想通り、ルノア隊のテーブルはお通つ夜やの如ごとき雰ふん囲い気きに包まれていた。アマルスの肩かたを叩たたいて、言ってやった。口元が緩ゆるむのを抑えられなかった。

「あーまーるーすー。聞いたわよー。ついに愛あい想そつかされたみたいね」

　アマルスだけではなく、誰だれひとりとして反応がなかった。これじゃおもしろくない。

「ま、ルノア教官もよくがんばったと思うわ。あんたたち相手にまるまる一カ月だもんねー」

　そのとき、アマルスがカデナを見上げて口を開いた。笑みすら浮かべて。

「まあな」

　予想外の反応にカデナはたじろぐ。それを押し隠かくし、

「そもそもあんたたちみたいな隊にルノア教官が配属されたのが何かの間ま違ちがいだったのよ。ま、これに懲こりずに、あんたたちもせーぜーがんばるのね」

「ああ。──そうだ、なあ、カデナ、」

「な、なによ」

「午前中のクレイプ援えん護ご演習の記録、コピー取ってきてやるから、訓練が終わったらうちのユニット来いよ」

「──。上等じゃない。あんたたちが束になったって、私に勝てっこないんだから」

「じゃあ、他ほかの場所でもいい。次官の執しつ務む室しつの真ん前にしようか。──教官のクレイプの操機さ、１Ｇのときのクセだと思うんだけど、変に突つっ込み過ぎるとこあんだよ。データあれば、今から援護のシミュレーション、自分たちだけでできるよな？」

「……!?」

「今度の同行演習の部隊割り当て、ハキームだってな、お前ら。あそこって、担当区域がヤバすぎるんで、今まで訓練生が同行したことって一度もなかった部隊だろ。──まあ、さすがはお前らってところか」

　そこで、アマルスの顔から笑みが消えた。

「──よろしくたのむ」

　それだけだった。

　そのときは、一風変わった負け惜おしみだと思っていられた。手放しで喜んでいられたのも、三日に一度指導に来るルノア教官の顔にときおり浮かぶ、惚ほうけたような表情を見つけてしまうまでの話だった。

　カデナ隊の責任者になることは、ルノア教官にとっては不本意なことなのだろうか。

　そんな不安が、カデナの胸の中で、たちまちのうちに肥え太っていった。

「カデナ。第十二階層着ちやく床しようまで、あと三十秒」

　ナツキの声。防寒カバーに鎧よろわれたルノアのクレイプを見つめたまま、カデナはリニアガンの感圧式コントロールスティックに手を乗せた。親指と小指だけが別になったオペレーショングラブの中、手がじっとりと汗ばむのを感じた。

　わざわざレシーバーを通して指示を出したのは、声の震ふるえを隠かくすため。

「全バッテリーをアクティブ。トランスポータからの送電カット、電纜アンビリカル切断。ＶＯＧＵＳ、起動して」

　間かん髪はつを入れず、ＶＯＧＵＳの声。

『全関節の液化が正常に終了しました。起動プロセスをスタートします』

　起動音。それが安定するのとほぼ同時に、微かすかな衝しよう撃げきと地鳴りのような響ひびきがコクピットを駆かけ抜ぬけていった。

　第十二階層に、今、着いた。

　聴ちよう覚かくセンサーを通して、警けい報ほうのブザーを聞く。ゆっくりと上がっていくタングステンの格こう子しの向こうは、完全な、固形物のような闇やみ。すぐ前方の狭せまい範囲だけ、エレベータの照明が闇を切り取っている様は、まるでチーズについた鼠ねずみの齧かじりあとのようだった。センサーを暗視モードに切り替えることを思い出す。高速な数値補正を受けた、深海の底のような映像。へんにクリアーな分、よけい気味が悪かった。Ｈｅヘリウム３の掘り跡あとを、気密プレートで覆おおっただけの空間。無む闇やみに広大な、鯨くじらの腹の中のような通路。投とう棄きされたままの建材、びっしりとこびりついた霜しもの固まり。照明の中をきらめき舞うダイヤモンドダスト。

　網もう膜まくの中に、別のウィンドウが開いた。ハキーム・ダミーゴ中ちゆう尉いの顔。ヘッドギアの上から、ターバンのような布をぐるぐる巻きにして顔の上半分を覆っている。ＡＬＦやＬＥＤなどの、コクピット内の余計な光を網膜に入れないためだという。長期の偵てい察さつに出たときは、何日もそのままで過ごすという話を聞いた。

『ルーキー、窓から光が漏もれる。コクピットの明かりを消せ。すぐにエレベータの照明も落とす。まず無人探査機ドローンを飛ばして、次にクレイプから出す』

「了解アフアーマテイヴ」

『お前らは隊列の右にいろ。何もしなくていい。言われるまでは屁ヘもするな。以上アウト』

　コクピットの照明を消す瞬しゆん間かん、カデナは思った。

　──教官……絶対、絶対に、『よくやったね』って言わせて見せます。

　大小様々な死神たちが、ゆっくりと動き出す。エレベータの持ち込んだ暖気が、白い爆ばく煙えんのように周囲を満たしていく。
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部外秘

オルドリン訓練校・第十三期哨しよう戒かい任務同行演習

セント・ヴェルヌ偵てい察さつ中隊　定期哨戒任務〝モンキー・シャイン作戦〟

最終報告資料00367　2067/06/09事情聴ちよう取しゆ映像記録より起草







質問者（以下Ｑ） ：エリカ・エリザベス・モファット情報曹そう長ちよう





大本営内務監かん査さ部調査課　204400385-03L






被質問者（以下Ａ）：ペスカトーレ・メッシナ三等砲ほう手しゆ





第十三期オルドリン訓練生

多た脚きやく機き甲こう戦略学科第二群２２２班Ｄ隊　206700572-01LS








　状じよう況きよう捕ほ捉そく①

（別室での呼び出しの後、Ａは「訓練生としてはふさわしくない扮ふん装そう」で聴ちよう取しゆ室に乱入。同室内を走り回り、所持していた花火二十発、クラッカー三十発を使用してＱを威い嚇かく。待機中であった保安要員四名はこれを銃じゆう声せいと誤認、同室内に突とつ入にゆうし状況の収拾を図る。Ａの抵てい抗こうにより、保安要員二名が全治一週間の負傷。Ｑの希望により、Ａの更こう衣いとボディチェックの後、事情聴取は続行。なお、Ａの扮装の入手経路は当報告書作成時点では不明。さらに、複数の保安要員が「Ａは聴取室への入室時には略式平服を着用していた」と証言。Ａの扮装は奇き抜ばつを極めており、略式平服の下にあらかじめ着用しておくことは到底不可能とみられ、その更衣がいかなる方法で行われたのものか、扮装の入手経路と合わせて調査が続行中）資料添付［別紙２］




Ｑ：だ、大だい丈じよう夫ぶあなた。じゃあ、始めるわよ。

Ａ：おっけー。

状況捕捉②

（聴取時のＡの音声は不自然に甲かん高い。別室での待機中、ヘリウムガスを吸引したものと思われるが、別室よりボンベの類たぐいは発見されず。調査が続行中）資料添付［2067/06/09事情聴取映像記録アーカイブ、別紙６］

Ｑ：まず、あなたに聞きたいのは──そう、アマルス伍ご長ちようとのケンカのあと、ルノア教官がなぜ、あなたの隊の責任者を降りたのかってことなんだけど。

Ａ：自明でありますっ！　ついに愛あい想そをつかされたに決まっておるのでありますぅっ！

Ｑ：（数秒を経て）ず、ずいぶんはっきり言うのね。じゃあ、同行演習当日のルノア教官の様子がおかしかったとか、そういうことは？

Ａ：自分は出しゆつ撃げき前には教官殿どのの顔を見てはおらんのであります！　加えて、「様子がおかしい」とはいかなる状態を指すのでありますか!?　逆立ちして歩いてたとか、そういうことでありますかっ!?

Ｑ：（数秒を経て）それ以前に、最後にルノア教官を見たのは？

Ａ：何日か前にＰＸでちらっと見かけたのが最後でありますっ！

Ｑ：そのときはどうだった？

Ａ：「どう」とはどういうことでありますかっ!?

Ｑ：そのとき、ルノア教官は何をしていたの？

Ａ：買い物袋を手に下げ、二に足そく歩行しておりましたあっ!!　ちぇすとおっ!!

Ｑ：真ま面じ目めに答えなさい！

Ａ：コーチ！　わたしはいつだって真面目ですっ！

Ｑ：そのふざけた物言いも今すぐやめなさい！　いいこと教えてあげるわ！　あんたみたいな劣れつ等とう生せいは知らないかもしれないけど、上官には不敬な部下を罰ばつする権限があるの！　そういう変な声でそんな口のきき方されるとね、まともな神経の持ち主はバカにされてるような気分になるのよ！

Ａ：＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄（哄こう笑しよう。ソフトウエアによる変換不良）もってまわった物言いはお互たがい様であるかと！　自分としても、公平かつ単たん刀とう直ちよく入にゆうな発言の応おう酬しゆうは望むところでありますっ!!

Ｑ：へえ、そう。あなたは公平がお望みなの。意外だわ。

Ａ：軍ぐん曹そう殿どのが意外に思われることが自分には意外でありますっ!!

Ｑ：じゃあ聞くわ。ルノア・キササゲ教官が「任務放ほう棄き」ではなく「敵前逃とう亡ぼう」で処分されるとしたら、あなたはどう思う？

Ａ：そのようなことはあり得ないと自分は考えますっ!!

Ｑ：どうして。それが公平な見方ってもんよ。

Ａ：おっしゃる意味がよくわかりません!!

Ｑ：ったく、どいつもこいつも！　ルノア・キササゲに弱みでもにぎられてるわけ!?　あいつは自分の身の安全のために、あんたたちを見捨ててカデナ隊に乗り換えたのよ!?　あいつにとっての誤算は、あんたたちが本当に戦せん闘とうに遭そう遇ぐうするハメになったことと、あんたたちがその戦闘を生き残ってしまったことよ!!　そんなクズをいつまでかばうつもりなの!?

Ａ：おいオバはん。言ってくれたな。

Ｑ：（返答なし）

Ａ：そこまでゲロしたんだ。これ、記録が外にもれることはないんだろ？　ならついでだ、ほんとのこと言っちまいなよ。真相がどうであろうとこれっぽっちも興味はないって。自分の目的はルノア・キササゲ大たい尉いっていう「上から指示された目標」を嚙かむことで、そのための捜そう査さ活動しかする気はないし、勤務評定に花マルもらえりゃそれで満足だって。

Ｑ：あ、あんた、かりにも上官に向かって、

Ａ：気に入った。あんたがそこまで言うなら証言してやる。お望み通り真面目に答えてやるよ。まず最初の問題、なぜルノア教官は２２２─Ｄの現責を降りたか。データ不足につき解答不能。これが正解。でも、空くう欄らんってのはさびしいよね。何か書いといても、三角くらいはもらえるかもしんない。というわけで、下げ衆すの勘かん繰ぐりそのいち。身内のアラ捜さがししか興味のないあんたたちでも、ルノア教官がどんな経歴の持ち主かくらい知ってるよな。北米管区最年少大尉、シナリオ11の強きよう襲しゆう偵てい察さつ部隊までお務めになった大だいそれたお方が、何をどう間ま違ちがったかオルドリンくんだりまでやってきて、もったいなくも教官にお成りあそばされた。そのくらい当然調べたろ？　まずそれが不自然だとは思わなかった？

Ｑ：（返答なし）

Ａ：今をさること四年前、訓練生・ルノア・キササゲ二等砲ほう手しゆはオルドリンを卒業後、伍ご長ちようとして地球は北米管区のフォートワースに着任。数々の手て柄がらをものにしてあっという間に大たい尉いにまでなった。ところが突とつ然ぜん月へ島流し。なぜ。得をしたのは誰だれ。ここで俄が然ぜんクローズアップされてくるのが、ルノア大尉よりひとつだけ年上の某ぼう女性大尉。つまり、彼女は元・北米最年少大尉ってわけだ。興味深いシチュエーションだよね。彼女の名は、ラセレーナ・クリフト。クリフトって名前に聞き覚えはない？　そう、あの悪名高きクリフト家の血族。救世軍チベット総そう督とく府ふの重じゆう鎮ちん、ベルナルド・クリフト中ちゆう将じようの一人娘という罪深き生まれ。ここで仰ぎよう天てんの事実。ラセレーナ大尉もなんとオルドリンの出身者。ルノア大尉から見たら一年先せん輩ぱいで、「ラセレーナちゃんはルノアちゃんといつもケンカしてた」という、当時の二人を知るさる人物の証言。ダブルアップターイム!!　はーいヒントはここまでっ!!　次はサービス問題、獲かく得とくした孫の手を倍にするチャーンス!!　以上を踏ふまえて、あなたの意見は？

Ｑ：し、質問するのはわたしで、

Ａ：（数秒を経て）ぶー。時間切れ。いやー残念でしたねー、それじゃ気を取り直して次の問題、じゃんじゃん！　ルノア大尉がオルドリンに左さ遷せんされたのは──ラセレーナ大尉の策さく略りやく、ですが、ルノア大尉はなんだかんだでぼんくら部隊を鍛きたえ上げ、極悪シミュレーションを成功させるという大だい金きん星ぼしを挙げました。地じ団だん太だ踏んで悔くやしがるラセレーナ大尉の次の作戦とは、一体なんでしょう？　ヒントはＣＭのあとっ!!

Ｑ：（返答なし）

Ａ：カデナたちとルノア教官が同行したハキーム隊は、過去、同行演習で訓練部隊を割り当てられたことが一度もない。ハキームの担当はオルドリン第十二層で、ここらとしては最前線中の最前線だし、訓練生の同行は危険すぎるからってのがその理由。ここからは完全に推測。下げ衆すの勘かん繰ぐりそのに。大きすぎる危険にもかかわらず、ルノア大尉率いるカデナ隊はハキームに割り当てられた。なぜ。ルノア大尉が責任者だったから。哨しよう戒かい任務同行演習が間近であることを知って、ラセレーナ大尉はオヤジの力を利用して部隊割り当てに圧力をかけることを思いつく。ルノア大尉を危険な部隊に割り当てよ。そんな指示だったはず。つまり、そのままいけば、わたしたち五人もルノア教官のとばっちりを食くらうところだった。でも、その企たくらみを事前に察知したルノア教官は、この時期になっても担当教官のいないカデナ隊への同情と、自分の部隊への責任と、自分こそジョーカーであるという事実との板いた挟ばさみになった挙げ句に、苦く渋じゆうの決断を下した。わたしたちの責任者を降りてカデナ隊につくことで、わたしたちを守ろうとした。どの斥せつ候こう隊に割り当てられても職務を果たせるだけの実力が、カデナ隊にはあったから。

　あんたと意見が一致する点はひとつだけ。そう──ルノア教官も、わたしたちが本当に戦せん闘とうに遭そう遇ぐうするハメになるなんて思ってなかった。何事も起こらなければ、それがルノア教官にとっても、誰だれにとってもベストだった。

Ｑ：（返答なし）

Ａ：ぴろぴろりーん。さいごのもんだーい！　一番の悪い子ちゃんはベルナルド中ちゆう将じよう。三番目はラセレーナ大たい尉い。さて、二番目に悪いのは、だあれ？

Ｑ：（返答なし）

Ａ：クズはどっちだこの無む駄だ飯めし食くらいが!!　『敵前逃とう亡ぼう』だと？　笑わせんな!!　戦うべきときに戦わずに逃にげた奴やつはてめーの隣となりにいるんだ!!　はっきり言ってやろうか。誰だれかが、今でも蒸気の海でのうのうとあぐらかいてる誰かが、ベルナルドに部隊割り当ての情報をもらしたり圧力に屈くつしたりしなけりゃあ、あんたみたいな頭空っぽのアホが代りの生いけ贄にえ探して右往左往するようなこともなかったんだよ!!




　状じよう況きよう捕ほ捉そく③

（Ｑはこの聴ちよう取しゆの後、急病を理由に尋じん問もん担当官を辞退。プリシア・ローレンツ情報曹そう長ちようが後任として急きゆう遽きよ引継ぎ）


［ＳＳ機密指定］原本の所在を確認後、薬品焼しよう却きやくすること
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　ＲラセレーナがＢオヤジを通じて哨しよう戒かい任務同行演習の部隊割り当てを操作し、「ルノアの部隊」を可能な限り危険な区域へ放り込もうとしている。

　残された道はいくらもなかった。時間はさらになかった。

　たったひとつの有利な材料は、「ルノア・キササゲ大尉が現場責任者の部隊」という条件で、ラセレーナが圧力をかけてきたことだった。恐おそらく、ラセレーナは２２２─Ｄ「ルノア」隊の詳しよう細さいな情報をつかんではいなかったのだろう。もしこれが、例えば「アマルス・ヒホン伍ご長ちよう所属の部隊」という指定であったなら、最後の抜ぬけ道さえ閉ざされてしまっていたはずだ。

　しかし、現実に抜け道はそこにあった。狙ねらわれているのはルノアひとりだった。そのことを利用する以外に手はなかった。ヤマグチ次官は手続き上の裏ワザを縦じゆう横おうに駆く使しして、ひとつの方法をルノアに提示した。

　ルノアはそれを呑のんだ。

　ルノア隊の現責を降りる。そして、三十六ある斥せつ候こう隊の担当区域のうち、最も危険な場所での実務にも耐たえ得る、優ゆう秀しゆうな部隊の現責となる。

　そこまで優秀な部隊といえば、カデナ隊をおいて他ほかにはなかった。

　ヤマグチ次官の尽じん力りよくには感かん謝しやしていた。ルノアの配置転換がヤマグチ次官としても精せい一いつ杯ぱいの工作であることは、ルノアにもわかっていた。さらに言えば、これ以上のアクションは危険ですらあった。例えば、ルノアが哨しよう戒かい任務同行演習そのものから降りてしまったりすれば、それは間ま違ちがいなく地じ雷らいのワイヤだ。こちらが今以上に目立つ行動に出れば、向こうはさらに過激な手を打ってくる可能性がある。基本中の基本──気づいていることに、気づかれてはならない。




　うまくいった──確かに。

　クレイプのコクピットの中に、ひとり。

　超ちよう過か激げきな抗こうＧセッティングのリニアシート。ほとんど寝そべっているような姿勢。身体からだ中じゆうを固定している、いくつものエアバッグの感かん触しよく。感圧スティックをにぎる右手が一秒ごとにひくつく。攻こう撃げき衝しよう動どうの一部が体内時計のキックとかぶっている。

　天文学的な罪ざい悪あく感かんと自己嫌けん悪おに、ルノアは黙だまって耐たえていた。

　大型エレベータが降下していく間、考えごとをする時間はいやになるほどあった。いつも、クレイプのコクピットにいるときは、人間ではなくひとつの部品になろうと努めてはきたが、所しよ詮せんは無む駄だな努力だ。

　余計なことは考えるなと自分に言い聞かせる。

　今さらうじうじと悩なやんだところで、カデナ隊の危険は増えこそすれ減りはしない。無理矢理に網もう膜まく映像に注意を戻もどす。封ふう熱ねつ処理された三機の無人探査機ドローンが放たれ、闇やみの中に消えていく。

　ルノアのクレイプ、カデナ隊のＶＯＧＵＳ、そしてハキーム斥せつ候こう隊の全機は、コンクリートの防ぼう壁へきの陰かげに身を隠かくし、センサーを尖とがらせている。エレベータゲートから直線距きよ離りでたった一キロのこの陣じん地ちにたどり着くまでに、三十分以上かかっている。おまけに、陣地などと言えば聞こえはいいが、遮しや蔽へい物ぶつとするために運び込まれた防ぼう壁へきが一筆書きのように配置されているだけの、本当にただそれだけの場所だ。そして、第十二階層とは、こうした「ただそれだけの場所」が砂さ漠ばくのオアシスの如ごとき重要な意味を持つ、そういう世界であった。

『無人探査機ドローンより返信リターン、前方70、通路左の側そつ溝こう内に複数の動体感知肉芽。電波なみは出してません。もう死んでるやつかも』

　自分でも気づかないうちに、ルノアはこう言っていた。

「自分が処理します」

　ハキーム中ちゆう尉いが、内心バカにしているような、せせら笑うような口調で、

『──単独で、でありますか？』

「お望みなら」

『──。ラキ。ＫＫ。大たい尉い殿どのを護衛しろ。他ほかは周囲を警けい戒かい、阻そ止し砲ほう戦せん用意』

　こんなセコい危険を進んで引き受けて、罪悪感や自己嫌けん悪おが少しでも軽くなるなら苦労はなかった。

　すべてを説明できたら、どれだけらくになれるだろう。

　他ほかに方法はなかったのだ、と。

　他に方法がなかったから、自分は、地球でいやになるほど繰り返してきたことをまた繰り返し、あの五人の信頼を踏ふみにじり、カデナの自分に対する好意につけこんで、ルノア隊の五人の命とカデナ隊の五人の命を秤はかりにかけたのだと、洗いざらいぶちまけてしまえば、どれだけらくになれるだろうか。

　カデナの視線を感じる。部品になれと自らに命じる。スティックにコマンドを流し込み、静かなＧを身体からだに感じながら、ルノアは思う。

　もし戦死するようなことがあっても、自分など天国を門前払ばらいされることだろう。
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　第十二階層で、ハキーム斥せつ候こう隊とカデナ隊がおっかなびっくりで進しん撃げきを始めたころ。

　第六階層。

　無人で暗くら闇やみという点においては、第十二階層と違ちがいはない。しかし、それ以外に共通する部分はない。なにしろここには街があるのだ。建設を放ほう棄きされて長いとはいえ、第六階層の大部分はまだ積層市街の形をとどめている。複雑に絡からみ合った街路と、何かの巣のような積層構造物。所々、細さい菌きん発光照明が生き残っている箇所さえある。

　そして。

　人ひと魂だま揺ゆらめく墓場のような、そんな積層市街に今、『寝たきれ！　寝たきり刑事』のオープニングテーマ──『三百六十五個の拳こぶし』が大音量で鳴り響ひびいていた。

『ご存じですかアマルスさん？　この番組、来月から放送時間が変わるんですよ。オープニングテーマも一新するって話で、根強いファンが局の前で座り込みの抗こう議ぎを──』

　ＧＡＲＰの解説をアマルスは一いつ蹴しゆうした。

「うるさい。だまれ。無む駄だ口叩たたくな。お前はわき目も振ふらずに歩け」

　アマルスは完全にクサっていた。発令席でふんぞり返って窮きゆう屈くつに足を組み、コクピットの中を見回せば、うんざりした顔が並んでいる。アイだけは大喜びで声を合わせて唄うたっていたが、壁紙の花をも枯らすほどの音おん痴ちであった。それを言うと泣くので、みんな黙だまって耐たえている。

　アマルスはヘッドギアのバイザーを下ろしてみる。網もう膜まくの中を、キスカ斥候隊の二機のクレイプがお気楽極ごく楽らくな動きで進しん撃げきしていく。その背中には、それぞれ『祭』『寿ことぶき』の文字が色鮮あざやかにペイントされていた。なぜに漢字、という疑問が浮かぶが、出しゆつ撃げき前に聞いた話によれば、キスカ分隊長は訓練生時代のルノアの先せん輩ぱいで、やはりヤマグチ隊の訓練を受けた人物であるらしい。これは、どう考えてもヤマグチ次官の影響であろう。

　いきなり、キスカ分隊長のどアップがアマルスの目ん玉の中でわめいた。

『暗い！　暗いぞ新米！　貴官らそれでもルノアの子分であるか！　元気を出せ元気をー！』

　しゃっくりのような悲鳴がコクピットの中で複数発生した。キスカ分隊長はコクピットの全員に接続をかけたらしい。

「はーい！　元気でーす！」

　本当に元気よく手を上げて、アイが力いっぱい答えた。

『うむっ！　たいへんよろしい！　他ほかの連中は一体どうしたというのであるか！　頭！　アタマはいずれか！』

「自分であります」

　アマルスは完全にふてくされて答えた。

『おお！　そうであった！　アメリア伍ご長ちよう！　貴官がそんな調子でどうするのであるか！　戦意高こう揚ようのため、率先して歌うのである！』

「アマルス、であります」

『そうであったそうであった！　いやに浮かぬ顔をしておるなアマルス伍長！　貴官の胸中、小生は正確に理解しておる！　貴官は熊くまをご存じか!?』

「くま──って、あの、動物の熊でありますか？」

『左様！　水陸両用、木にも登れちゃったりする優れものの猛もう獣じゆうである！』

「はあ」

『古人は山に入らんとするとき、きゃつめの来らい襲しゆうをば防がんとして、物を叩たたいて音を出し、大声で放歌しつつ山道を征いったのである！　そのココロが貴官にはおわかりか!?』

「つまり──こうやって大おお騒さわぎしていれば、敵がよってこない、と？」

　それのどこが偵てい察さつ任務だ。

『まさしくその通り！　我が栄光のキスカ斥せつ候こう隊は、斯か様ような作戦にて損そん耗もう率りつゼロの輝かがやかしい記録を更新し続けているのである！』

　どんな言葉を返す気力もアマルスにはなかった。

「あ、あのー、それなら、もう少し別な、ええと、例えば、軍歌とか、そういうのでもいいんじゃないですか？」

　マリポがよけいな質問をし、よけいなこと言うな、とアマルスににらみつけられた。

『うむ！　よい質問である！　我が栄光のキスカ斥候隊は、過去の偵察任務において様々な曲を試した！　そして、この曲こそが最も効果が高く、戦意高揚にも霊れい験けんあらたかであるという結論に達したのだ！』

　まったく、どのへんが斥候隊なのであろうか。第一、一度も襲しゆう撃げきを受けたことがないのなら、どの曲が効果的もへったくれもないだろうに。

　そのとき、ＧＡＲＰがアマルスに呼びかけた。

『──アマルスさん、』

　ＧＡＲＰのその呼びかけは、キスカ分隊長のどら声にかき消された。

『心配せんでもよい！　この任務の終了後、ルノアめは必ず貴官らを笑顔で迎え、その労をねぎらうことだろう！　あれは、貴官らの危き惧ぐしておるような士官ではない！　此この度たびの任務におけるかような布ふ陣じんも、あれに何か考えがあってのことなのだ！　なあ！　任務完了の暁あかつきには、一同ともに酒のひとつも酌くみ交かわそうではないか！』

　レシーバーに、『おー』という賛同の雄お叫たけびが響ひびいた。キスカ斥せつ候こう隊の連中は、みんなこういうノリなのである。

　突とつ然ぜん、マリポが大声を出した。

「一番、チュン・マリポ二等砲ほう手しゆ！　隊歌『わたしの彼はパイロット』、歌います！」

　再び『おー』という歓声が上がった。

『演奏伍ご長ちよう！　曲目変更！　「わたしの彼はパイロット」！』

『曲目変更！　「わたしの彼はパイロット」！　準備よろし！　イントロ入ります！　３、２、１、０マーク！』

　やってられんとばかりにぐるりと両目を回して、アマルスはリクライニングさせたシートに背中をあずけた。その口に微かすかな笑みが浮かんでいたのを見た者はいない。大音量の前奏と割れんばかりの拍手と歓声が、闇やみに閉ざされた積層市街に轟とどろいた。マリポが照れ隠かくしの大声をはり上げようとした。




　つまり、この時点で、異常に気づいていたのはＧＡＲＰだけだったということになる。

　最初は、ＭＡＪＤの、ほんの微かすかな、気け配はいよりまだ微かな、ゆらぎのようなものだった。それはすぐに消えた。そして、次は気温の上昇だった。センサーが知覚したある一部だけが、不自然に、ほんの少しだけ温度が高い──ような気がするのだ。ＧＡＲＰは周囲の気流を再計算、それが他ほかの機の熱の残ざん滓しでないことを確かめて、アマルスに報告しようとした。

　無視された。

　確信が持てず、ＧＡＲＰはさらに計算を続けた。手に入る限りの気象情報と照合し、すべてのセンサーを駆く使しし、記き憶おくにある限りの事例と比較して、その暖気帯の正体を確かめようとした。あれは、まるで──

　なにかがそこを通ったような。

　確証はついに得られなかった。同様の暖気帯が発生する可能性は、それ以外にも幾百ものパターンがあり得た。

　気のせいだ──最終的に、ＧＡＲＰはそう結論した。当然の判断であったと言えるだろう。彼の名めい誉よのために、特に述べておく。この後、『飲みに行こう』というキスカ中ちゆう尉いの提案が永久に実現されることがなかったのは、決して彼の責任ではない。

　マリポが、照れ隠かくしの大声を張り上げようとした。

　その直後だった。
































部外秘

オルドリン訓練校・第十三期哨しよう戒かい任務同行演習

セント・ヴェルヌ偵てい察さつ中隊　定期哨戒任務〝モンキー・シャイン作戦〟

最終報告資料00367　2067/06/09事情聴ちよう取しゆ映像記録より起草







質問者（以下Ｑ） ：プリシア・ローレンツ情報曹そう長ちよう





大本営内務監かん査さ部調査課　204400401-03L






被質問者（以下Ａ）：アイ・ブランシュ三等砲手





第十三期オルドリン訓練生

多た脚きやく機き甲こう戦略学科第二群２２２班Ｄ隊　206700571-01LS








Ｑ：最初に言っておくわ。よくがんばったわね。あれだけの数を相手にして、斥せつ候こう分隊だけで戦ったんだから。尊敬するわ。

Ａ：（返答なし）

Ｑ：これから少し質問をします。思い出したくないかもしれないけど、これもみんなのためなの。将来、あなたみたいな誰だれかを救うことになる情報が、あなたの証言のどこかに隠かくれているかもしれない。誰かを処しよ罰ばつしたりするのは本意じゃないのよ。その情報を探すのが、わたしの本当の仕事。わかるでしょ？

Ａ：（返答なし）

Ｑ：まず、襲しゆう撃げきを受けたときの状じよう況きようを聞かせて。最初に検けん索さく不能ファイルに気づいたのは誰？

Ａ：（聴ちよう解かい不能）

Ｑ：え？　なに？

Ａ：すかちー。

Ｑ：キスカ中ちゆう尉い？

Ａ：（動作にて肯定）

Ｑ：中尉は、どうやって気づいたの？

Ａ：（数秒を経て）わかんない。爆ばく発はつがあって、逃にげろって。

Ｑ：中尉が戦線離脱を命じたってこと？　それはいつ？

Ａ：始まってすぐ。

Ｑ：中尉には抗こう戦せんの意図はなかったのね？

Ａ：（動作にて肯定）

Ｑ：それから、包囲されてから、仮設路に逃げ込んで、その後は？

Ａ：（返答なし）

Ｑ：お願い、つらいだろうけど、そのときの様子を話して。キスカ中尉の戦死の状況を知りたいの。

Ａ：（聴解不能）

Ｑ：もう一度。なに？

Ａ：おしっこいきたい。

状況捕ほ捉そく・

（一時退室の許可を与えられるも、Ａは退室せず。その後も聴ちよう取しゆ時刻終了まで完全黙もく秘ひ）
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　薄うす闇やみにいくつものＡＬＦの光。コーヒーとテイクアウトのピザの匂におい。

　セント・ヴェルヌ偵てい察さつ中隊管制室の広角ＡＬＦは、数年前から調子が悪く、何とかしてくれという声は数年前からあって、その要求は数年間にわたって黙もく殺さつされ続けている。べつに驚おどろいた話ではない。こういう怠たい慢まんは救世軍サルベージヨンアーミーのどんな現場にもつきものの、一種の風土病である。「部品は高いし予算は少ないし叩たたけば映るし誰だれも見ないし」というやつだ。だから、監かん視し区域に最初に発生した異常が比較的軽けい微びなものであった場合、運が悪ければ、そのたった一行のメッセージは表示ノイズに隠かくれてしまい、オペレーターの目に留まらなかったりする。

　ちょうど今、そうであるように。

　これがために、初動対応が十七秒遅おくれた。この間に、第六階層ではすでに四名の戦死者が出ていたことが後の調査で判明している。もっとも、管制室が間かん髪はつ入れずに対応していたとしても、その四名を救うことができたかどうかは極めて疑問だ。結局、第六階層での異常を告げるメッセージは、オペレーターの誰からも処理されることのないまま十秒でタイムアウトし、追加情報と合流することで「準優先」属性を獲かく得とくして、キスカ斥せつ候こう隊担当官の端たん末まつへと回された。

　頭の中で昼食のメニューを検討していたマリア・Ｊ・サルディ管制士は、突とつ然ぜんの警けい告こく音に危うくコーヒーをこぼしそうになった。端末のＡＬＦに表示される「準優先」警告。キスカ斥候隊が、過去二十秒以上にわたって管制室からのステイタス確認に返答していない。

　──うざったいわねなにやってんのよあいつらはもー!?

　仕事を増やされたことに腹を立て、サルディ管制士は乱暴にキーを叩たたき、

　そして、オルドリンの長い長い一日が始まった。

　──うそ。

　サルディ管制士は、第六階層監かん視しサイト群からのデータを見て真っ青になった。震ふるえる手で進行中の全管制系をインタラプト、最優先警けい報ほうをかけた。とげとげしい警報音が管制室を切り裂さき、室内にいた十八名の管制士全員が、座学講義中の居い眠ねむりを見つかった訓練生そっくりの動作でいっせいに顔を上げた。

「や、ヤマグチ次官!!　第六階層に敵性目標集合を探知!!　当該区域部隊、偵てい察さつ状じよう況きようから戦せん闘とう状況へと移行!!」

　そのとき、ヤマグチ次官は管制室の反対側でコーヒーをおかわりしていた。三歩で部屋を横切って、サルディ管制士のシートのヘッドレストをつかむ。

「会話周波数分析！　どっちの集合さるヤマ!?」

「ゾディアックです!!　現在、監視サイト群が複数の敵性集合を追つい跡せき中ちゆう！　確認個体数、」

　そこでサルディ管制士は息を呑のむ。ＡＬＦにカウントされていく、あまりにも、あまりにも絶望的な数字。

「──二十七。いま三十一に増加！　照合中間報告きました！　敵個体の半数以上が、第七世代より古い無酸素系の戦闘部族です！　キスカ隊はすでに阻そ止し砲ほう戦せんを開始、回避行動を実行中！　確認個体数、三十五に増加！　なに、なにこれ──こんな、だって、第六階層にプラネリアムが出現したことなんて、今まで一度もなかったんですよ!?」

　ついに来た。

　つかの間、ヤマグチ次官は目を閉じた。いつかこういう日が来ると、覚かく悟ごだけはしていた。しかし、最悪を極める現状を前に、そんな覚悟は簡単に消し飛んでしまっていた。考えるべきことは何もなく、取るべき道はひとつしかない。目を閉じたまま、管制士全員に向かって続けざまに指示を叫さけぶ。

「全階層に敵てき襲しゆう警けい報ほう発令！　全ぜん隔かく壁へきを即時閉へい鎖さ！　演習中の全部隊へ通達、作戦中止ミツシヨン・アボート、直ちに撤てつ退たい！　セント・ウエルズ砲ほう撃げき中隊に牝狼群ストライク・パツケージの出しゆつ撃げき要請！　それと──」

　一いつ瞬しゆんだけ迷った。

「──蒸気の海に緊急連絡」

　管制室の通信トラフィックが瞬またたく間に激増する。管制士たちの報告が飛び交う。

「牝狼群ストライク・パツケージＡ７、『シンデレラゾールシカ』出撃しました！　現場に急行中です！」

「監かん視しサイト群『ナスカ３』、指揮個体エイプ・ロード指揮波を捕ほ捉そく、追つい跡せきします！　照合進行中！」

「『ナスカ５』でもゾディアック系と思われる指揮波を捕捉！　照合に入ります！」

「訓練機『ＧＡＲＰ』、指示信号に応答しません！　ステイタス確認できません！」

「『ナスカ３』が照合を終了、指揮個体エイプ・ロードを特定！　α３─ＺＬ『ドラゴンシャッド』！」

「『ナスカ５』照合終了！　集合波のプロテクトパターンがどのデータとも合致しません！　追跡中の検けん索さく不能ファイルを未確認個体『α５』と認定、蒸気の海に分ぶん析せき支し援えん要よう請せい！　追つい跡せき続行！」

　突とつ然ぜん、複数の管制士の困こん惑わくと悲鳴が巻き起こった。一瞬遅おくれて、管制室のありとあらゆる表示空間が警けい告こくメッセージで埋うめ尽つくされた。サルディ管制士はもう半ベソ状態だった。

「発信源複数の超ちよう広域電でん磁じ放射!!　ＥＭＰバラージです!!　ナスカシステムの約60パーセントが機能を喪そう失しつ!!　ヤマグチ次官!?」

　もはや、悪夢の領域だった。

　ヤマグチ次官は内心のパニックを無視しようと努めた。もはや誰だれの目にも明らかだった。今この瞬しゆん間かん、第六階層で進行しているのは、オルドリン史上最悪の零距離白兵砲戦モータル・コンバツトだ。五人の訓練生の顔が、ヤマグチ次官の脳裏を次々とよぎる。──大だい丈じよう夫ぶだ、キスカがついているのだ。みんなきっと無事に帰ってくる。そうに決まっている。そう思う。そう──信じたい。あの五人にもしものことがあれば、ルノアは──

　突然、ヤマグチ次官は電でん撃げきに打たれたように身体からだをこわばらせた。

　『ハキーム斥せつ候こう隊に最優先指令！　ルノア・キササゲ大たい尉いを──』そう叫ぼうとした。

　ハキーム担当の管制官の口から、その報告がなされたのは、それとまったく同時だった。

　それこそが、まさに恐おそれていたことだった。

「ハキーム斥候隊より緊きん急きゆう連絡！　カデナ隊現場責任者、ルノア・キササゲ教官がハキーム・ダミーゴ分隊長の指示を無視して状じよう況きよう放ほう棄き！　現場を離り脱だつして、現在所在不明だそうです！」
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　マリポの部へ屋やの天てん井じよう、ベッドの真上の、横になったときにちょうど真正面にくる位置に、月でよく目もく撃げきされる敵性目標のシルエットがいくつも貼はってある。ちょっと見ると子供向けの怪かい獣じゆう図ず鑑かんか何かのノリだが、実際に座学講義で使用される、プラネリアムの種類や特とく徴ちよう、足あし跡あとの形を憶おぼえるための、いたってまじめな資料である。

『チュン・マリポ二等砲ほう手しゆ！　これは何か!?』

『ウォーホークであります！』

『よーし撃げき破は！　では次！　これは何か!?』

　いや、冗じよう談だんでも何でもなくて、オルドリンではこういう講義をやっている部隊が本当にある。

　それらのシルエットを天井に貼りつけるとき、マリポはちょっと工夫をこらした。それぞれの敵性目標の「急所」──甲こう殻かくの隙すき間まや感覚器などの「撃うつべき場所」──に、赤ペンでマークを書き込んだのである。そして、マリポはベッドに横になるといつも、右みぎ腕うでのＦＣＳレティクルを思い浮かべ、サイドスティックをにぎっているつもりになって、急所を素早く照準してトリガーする「練習」をしていた。これで本当に射しや撃げき技能が向上するかどうかはともかく、少なくとも本人は練習のつもりだった。

　そして今、その「練習」は、まるっきりの無む駄だではなかったことが証明された。シルエットを毎晩毎晩見ていたおかげで、マリポは後の状況報告において「演奏伍ご長ちようを殺したのは二体のマローダーでした」と証言することができる。すばらしい。目の前で展開される光景に全身が凍こおりつき、伍長が死ぬまで指一本動かせなかったという事実だって、その「冷静な状況観察」に免めんじて大目に見てもらえるかもしれない。

　まあいい。今は捨て置こう。それもこれも、すべてはマリポが生きて帰れればの話だ。

　それは、こんなふうに始まった。




　真っ先にやられたのは、演奏伍長だった。

　多分、アンプやらスピーカーやらを満まん載さいしたクレイプが、音響的にも電磁的にも一番やかましかったからだろう。最初のマローダーが崩くずれかかった地下道の隔かく壁へきの陰かげから飛び出して跳ちよう躍やく、伍長のクレイプの上半身に激げき突とつし、そのまましがみつき、二体目がプラズマウィップを励れい起きさせ、走り抜ぬけざまにクレイプの胴どう体たい部分を一体目の下半身もろとも切断した。

　伍長のクレイプが爆ばく発はつするよりも早く、キスカ分隊長が全チャンネルに叫さけんだ。

『散れ!!』

　キスカ斥せつ候こう隊の全機は電光の反応速度を見せた。そして、さらにその上をいく、最速の反応射しや撃げきをしたのはＧＡＲＰだった。右前席マリポのキックペダルと感圧スティックからすべてのコントロールを内的に奪うばい取り、右手の30ミリで爆ばく発はつの方向に１・５秒の制圧射しや撃げき。連続噴ふん射しやで十七秒分しかないスラスター燃料の六秒分を一気に消費、左前方の多層構造物を囲んでいる防風壁へきをぶち破って反対側に抜ぬけた。

　五人のうち、何が起こったのかを正確に理解している者は、ひとりもいなかった。

　横Ｇでコクピットの壁に叩たたきつけられ、それでも失神を免まぬがれたマリポが、ほとんど転がり込むようにシートに戻もどった瞬しゆん間かん、異様な咆ほう哮こうがあたりの空気を震ふるわせた。

　集合咆哮ウオークライ。

　獲え物ものを包ほう囲いしたプラネリアムが、仲間を呼んでいる。それは、聞く者の神経を逆さか撫なでせずにはおかない、殺さつ戮りくの宴うたげに仲間を呼び寄せるための嬌きよう声せいだった。アマルスもマリポもチャーミーもアイもペスカトーレまでも、恐きよう怖ふに身動きもままならなかった。追い討うつように接近警けい報ほう音おん、全員の反射神経が勝手に行動を起こす。人間は結構丈じよう夫ぶにできている。チャーミーが叫さけぶ。

「観測波を探知！　こっちを捕ほ捉そくしてるプラネリアムがいるわ！」

「どこだ!?」

　アマルスは必死になってセンサーで周囲を探る。すぐ右で爆発が起こり、あおりを食くらってＧＡＲＰの姿勢制御ヤジロベエのバランスが転倒寸前というところまで崩くずれ、

　そして、その爆ばく煙えんの中に何かがいた。

　五人全員の視線が凍こおりついた。でたらめな方向を向いているセンサーの映像のすみ、爆煙の中を何かが動いていた。直立三さん足そく歩行、左ひだり腕うでの倍近い長さの右みぎ腕うでを第三の脚あしとし、のろのろと歩き回る巨きよ大だいな人型。
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　資料映像でもシミュレーション画像でもない。

　本物の鎧猿プラネリアム。

　自殺個体。

　甲こう殻かくの隙すき間まに抱かかえ込まれた無数の体液囊ケミカルマイン。

　そいつが、振ふり向いた。

　自殺個体が低周波で咆ほえた。ぞっとするほどの速度でＧＡＲＰめがけて突とつ進しんしてきた。五人の赤外視覚の中、自殺個体の甲殻の隙間が熱色に輝かがやいた。体液囊ケミカルマインの生物学的な安全装置セフテイが次々と解除されていく様がはっきりとわかった。自殺個体の体液囊撃発過程ケミカルマイン・フアイアリング・プロトコル。囊内への酸素供給開始、嫌けん気き性せいの抑よく制せいバクテリアが死し滅めつ、抑制物質減少による生化学反応の促そく進しん、神経刺激によるトリガー。二種試験にも出題された。教本テキストにだってちゃんとそう書いてある。

　臨界温度突とつ破ぱまで平均七秒。

　恐きよう怖ふによる麻ま痺ひが、さらなる恐怖によって打ち砕くだかれた。アマルスが叫さけんだ。

「マリポ！　撃うちまくれ!!」

　誰だれに言われるまでもなかった。マリポは純じゆん粋すいに恐怖に駆かられて発はつ砲ぽうした。熱破砕弾カツターの三千発チェーンが撃ち尽つくされるのに五秒とかからなかった。おもしろいように外れた。三千発のうちの九割がかすりもせず、一割が甲こう殻かくに止められ、それでも自殺個体は突とつ進しんを止めず、ＧＡＲＰのコクピットが絶ぜつ叫きように満ち、

　自殺個体の首が飛んだ。

　自殺個体の右胸と左下腹から超ちよう振しん動どうブレードの切っ先が長々と生えた。

　ブレードが最高出力でトリガーされ、液化した肉が爆ばく発はつ的てきに飛散した。自殺個体のひざが落ち、その背後にいた三機のクレイプがフルスラストで二機みぎと一機ひだりに散った。「祭」と「寿ことぶき」が逃とう走そう経路を確保し、「漢キスカ」がバルカンランチャーとブレードを十じゆう字じ架かのようにクロスさせ、ＦＣＳ無しで自殺個体を狙ねらった。

　撃った。

　四発の減損ウラン弾真有翼徹甲弾トランプル・チツプが甲殻を貫かん通つう。熱と衝しよう撃げきが体液囊ケミカルマインの安定を破は壊かい。

『動け!!』

　光学接続レーザーで「漢キスカ」が叫ぶ。自殺個体が薬学的に爆発。ＧＡＲＰが誰だれよりも早くキスカの指示に反応した。スラスターにぶち込まれた推進剤が運動量に化け、大質量のＧＡＲＰが蹴けり出されるように加速し、それでも、爆発で飛び散る囊液から完全には逃にげ切れなかった。囊液が温度差を利用して発火、強酸成分が装そう甲こうを食くい始める。さらにキスカ中ちゆう尉いの光学接続レーザー、

『まずは全速にて突つっ切れ!!　リンとアルーシャに続くが吉！　小生が殿しんがりを務める！』

　誰かに何かをやれと言われただけで、恐怖との間にほんの微かすかな距きよ離りが開いた。恐怖を忘れるためだけに、五人はキスカの声にしがみつき、その指示に何も考えずに従った。キスカ中尉との通信にＧＡＲＰが割り込み、

『アマルスさん！　スラスターのコントロールそちらにオートで返します！　私は索さく敵てきと迷』

　彩のアシストに回ります、とでも言うつもりだったのだろう。その瞬しゆん間かんに会話線が沸ふつ騰とうし、ＧＡＲＰの言葉の続きはノイズの炸さく裂れつに飲み込まれた。

　ＥＭＰバラージだった。

　この一発で、ＧＡＲＰが結線していたシステムの七割が暴走した。ＧＡＲＰは瞬時にすべての結線をＫＩＬＬ。コントロールを失ったＧＡＲＰは、三基以上のスラスターが開という危険な状態のまま、高速度で転倒




　──もう！　昨日きのうもやったでしょ!?　機動中にシステムがダウンしたときは──




　しなかった。突とつ然ぜん、五人の手足が機械のように動いた。チャーミーがインターフェイスとを介かい在ざいする五つすべてを切り離はなして穴あなを作り、マリポとペスカトーレが腕うでの指示母線を穴に通して道を作り、道にコマンドを突っ込んだアマルスとアイがスラスターのコントロールを強引に奪うばい返した。

　転倒するよりも早く。

　左腕が路面に接せつ触しよくしていた。構わずアマルスはフルスラスト、「祭アルーシヤ」と「寿リン」がわざと残した微かすかな熱の航こう跡せきをたどり、半分閉じた隔かく壁へきをぶち破って地下道に突とつ入にゆうした。急角度の斜しや路ろを落下するように下り、制動が間に合わずに、突き当たりの壁かべに半ば激げき突とつするようにしてようやくＧＡＲＰは止まった。

　聴ちよう覚かくセンサーを通して、水の音が聞こえていた。

　すぐに機体を立て直し、周囲の警けい戒かいにあたるべきだった。しかし、斜ななめに傾かたむいたコクピットの中、五人は最後の衝しよう撃げきに突っ伏したまま身動きもしない。

　誰だれもが震ふるえていた。

　歯の根が合わなかった。

　怖こわかった。めちゃくちゃな疲労だった。もう何もしたくなかった。

『天あつ晴ばれな逃にげ足であったぞ新米！』

　五人のレシーバーにキスカ中ちゆう尉いの声。

『見上げたものだ！　機動中にバラージを食らって、あれだけの回復処理リバーサル・マヌーバができる奴やつはなかなかおらん！　ふん、ルノアのオナニー猿さるめが。きゃつめ、パンツに手を突っ込むヒマも惜おしんで貴官らをしごいたものと見えるな。感心感心！　恥はずかしながら、小生が初うい陣じんの土を踏ふんだときなんぞ、コクピットにて失禁し、物もの陰かげに隠かくれて震えていたものである！』

　恥ずかしい過去を偉えらそうにバラすキスカ中尉の声に、全員の硬こう直ちよくした神経が少しずつほどけていく。アマルスは機体を水平に戻もどした。今になって両手にまで震ふるえがくる。歯を食いしばっていないと、かちかちという音がレシーバーにもれてしまいそうだ。

　周囲の状じよう況きようを確認する。

　地下道。何もかもむき出しの、見るからに「作業用」という雰ふん囲い気き。第六階層の建設時に仮設されて、そのまま残されたものかもしれない。天てん井じようを這はうパイプには無数の亀き裂れつがあり、そこから染しみ出した水が雨のように降り注いでいて、床ゆかに２メートル近い深さに溜たまっている。「祭アルーシヤ」が曲がり角に身を潜ひそめ、「寿リン」は水の流れの中にしゃがみ込んで、前方と後方に警けい戒かいの目を光らせていた。

「──なんで、ここ、水が凍こおってないんだ？」

　アマルスが、独ひとり言のようにつぶやいた。キスカ中ちゆう尉いがそれをレシーバーごしに聞きつけ、

『貴官も気づかれたか。第六階層というのは妙みような所でな、放ほう棄き時の処置が中途半はん端ぱであったためか、公共電源の一部が蘇そ生せいすることがままあるのだ。突とつ然ぜん街灯が点ともったり、エレベータが動き出したりな。この地下道もその口であろう。どうやら空調の一部が生きておるらしい。でなければこの気温の高さは説明がつかぬ』

「漢キスカ」は抜ぬき身の超ちよう振しん動どうブレードを足元に突つき立て、バルカンランチャーのマガジンドラムを捨てた。

『──ふん、そういうことか。我らのセンサーは、そうと気づかぬうちに、この水音と広こう範はん囲いな熱の分布によってジャミングされたも同然であったのだな。かような奇き襲しゆうを猿さるどもに許すとは。不覚であった』

「──分隊長、他ほかの、他の機は、」

　マリポが、まだ震えの止まらない声で尋たずねた。

『ステイタスは、小生の機からは確認できん』

　婉えん曲きよくな表現ではあるが、その意味するところは明らかだった。半なかば予想していたその答えは、やはり実際に耳にするとこたえた。

「そんな──じゃあ──」

『黙だまらっしゃい！』

　弱気なマリポの言葉をキスカ中尉は即そく座ざに叩たたき潰つぶし、

『よいか、小生が愚ぐ考こうするに、敵勢力は恐おそらく三十あまり。すでに我が方は包囲されており、この手て勢ぜいでは強行突とつ破ぱを図ろうとも、枕まくらを並べて討うち死じにするのがオチであろう。さりとて、ここにもそう長くはおれん。あるったけの偽ぎ装そうデバイスをばら撒まいてはおいたが、熱ダミーも音響ジャマーも電磁煙えん幕まくも、いつかは見破られる。よって、包囲を突破することなく、包囲を脱だつする方策が必要となる』

　今度は五人全員が同時に声を上げようとしたが、キスカ分隊長はお構いなしに続けた。

『まあ待て。そも、この猿どもめはいずこよりやって来たのであろうな？』

　アマルスがたまりかねたように、

「分隊長！　宇宙人談義ならもうちっとヒマなときに──」

　アマルスの言葉を無視し、キスカ中ちゆう尉いはその疑問に自ら答えた。

『猿さるは、下から来た』

　それを聞いた途と端たん、アマルスは黙り込んだ。キスカ中尉のそのひと言が、アマルスの脳ミソで変換され、常軌を逸した脱出計画に姿を変えて浮上したのだ。そして──

　多分、キスカ中尉も、同じことを考えている。

『過去の目もく撃げき例からして、猿どもめがオルドリンの下層に片寄って分布しおることは明らかだ。そして近年、その分布は上層へと移動しつつある。謎なぞこれあり。すべての隔かく壁へきが閉ざされ、完全に隔かく離りされし無人の階層を、警けい戒かい網もうにも触ふれず、猿どもめはいかにして移動しておるのか？　今、長年の疑問がついに解けた。なんのことはない、隔離が完全ではなかったのだ』

　そこで、ようやく接続を回復させたＧＡＲＰが割り込んだ。

『つまり、建設時に仮設されてそのまま忘れ去られたような、オルドリン自身も把は握あくしていないルートが存在するわけですね。この地下道のような』

　マリポがＧＡＲＰに割り込む。

「で、でも、この地下道がそうだって、どうしてわかるのよ？」

『だって、出しゆつ撃げき前に中央からロードした第六階層の構造図に載のってないですもんこの地下道』

　ＧＡＲＰは周囲の壁かべをレーザーで舐なめ回し、結果を全員の網もう膜まくに送り込んだ。

『ここって多分、私が楽々入れる大きさがあるし、区画番号の付け方とか金属の年齢からして、自由落下坑ブラジル・エクスプレスの建設時の物資搬はん入にゆう路か何かだと思うんです。だとすれば、どこかに必ずあるはずですよ。下に降りるエレベータとか斜しや路ろとか』

『左様。先ほどの奇き襲しゆうにおいて、猿どもめがこの地下道を使って我らに接近したことは疑いを得ぬ。つまり、この地下道はどこかで下の階層につながっておるわけだ。しかし貴公、訓練機に似合わぬ素早い回復であるな。見事である』

『いやーそれほどでも』

　そしてまた、コクピット内でいっせいにわめき声が上がった。アマルスはこんな狭せまい場所で敵に出くわしたらそれまでだと主張しマリポはこちらが数で劣っている場合は狭い場所の方がむしろ有利だと反論するがチャーミーの有利不利ではなく最初から敵に遭そう遇ぐうしない方法を考えるべきだという指摘にもかかわらずペスカトーレはそもそも道がわかんないんだから何やったってダメダメ。

　アイだけが、黙だまってうつむいていた。

『他ほかの手があるというのであれば今のうちに言うがよい!!』

　静かになった。

『ともかく、今はこの窮きゆう地ちから脱することが先決である。無論、下の階層が安全であるという保証などないが、少なくともここよりはマシであろうし、聡そう明めいなるヤマグチ閣かつ下かはすでにこの状じよう況きようを管制室にて監かん視ししておられるに違ちがいない。我等の行動をご覧らんになれば、閣下は即座に我らの意図を察知し、第七階層に救援の手を差し伸べられるはずであると信ずる。よって、残る問題は、道もわからぬまま、いかにして第七階層へたどり着くか──これ一点のみとなる』

「エアソナーで通路の構造を探りながら進めば──」

　そこまで言って、チャーミーは口をつぐんだ。これだけの閉へい鎖さ空間である。アクティブな探査方法は敵に嗅かぎつけられる引き金になりかねない。再び激論が始まり、

　うつむいたまま、アイが何か言った。

　誰だれも気づいてくれなかった。

　ずいぶんためらってから、アイはもう少し大きな声で言った。

「──あの、あのね！　アイちゃんわかるよ」

　静かになった。

『──貴官、今、何と？』

　キスカ中ちゆう尉いが尋たずねる。またもやアイはためらう。その表情を歪ゆがめるものこそは、アイが生まれて初めて体験する種類の責任の重圧──仲間の生命いのちの質量おもさだった。そしてアイは今、勇気をふりしぼって、その重圧を背負って立つ決意を固めようとしていた。

「アイちゃん、道わかるもん。一番近いのは、エレベータの十二番。さいくつきき用昇しよう降こうせつび、単かいそう間いどう。自由落下坑ブラジル・エクスプレスのすぐ近く。アイちゃん勉強したもん。いろんなところにあくせすして、いっぱい勉強したもん。ここはＮＳ24かせつろ。まっすぐ行くとＮＭ３。そこを右に曲がって──」

　キスカ中尉は、それ以上時間を無む駄だにはしなかった。早口の指示を飛ばす。

『アルーシャ、リン、前方につけ。小生が後方を固める。移動速度は双脚砲台ハミングロウルに合わせよ。何があっても、よいか、何があっても、双脚砲台に敵を近づけてはならん』

　沈ちん黙もくによる返答は、二人の覚かく悟ごのほどをありありと物語った。

『時間が惜しい。アイ・ブランシュ三等砲ほう手しゆ殿どの、であったな。道案内、よろしくお願い申す』

　つまりは、決死の突とつ撃げきだ。

　敵の通り道を逆行して第七階層へと脱だつ出しゆつする。さっきは敵が、そして今度は自分たちが、水音と熱に身を隠かくして。プラネリアムたちは今、集合咆哮ウオークライで地上へと集められているはずだから、うまくいけば──

　うまくいくものか。

　五人の顔が真っ白くなったのを見み透すかしたかのように、突とつ然ぜんキスカ教官は大声を出した。

『心配は無用であるぞ！　貴官らはかのルノア・キササゲ大たい尉いの教え子であろう！　加えて、我等には使命がある。同行演習にて襲しゆう撃げきを受けしとき、すべてをおいても貴官ら訓練生の生命いのちの安全を図ることは、我等古参兵の最優先にして最重要の任務であるのだ！　貴官らを無事に第七階層へ送り届けることは、不ふ肖しようキスカ・トレツォフ、この背中の「漢おんな」の一文字にかけて約束しよう！』

　そして、キスカ中尉はまったく突とつ然ぜんに、がはははははと笑った。

『なんだなんだ黙だまりくさりおって！　まるで小生が死ぬとでも思っているようではないか！　なーに。小生とて命が惜しいのよ。貴官らを見捨てて逃げたなどと知れば、ルノアめは小生を地の果てまで追いかけて必ずや息の根を止めるであろうからな！　逃にげるに逃げられんのだ！　アルーシャ！　リン！　零ぜろ距きよ離り白兵戦用意！　レーザー照準サイトの使用を許可する！　白兵電圧を刀身にチャージ、抜ばつ刀とうせよ!!』

　その声に、二機のクレイプは一いつ瞬しゆんで空っぽになった燃料電池をイジェクトし、放電光を煌きらめかせて超振動ブレードを抜き放った。双脚砲台ハミングロウルを中心に、「祭アルーシヤ」と「寿リン」が前衛、「漢キスカ」が後こう衛えいを分担し、三機のクレイプは必殺の陣じん形けいを張った。

『アルーシャ、準備よし。いつでもどうぞ』

『リン、準備よし。分隊長、また一いつ緒しよに飲みましょう。約束ですよ』

『あいわかった！　新米よ、参るぞ!!』
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　総合管制室からの非常警けい報ほうを聞いたとき、ルノアはハキーム斥せつ候こう隊のフォワード、右側の支道を制圧するポジションにいた。

　すべての思考が一気に蒸発した。

　第六階層で戦せん闘とう発生。三十五体の敵性目標。ＥＭＰバラージによる通信と索さく敵てきの重障害、状況の詳細は不明。作戦中止ミツシヨン・アボート

　状じよう況きようの詳しよう細さいは不明。

　状況の詳細は不明。

　状況の詳細は不明。

　思考が蒸発し、ルノアは部品と化した。スラスターを使って機体を振ふり回し、他ほかの機にわざと接せつ触しよくしながら、五菱イツビシの設計者が見たら失神するような目茶苦茶な起動でエレベータを目指す。本道へ飛び出し、反対側の壁かべにワイヤーをぶち込んで制動をかけ、再び加速しようとしたその瞬しゆん間かん、何かがルノアの視界を横切った。

　反はん撃げきしろ、と脳ミソが叫さけんだ。

　最後の理性が残っていたことに、自分でも驚おどろいた。

『大たい尉い。どちらへ？』

　光学接続レーザー。ハキーム中ちゆう尉いの低い声。八時方向、黒いクレイプがルノアをバルカンランチャーでポイントしていた。第一次反応支援機構ハンテイング・イージスがルノアの網もう膜まくに大量の警けい告こくメッセージをぶちまけ「邪じや魔まする奴やつあぶっ殺しちまえ」と叫さけんでいた。

「ガスの元もと栓せん閉めるの忘れたのよ」

　ハキーム中ちゆう尉いは答えない。一秒一秒がルノアの冷静さを削けずり取っていく。ルノアは焦あせる。めちゃくちゃに焦る。

「ここはひとつ見み逃のがしてくんないかな。あとで一いつ杯ぱいおごるからさ」

『ラキ。ＫＫ。無力化プログラムコールドウエアの使用を許可する。大尉のクレイプを拘こう束そくしろ』

　──なめんな。

　ルノアはヘッドギアからケーブルを引き出して両足の間の専用線ソケットにつなぎ、右ひざのでかいファスナーを引き開けて感圧膜まくキーボードを開く。自分のクレイプのことなら、自分の顔よりもよく知っている。ウイルス攻こう撃げきされる前に、光学接続レーザーそのものを叩たたき潰つぶせば──

『待て。ウイルスはやめだ。ワイヤーを機体に撃うち込んで巻きつけろ。有線接続をかけて機体をメンテモードに落としてから、スラスターと手足を全部外しちまえ。抵てい抗こうしたら撃て。コクピットを狙ねらえ』

　ラキとＫＫのどちらかが、『しかし、』というためらいの言葉を吐はいた。

『つべこべぬかすんじゃねえ！　貴様らだって知らんわけじゃあるまい、恐おそれ多くもこのお方はな、北米管区で最強と謳うたわれたクレイプ乗りジヨツキーだぞ。ナメてかかるなよ。少しでも気を許したら、スコップで死体袋ぶくろに詰め込まれんのは貴様らの方だからな』

　ルノアの吐はく息から震ふるえが失うせた。完全に覚かく悟ごが決まってしまった。最後のひと押しをしてくれたハキーム中尉に感謝する気持ちすら湧わいた。スティックに攻こう撃げきコマンドを

『そちらからは答えないでください。聞かれます』

　──!?　カデナ？

　ルノアはとっさに視界の中を見回した。十時方向に攻撃姿勢のＶＯＧＵＳ。

『チャフと電磁煙えん幕まくを展開後、ジャミングをかけて教官の離り脱だつルートを作ります。こちらの合図マークで、フルスラストでエレベータに向かってください。何も考えないで』

　そして、カデナは、ルノアに何を言う間も与えなかった。

『いきます』

「だめ!!　待ってカデナ!!」

　ルノアの叫さけびにハキーム中尉のクレイプが反応し、

『０マーク』

　ＶＯＧＵＳのディスペンサーが、ぽぽぽぽぽぽぽんという情けない音を立てた。

　射出されたコンテナが多た弾だん頭とう化かし、すべての壁へき面めんに跳はね返ってクモの巣のような軌き跡せきを描き、本道を一いつ瞬しゆんで煙けむりに染めた。ハキーム中尉がＶＯＧＵＳに制圧射しや撃げき。ＶＯＧＵＳの左腕シールドがベコベコになり、カデナはジャマーを最さい狭きよう域いき最大出力でキック。生卵が一瞬でゆで卵になって爆ばく発はつするくらいのＥＣＭ。

　発令席からカデナは叫さけぶ。

「総員レデイース！　やることはわかってるわね!?」

　全員の顔に、壮絶な笑みが浮かんでいた。ナツキ・サカモト一等砲ほう手しゆが叫び返す。

「零ぜろ距きよ離り砲ほう戦せん用意ぃきゃっほー！　こういうのいっぺんやってみたかったのよ!!」

　──アマルス、いっこ貸しだからね。絶対……絶対、絶対返してもらうからね!!

　カデナはデータグローブの中のサイドスティックをにぎりしめる。リニアガンをマウント、ペレットの弾だん頭とうを脳死させ、わざと外した弾道を計測する。

　──カデナ、ごめん。ごめんね！

　ルノアはクレイプのスラスターをキックする。ＥＣＭの影響で網もう膜まく映像までが死んでいる。記き憶おくだけを頼りにエレベータゲートを目指す。

　目指すは第六階層。

　間に合わないかもしれなかった。
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部外秘

オルドリン訓練校・第十三期哨しよう戒かい任務同行演習

セント・ヴェルヌ偵察中隊　定期哨戒任務〝モンキー・シャイン作戦〟

最終報告資料00367　2067/06/09事情聴ちよう取しゆ映像記録より起草







質問者（以下Ｑ） ：プリシア・ローレンツ情報曹そう長ちよう





大本営内務監かん査さ部調査課　204400401-03L






被質問者（以下Ａ）：アマルス・ヒホン伍ご長ちよう





第十三期オルドリン訓練生

多た脚きやく機き甲こう戦略学科第二群２２２班Ｄ隊　206700568-01LS








Ａ：吸っていいか？

Ｑ：だめ。

Ａ：なんで。禁きん煙えんじゃねーだろこの部へ屋や。灰皿だってあるし。

Ｑ：あなたが未成年だから。

Ａ：へえ。心配してくれてんのか。

Ｑ：かも。じゃ、早く始めて早くすませましょ。まず──

Ａ：うちの部隊で話聞かれんの、あたしが最後だろ？　どこまで進んだ？

Ｑ：（数秒を経て）わたしが知りたいのは、キスカ斥せつ候こう隊に何が起こったのか。そのこと。

Ａ：（数秒を経て）考えてみりゃ当たり前だよな。ウォークライでエテ公どもが一いつ匹ぴき残らず地上に出てるわきゃなくってさ、大物とその取り巻き連中がまだ地下道の中に丸ごと残ってた。まずアルーシャ・ツラギ曹そう長ちようがやられて、エレベータまであと少しって所でリン・ヘンダーソン伍ご長ちようが足をやられた。やっとの思いで昇しよう降こう区画にたどり着いたら天てん井じようをぶち破ってマローダーの大軍が降ってきて、うちらをエレベータに押し込めて、キスカ中ちゆう尉いが残った。第七階層に降下中にドラゴンシャッドに追いつかれた。援えん軍ぐんは最後まで来なかった。アイはよくやってくれたと思う。他ほかに質問は。

Ｑ：（返答なし）

Ａ：なあ、思うんだけどさ。未成年に対してはさ、肺ガンより先に、もうちっと別なこと心配しろよ。

Ｑ：（返答なし）

Ａ：（数秒を経て）悪い、つまらんこと言った。仕事だもんな。

Ｑ：（返答なし）

Ａ：そうだ、もうひとつだけ。誰だれも教えてくれなくってさ──あの後の、ＧＡＲＰのこと。何か知ってたらさ、話せる範はん囲いでいいから。

Ｑ：（数秒を経て）今のところ、見つかったのは、第七階層で発見された左ひだり腕うでと、穴あなの中からケルドラン・スピアのバレルと、それに、コクピットの一部。再利用には回されずに、ちゃんとお墓がもらえるって、今日、正式に内定したって聞いたわ。プトレメウスの『戦士の平原』。流体脊せき髄ずいの軍ぐん葬そう式典としては十七番目──あ、そうか、訓練機では史上初の、

Ａ：そういう話じゃねえよ。

Ｑ：（返答なし）

Ａ：（数秒を経て）吸うぞ、やっぱ。
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　考えてみれば当たり前のことだった。集合咆哮ウオークライでプラネリアムが一匹ぴき残らず地上に出ているわけもなく、指揮個体エイプ・ロードとその眷けん族ぞくがまだ地下道の中に潜せん伏ぷくしていた。弾たまの切れ目が運の切れ目。七体のマローダーが「祭アルーシヤ」に群がり、さすがは五菱イツビシが天下に誇ほこる名機と言うべきか、手足を落とされ、胴どう体たいをプラズマウィップが貫かん通つうしてもなお、そのクレイプは爆ばく発はつを免まぬがれていた。

　網もう膜まくの暗視映像の中、五人は見た。

　マローダーが、ハッチの吹っ飛んだコクピットに手を突つっ込む瞬しゆん間かんを。

　引きずり出されたアルーシャ・ツラギ曹そう長ちようは、そのときは、まだ生きていた。




　忘れ去られた作業用地下道に、『三百六十五個の拳こぶし』が響ひびき渡る。

　アイが歌っている。伴奏つきセリフつきで歌っている。どろどろの涙声でめちゃくちゃな金切り声だが、音程はそう外れてはいない。

『邪じや魔まだ!!　立ち止まるな早く行け!!』

　リン・ヘンダーソン伍ご長ちようの光学接続レーザー、嵐あらしのように飛び交う曳光弾トレーサーの光に照らされ、地下道は照明されているかのように明るく、幾重にも壁かべに跳はね返る衝しよう撃げき波はと吹き戻もどしの爆ばく風ふうが、床ゆかに溜たまった汚お水すいを天てん井じようまで巻き上げ、最短コースの行く手の闇やみに赤外色の敵、その向こうにも敵、

『次は!?』

「ひだり！　まっすぐ２００みぎ!!」

　進むべき道を叫さけび、アイは歌う。誰だれに何と怒ど鳴なられても止めない。バッテリーがいくつ死んでも、何枚装そう甲こうをむしり取られても、リフレインするサビが勇気をくれる。スラスターの閃せん光こう、網もう膜まく保護のマークに塗ぬりつぶされた複合視界、隔かく壁へきを突とつ破ぱする度に縮んでいく対敵距きよ離り、今の一秒から次の一秒への綱つな渡わたり、トロいＧＡＲＰのカバーに動いた「寿リン」が照準をしくじり、ハボックに右みぎ脚あしを潰つぶされ、あっという間に、

『振ふり返るでない!!　全速で前進せよ!!　行くのだ!!』

　鼻水にむせ、鳴お咽えつに喉のどが引きつり、青ざめた唇くちびるで、それでもアイは歌う。

　例えば、緊きん急きゆう軌き道どう降下展開。

　例えば、気密障害単独対処。

　そんな、現役の男性兵士ですら「勘かん弁べんしてくれ」と泣きわめくような訓練を、すでにアイはいくつもくぐり抜けている。恐きよう怖ふに足がすくんだとき、アイはいつもこうして大声で歌を歌って、ありもしない勇気を奮い起こしてきたのだ。まずアマルスが、次いでマリポが、いつしか誰もが、アイに声を合わせ始め、トレンディ教団をやっつけろと叫ぶ。爆速あしの早い吸着弾だん頭とうが最後の隔かく壁へきを吹き飛ばし、昇しよう降こう区画へ突入し、来た道をリニアガンで破は壊かいし、コンソールに接続してエレベータのゲートを開け、

　上。

　マローダーの大群が天井をぶち破る。

　歌が絶ぜつ叫きように変わる。誰もがトリガーを引く。どう撃うってもマローダーに当たる。レーザーガンのような高サイクルでチェーンの残ざん弾だんを撃ち尽つくし、漢あのひとはブレードを抜ばつ刀とうして叫んだ。

　ゆけ、と。

　スラスターをキックできたのは、ＧＡＲＰだけだった。斜しや行こうエレベータに飛び込み、内ない壁へきに激げき突とつし、すべての叫び声を断ち切るようにゲートが閉じる。




　爆ばく音おんが遠ざかる。




　心の力が尽きる。からっぽになる。




　突とつ然ぜん、斜しや行こう路ろの天てん井じようが蒸発して消える。




　ドラゴンシャッドの最初の一いち撃げきに、ＧＡＲＰの左足が失うせる。































　間に合わないかもしれないと、思ってはいた。

　本当に間に合わなかった。
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　管制室とＳＰ─Ａ７ゾールシカとの暗号通信を盗とう聴ちようしていた。

　管制室がキスカ斥せつ候こう隊を見失っていることも、ＳＰ─Ａ７ゾールシカが第六階層でエテ公の歓迎委員会とやり合っていることもわかっていた。

　肝かん心じんの、ＧＡＲＰの居場所はわからなかった。

　やっとの思いでルノアは第七階層へと到達した。自分は今や脱だつ走そう兵へいであり、センサーが敷ふ設せつされている大きな通路や、作動をモニターされる高速なエレベータを使うわけにはいかなかった。怪あやしげな作業用通路を闇やみ雲くもに走り回り、第六階層へ通じる貨物用エレベータを探した。道に迷うたびにコクピットの内ない壁へきを蹴けりつけ、動かないエレベータに行き当たるたびに焦あせりのあまりベソをかいた。盗とう聴ちよう用ように設定した回線に、管制室でもＳＰ─Ａ７ゾールシカでもない、別の微び弱じやくな信号が混じっていることに、すぐには気づかなかった。

　ＧＡＲＰの識別シグナルだった。




　エアロックに飛び込み、コンソールを30ミリでぶち抜ぬく。内ない隔かく壁へきが落下するように閉へい鎖さされ、闇やみに非常灯が点ともる。正面に外隔壁。空中に七カ国語でレーザー表示される、二種類の警けい告こくメッセージ──この隔壁の向こうは重力制せい御ぎよがないこと。１立方メートル中に気体分子が平均十個以下の、ほぼ完全な真空であること。

　バルカンランチャーを外隔壁に向け、躊ちゆう躇ちよなくトリガーを引いた。

　エアロックの気密が破れ、爆ばく発はつ的てきな気圧低下のために霧きりが発生して、視界が一いつ瞬しゆんだけ真っ白になった。外隔壁が吹き飛び、クレイプがエアもろとも闇に放り出された。スラスターをキック、逆加速と半秒間の乱数回かい避ひ。

　外壁の破片が、地球の六分の一の速度で闇に溶とけていく。

　そこは、自由落下坑ブラジル・エクスプレスの直上だった。

　穴の始まる場所だった。

　円えん筒とう形けいの構造物が、眼下の闇に浮いていた。頭上の構造材から吊り下げられた、コンテナ投下用の「駅ステーシヨン」だ。その周囲を無数の空中回かい廊ろうと斜しや行こうエレベータが取り囲み、全体としては、巨大な虫の巣か何かのようにも見えた。

　そして、その下には何もなかった。

　人類史上最大の愚ぐ行こうと言われる大穴が、ただ、真っ黒な口を開けているだけだった。

　闇に閉ざされた視界の中、とある斜行エレベータの軌き道どうだけが電源を供給されて赤外色に輝かがやいていた。その軌道上で停止しているエレベータ床しようが一基。縁ふち取どりの黄色と黒の縞しまが発光しており、それが、この広大な闇における唯一の可視光による照明だった。

　そのエレベータ床の上に、囊のう液えきに焼き焦こがされた双脚砲台ハミングロウルと、熱破砕弾カツターに切り刻まれた指揮個体エイプ・ロードが、折り重なるように転がっていた。

　座ざ礁しようした船のように、ＧＡＲＰは身動きひとつしない。動きたくとも、それ以上はもう動けないのかもしれない。左ひだり脚あしが完全に欠損しており、右半身の装そう甲こうには無傷の部分がまったくなかった。右みぎ腕うでの真下あたりは内ない殻かく装そう甲こうまでが剝はく離りして、肋ろつ骨こつユニットが丸見えになっている。

　そして、ＧＡＲＰの正面からおおいかぶさったドラゴンシャッドが、穴だらけの巨きよ体たいをしぶとく痙けい攣れんさせ続けていた。ＧＡＲＰの30ミリは、ドラゴンシャッドの腹部の大穴に突つき刺ささったまま。

　そして、

　それだけだった。

　ＧＡＲＰとボスザル。他ほかには、誰だれもいなかった。

　キスカ斥せつ候こう隊の双脚砲台ハミングロウルとクレイプが、そこにはいなかった。「難波之超特急ＲＡＮＤＹ」も「人情紙風船ＡＬＥＸ」も、「轟」も「寿」も「勇」も「侠」も「祭」も──「漢」も、そこにはいなかった。

　ルノアの心の心臓が、鼓こ動どうすることをやめた。

　何もしようとしないルノアの代りに33型汎用Ｄシエルがスラスターの操作を引継ぎ、エレベータ床しようの上、ＧＡＲＰをカバーする位置へとクレイプを着地させ、勝手に索さく敵てきを始めた。

　動かないＧＡＲＰを見つめた。

　干からびた声でルノアは尋たずねた。

「──キスカ中ちゆう尉いは？」

　しばらくは、何の答えもなかった。不意に、視界の中にレシーバーのエラーが出現し、回線の開くノイズに次いで、精も根も尽つき果てたような、鳴お咽えつにもなりきれないような誰かの泣き声が聞こえてきた。その泣き声が何かを言おうとした瞬しゆん間かん、別の誰かが乱暴に接続を切った。

　それが、答えだった。

　──ざまあみろだ。

　ルノアは、そう思った。

　ルノア・キササゲ二等砲ほう手しゆは、ヤマグチ隊班長、キスカ・トレツォフ伍ご長ちようが大だい嫌きらいだった。当時のオルドリンの訓練生の中で、一番背が高かったからだ。「お前はチビであるから、何かにぶら下がったりぴょんぴょん跳はねたりするがよい」と言われて、一時期本気にしていた。ラセレーナにイジめられ、ひとりになれる場所に隠かくれてベソをかいていれば、必ずキスカが迎えに来た。その神しん出しゆつ鬼き没ぼつさも嫌いやだった。おせっかいなところも嫌だった。あの伝染性の高い口調も嫌だった。自分の恥はずかしい過去のすべてを握にぎっている人間が、またひとり消えた。せいせいする。大嫌いだった。そうとも、あんな嫌な奴やつはいなかった。

　たった今、そう決めた。

　涙があふれた。シートの角度と弱すぎる重力のために、あふれた涙は目に溜たまっていつまでも流れ落ちなかった。コクピットが液体で満たされたかのように視界がふやけた。

　唐とう突とつに、アマルスの声がレシーバーに響ひびく。

『何しに来たんだよ』

　頭を抱かかえ込むようにしてうつむき、鳴咽を懸けん命めいにこらえた。はけ口を失い、感情の内圧があっという間に上じよう昇しようして、涙がぼたぼたとこぼれた。

『こんなとこで何してんだよ。帰れよ』

　唇くちびるを嚙かみしめ、固く目を閉じた。

　言われるまでもない。今すぐ帰ってやる。

『カデナ隊の現責がうちらに何の用があるんだよ!!　目障りなんだよ!!　早く帰れよ!!』

　勝手にしろ。もうオサラバだ。寝不足も眠ねむれない夜も今日きよう限りだ。

　これで終わりだった。

　何もなくなってしまった。

　落ちるところまで落ちた。

　シートに身を横たえ、のろのろとハーネスをつなぎ、左ひだり脚あしでレバーを力なく蹴けってエアバッグを戻もどした。止まらない涙がうっとうしかった。最後のひと仕事のつもりで、通信衛星コムサツトへの中継リレーが可能な通信回線を探した。ここの位置を──第七階層の自由落下坑ブラジル・エクスプレスの開口部にＧＡＲＰがいることを、管制室とＳＰ─Ａ７ゾールシカに伝えようと思ったのだ。なかなか接続できないことにイラついて、エアバッグをぶん殴なぐった。原因を探ろうとして、通信系が引っかけた電波を片っ端から数値化し、投げやりに網もう膜まくにぶちまけた。こっちのと干かん渉しようしている何かがあるはずだった。

　あった。

　指揮個体エイプ・ロード系の集合波。

　ぎりぎりでセンシングリミットを割っていた。だから警報が出なかった。指揮個体エイプ・ロードが密ひそかに仲間を呼んでいる。近い。めちゃくちゃに近い。

　近すぎて、ＧＡＲＰは気づいていない。

　死んだ猿さるは電波を出さない。

　叫さけぶ間もなかった。ルノアが網もう膜まく表示をクリアした途と端たん、根元から切断されたＧＡＲＰの左ひだり腕うでが、流体関節の銀色をまき散らしながら宙を舞った。ドラゴンシャッドが吠ほえた。電磁波の咆ほう哮こう。クレイプのセンサーが吹っ飛びそうな大音声。まるで、穴だらけな身体からだの痛みに耐えかねて、このまま死んでいたかったと後こう悔かいでもしているような。四し肢しがばたばたと動いて、ＧＡＲＰの装そう甲こうにつかみかかった。すべては無音で進行した。個体を伝わり、身体を震ふるわせる振しん動どうがあるのみだった。

　レシーバーの中には、もう絶ぜつ叫きようしかなかった。

　ルノアの反応速度はＧＡＲＰをも上回った。

　無酸素戦せん闘とう。菊きく千せん角かくを抜刀マウント。白兵電圧を刀身にチャージ。

　あれを殺す。その瞬しゆん間かん、ルノアはそう考えるだけの物体と化した。体感覚の大部分が簡易催さい眠みんにパージされ、直後の殴なぐりつけるようなＧの感かん触しよくからも切り離はなされ、ルノアはスラスターに燃料を注ぎ、エレベータ床しようめがけて最速の右回りを切った。

　スティックへのキックバック──菊千角の刀とう身しんがドラゴンシャッドの頭部に滑すべり込む感覚。

　ブレードをトリガー。奴やつの頭が消し飛ぶ。機体を振ふり回し、使い切った燃料電池をばら撒まき、ワイヤー七本を使って制動をかける。ばかばかしいほどのＧがルノアの神経に触ふれることなく身体からだをすり抜ける。磁じ石しやくに吸い寄せられる砂さ鉄てつのように、全身の血液が音を立てて片寄る。とどめを刺そうとしてクレイプをさらに加速させ、視界のすみで、ＧＡＲＰのランチャーが奴やつの下腹甲こう殻かくの隙すき間まに化学弾頭ケミカル・ウオーヘツドをぶち込む瞬しゆん間かんを見た。




　そして、それが起こった。




　そのとき、ドラゴンシャッドは、まだ生きていた。化学弾頭ケミカル・ウオーヘツドの神経毒どくが器官という器官を手当たり次第に窒ちつ息そくさせていき、それでも中ちゆう枢すうは助かろうとして、毒の臭においがする四し肢しを体節から次々と自切していく。体液を飛び散らせながら痙けい攣れんし、何かの間ま違ちがいでプラズマウィップを励れい起きさせ、青白い光の帯が闇やみにイオンをばら撒まき、頭を落とされたヘビと同じ動きでのたうった。ＧＡＲＰが残った手足とトロいスラスターで、何とか距きよ離りを取ろうともがく。のたくる光の帯が、エレベータ床しよう、クレイプのワイヤー、回かい廊ろうの構造材、ドラゴンシャッド、それらすべてを面白いように切断していった。それはいつまでも続くように思われた。いくつもの球形プラズマウイル・オー・ウイスプが宙を舞った。

　ドラゴンシャッドがはじけた。

　大した爆ばく発はつでなかったことは確かだ。が、それが最初のドミノになった。抗こう過重建材が紙のように潰つぶれ、エレベータ床が傾かたむき、滑すべり落ちたＧＡＲＰを受け止める物は、

　冗じよう談だんのように、何もなかった。

　ＧＡＲＰは、底知れぬ奈な落らくへと落下し始めた。

　いくつもの悲鳴が溶とけ合って、助けを求めるひとつの声となってルノアの耳を打った。




　もう、誰だれかを失うのはいやだった。ただ、それだけだったように思える。

　ＧＡＲＰを追って穴に飛び込んで、何をするつもりだったのか、自分でもよくわからない。具体的な策さくがあったわけではない。重力加速度が地球上の六分の一であろうが、高所から落ちればわずか数秒で致命的な速度に達することに変わりはない。穴はまっすぐ、重力もまっすぐ。しかし月は動いているから、まっすぐな穴から見れば、落とした物はまっすぐには落ちない。

　いや、そんな理り屈くつは関係あるまい。虫ほどの脳ミソでもあれば、わかりきっていること。

　こんな穴に落ちたら普ふ通つう死ぬ。

　しかし、五人を追わなければ、という思考の他ほか、ルノアの頭には何もなかった。

　だから、ルノアは、それをやった。

　暗黒の穴に、クレイプを躍おどらせた。

　五人の名前をレシーバーに叫さけぶ。落下速度は見る見るうちに上じよう昇しようし、限界速度ターミナル・ベロシテイをあっさりと超こえた。もう、クレイプのフルスラストでも戻もどれない。自分の恐きよう怖ふを騙だますためにも、ルノアは必死になって五人の名前を呼び続ける。返答はない。周囲はほぼ完全な真空、落下の風切り音すらもない、完全な闇やみ。通常映像だけを見ていると、まるで宇宙にでも浮かんでいるようだ。サーチライトを点つけ、パルスドップラー・レーダーの波を猛もう烈れつに飛ばして前方を探り、暗視画像と聴ちよう覚かくセンサーを駆く使ししてＧＡＲＰの存在の兆ちよう候こうを捜さがし求める。ルノアが泣き出しそうな声でレシーバーに呼びかけるたびに、マイクロ波がレーダーに干かん渉しようして、暗視とレーダーの計算結果の合成画像にすさまじいエラーが混じる。こんなに電波がかぶる理由がわからない。どこかにトラブルがあるのかもしれない。それでも、押し黙だまっていることに耐たえられない。一いつ瞬しゆんでもそんなことをしたら、恐きよう怖ふに押しつぶされて死ぬ。画像がめちゃくちゃに乱れるのも構わず、ルノアは奈な落らくの底に向かって叫さけび続け、少しでも距きよ離りを縮めようとして、さらに加速しようとした。

　レーダー波が、返った。

　それは、かなり複雑な形状をもった物体で、クレイプとほぼ等速で落下している何かだった。

　ＧＡＲＰだ。

　突とつ然ぜん、レシーバーに声が割り込んできた。

『教官なんですかこれ助けてもうやだ帰りたいよ恐こわいよ!!　教官助けて教官!!』

　泣き叫ぶマリポの声が、その背後の複数のわめき声が、さらに映像の計算精度を劣れつ化かさせる。マリポのパニックが感染してくる。ルノアはマリポに負けない大声で叫ぶ。

「黙ってマイクロ波接続は駄だ目め落ち着きなさい通信をレーザーに切り替えて!!」

　通信ユニット間の双そう方ほう向こうレーザー接続が確立されたことを確認して、恐怖に震ふるえる手でセレクターを切り替える。即座にＧＡＲＰの声、

『ルノア教官！　今から転送するデータを使って、こちらと相対速度を合わせる加速を行ってください！　いいですか!?　３、２、１、０マーク!!』
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　全身に染しみ込んでくる恐怖に抗あらがいながら、ルノアはＧＡＲＰの言葉に自動的に従っていた。加速が終了したとき、ＧＡＲＰは30メートルほど前方を落下していた。機体の回転を抑えるためのスラスター噴ふん射しやで一いつ瞬しゆんだけ照らし出される壁へき面めんは、下から上へと流れ去る速度があまりにも速すぎて、ただの静止した白い壁かべに見えた。

「マリポ！　アマルスチャーミーアイペスカトーレ！　聞こえる!?　無事!?」

　アマルスが叫んだ。

『何だよこの穴！　どうなってんだよ！　いつ底にぶち当たるんだよ!?』

　ここまで冷静さを欠いたアマルスの声を聞くのは初めてだった。そういえばさっきから、ひとりずつの通信しか入ってこない。ＧＡＲＰのチャンネルが、ひとつを残して全ぜん滅めつしているのかも──

　そのとき、超ちよう強力な極超短波接続ＥＦＬコネクトが割り込んできた。ヤマグチ次官の声。

『ルノア！　ルノア聞こえる!?　無事なの!?　あの五人は!?』

　その通信波の影響で、暗視映像とレーダー計測の結果を合成計算していたクレイプのプロセッサーの努力が、一挙に水すい泡ほうに帰した。

「ヤマグチ教官！　そっちの電波がこっちのレーダーの邪じや魔まになるんです！」

　ルノアは再び通信をマイクロ波に切り替え、無む駄だとは思いつつも叫び返した。クレイプの貧弱な通信デバイスでは、第七階層の中継点まで電波が届くとは思えなかった。双脚砲台ハミングロウルを中継リレーして増幅してもだめだろう。

　ヤマグチ次官は、ものすごい早口で喋しやべった。

『そちらの通信がここまで届かないのはわかっているわ。こちらからの通信もいつまでもつかわからないから、要点だけ言います。あなたたちが今いるのは、「自由落下坑ブラジル・エクスプレス」っていう、月を貫かん通つうして反対側まで通じている縦穴なの』

　そのとおり──なのだが、他人に改めてそう言われると、目の前が真っ暗になる。そうしている間にも速度が上がっていく。このままいけば、月の運動によるコリオリ力が自分たちを殺す。いずれは壁かべに激突して死ぬ。間ま違ちがいなく。

『こちらの計算で今から約二百秒後に到達する地点に、小型の重力制せい御ぎよシステムがあります。貨物パケットの落下を止める必要が発生したときのための設備なんだけど、今こっちのスタッフがそれを使用可能にする準備を進めているわ。だから、あなたたちはできるだけ機体の回転を抑おさえながら、大したことはないはずだけど一応衝しよう撃げきに備えて！　わかったわね!?』

　最後の方は、すでにノイズにまみれて聞き取りにくかった。そして、こちらが「了解アフアーマテイヴ」という返事をしても、向こうには聞こえないのだ。

『──教官、わたしたち、死ぬんですか──？』

　マリポの声。消え入りそうな、それは問いかけではなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっと──」

　何の根こん拠きよもないルノアの言葉は、先細りに溶とけて消えた。自分でも、「大だい丈じよう夫ぶ」などと本気で信じているわけではなかった。第一、そんな大昔に放ほう棄きされた遺い跡せきのような設備が、二百秒やそこらで使用可能になるのか？　それに、そのなんとかで、本当にクレイプと双脚砲台ハミングロウルを受け止められるのか？　仮に成功したとして、救きゆう援えんが来るまで両方の質量を支え続けることができるのか？

　しかし、ルノアも、アマルスもマリポもチャーミーもアイもペスカトーレも、その可能性にすがりついた。落下を続けながら、もし神様がいるのなら、きっと何か手を差し伸のべてくれるはずだと信じた。ＧＡＲＰが叫さけび、

『二百秒の地点、来ます!!』

　そして、胸の悪くなるような逆Ｇがかかった。これで助かる、助かるはずだ──全員のその思いは、もはや怨おん念ねんに近かった。

　そして、不意に逆Ｇが消えた。

　それが意味するものについては、二つの可能性がある。

　落下が止まったのか、あるいは──

　再び始まったのか。

　今、自分に六分の一Ｇがかかっているなら、自分は静止していることになる。自分の感覚が信用できず、ルノアは固く閉じていた目を開けて、すすり泣きながらレーダー反射のステイタスを網もう膜まくに入れた。

　落下速度は、ろくに落ちてもいなかった。

　真っ黒な絶望がルノアを襲おそった。シートに身体からだを固定しているエアバッグを外し、ハーネスをかなぐり捨てて、赤ん坊のように丸くなって、指をくわえて意識を閉じる──それが、あまりにも甘かん美びな誘ゆう惑わくに思えた。

　レシーバーにペスカトーレの声。

『きょうかーんきょうかーんねーねー』

　答えるのもおっくうだった。

『ねーってば。ＧＡＲＰでもいーけど。教官ってば』

　ＧＡＲＰも答えない。背後で「やかましい！」と怒ど鳴なるアマルスの声が聞こえた。が、お構いなしにペスカトーレは喋しやべり続ける。

『思うんだけどー穴は月の反対側までちゃんと開いてるんでしょーだったらさーこのまま落ちるとこまで落っこちてけばいーじゃんざっつおーけーじゃん。だめ？　そういうのなし？』

　背後で「バカかてめー子供の科学マンガじゃねんだぞ！」と怒鳴るアマルスの声。

　ルノアの思考。例えば月の自転。ＧＡＲＰもクレイプも、自由落下坑ブラジル・エクスプレスに落ちる前は、月の自転に乗っかって一いつ緒しよに動いていた。その運動量は落下開始後も保存される。だが、落下を続けて月の中心へ近づけば近づくほど、周囲の「壁かべ」の運動量は地表近くの第七階層のそれよりも小さくなっていく。つまり、自分たちはいつか、超ちよう高速で壁に激げき突とつして死ぬ。

　さらにペスカトーレの声、

『だからさ、まっすぐ落っこちなきゃいいじゃん。スラスターだってあるんだし。もう燃料あんましないけど』

　さらにルノアの思考。そんなに簡単にいくなら苦労はない。壁に接せつ触しよくしそうになったらスラスターを使う──それはいい。だが、たとえその瞬間は穴と平行の軌き道どうを獲かく得とくできたとしても、もちろん月は自転し続けているのだから、結局は同じことの繰り返しになる。そのたびに行き当たりばったりでやっていたら絶対に燃料が尽つきる。正確な軌き道どう計算をして、燃料の消費を最少に抑え、噴ふん射しやの方向と時間を最適化できるというなら話は別かもしれないが、そんな計算いったい誰だれが──

　ＧＡＲＰが。

　その瞬しゆん間かん、ルノアの手足が猛もう然ぜんと動き始めた。

　クレイプの作動状じよう況きようを全速力で確認する。スラスター推すい進しん剤ざい残量が全直噴射であと四秒分。武装は問題なし、ＦＣＳ問題なし。気密障害発見されず。バッテリー電力安定値。パルスドップラー・レーダー正常作動中、全センサー正常作動中。

　レーザーで叫さけんだ。

「ＧＡＲＰ！　そっちのパルスドップラー・レーダーは無事!?」

　間かん髪はつを入れずにＧＡＲＰは答えた。

『問題ありません。シーカーの歪ゆがみによる誤差が生じていますが、無視できる範はん囲いです』

「指向性をかけて、最大ロングレンジで前方監かん視し！　こっちは近きん距きよ離りの精密監視をやるから、そのデータも合わせて落下軌道計算にかかれ！　コリオリ力、落下開始点、落下開始深度、経過時間、これまで行ったすべての加速のベクトル、装備消費と四し肢しの欠損による機体の質量低下、あらゆる可能性を考慮！　やれる!?」

『やれなくても「やれます」って答えるでしょ、こういう場合』

　ＧＡＲＰのスラスターによる、断続的な姿勢制せい御ぎよの閃せん光こう。必要最低限の推すい進しん剤ざいしか使っていない。いま命じたくらいのことは、こいつなら最初からやっていたかもしれない──そんな思いが頭をかすめた。

「アマルス！　ＧＡＲＰの脊せき柱ちゆうを耐たい衝しよう撃げき位置に移行、それ以外の全体関節を脱だつ臼きゆうさせて!!　アイは電力残量と推進剤残量をチェック!!　推進系とセンサー周り以外への全電力の供給停止!!　チャーミーは以降、レーザー通信の維持だけに集中!!」

『な……なにするんですか、教官？』

「生命維持にもできるだけ電力使いたくないの！　すんだら、全員気密装備を着用してコクピットの気密を解除!!」

　シェルの設定が気密環境用のそれに変更し、ルノアはヘッドレストの上のコンテナから気密マスクを引きずり出してヘッドギアの上からかぶった。コクピットの気密解除をコマンド、五回繰り返される確認メッセージにすべてＹＥＳと答え、その瞬しゆん間かんコクピットの気密が失われて、視界が一いつ瞬しゆんだけ白く染まり、次いで、真に遮さえぎるもののないギラつく透とう明めいに化けた。

『おい！　どうするつもりなんだよ！』

　やけくそな声でアマルスが問う。

「決まってるじゃない」

　震ふるえる声でルノアは答える。

　自分でも信じられない答え。

「月の反対側まで落っこちるの」

　アマルスが何か言いかけた。その言葉をルノアは大声で押し潰つぶした。

「他ほかに何かいい考えがあるなら今すぐ言いなさい!!　一いつ緒しよに来るのがいやなら置いてくわよ!!」

　そのとき、レシーバーの向こう側から轟ごう音おんと悲鳴が聞こえ、その一瞬の後、ルノアのクレイプに複数の何かが激げき突とつした。

　悲鳴も出なかった。

　ＧＡＲＰの声、

『ルノア教官！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　返事をしてください!?　ルノア教官!?』

　生きてる。

「え……あ、──大丈夫、いまの、」

『中途半はん端ぱに閉じた隔かく壁へきか何かだと思います。右みぎ腕うでを持っていかれました。器官の封ふう鎖さは完了、液関節の流出も今は停止しています。かなりの破片が飛び散ったはずですが、クレイプに衝しよう突とつしたのはその中の多分──』

　隔壁。閉じた隔壁。その言葉が、ルノアの頭を真っ白にした。──くそ、考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ!!

「リニアガンは使用可能!?」

　話をさえぎられたＧＡＲＰは、それでもよどみなく答える。

『作動自体には問題ありません。ペレット残数19。ですが、ＦＣＳへのpingが毎秒20中６しか返りません。ガンカメラとしての作動以外は保ほ証しようしかねます』

　あの損そん傷しようではそんなことだろうと思ってはいたが、やはりそれは最悪の知らせだった。

「今からクレイプを双脚砲台ハミングロウルの前方に出すから、重力方向を正面に見た九時方向に７メートル移動して進路を作って！」

『そんな、危険すぎます！　わたしの後ろにいれば少なくとも──』

「やれ!!」

　モノクロの合成映像の中で、ＧＡＲＰの影かげがスラスターを使って左に動いた。ルノアは震える息を一度だけ吐はき、覚かく悟ごを決めてスラスターをキックした。クレイプは骨格を軋きしませながら前方へと飛び出し、ＧＡＲＰと壁かべの間をギリギリですり抜ぬけた。20メートル先行し、姿勢を制せい御ぎよして速度を安定させ、一方的に喋しやべった。

「わたしが照準して、ＧＡＲＰがトリガーする、いいわね!!　前方監かん視しを強化、レーダー波指向性最大収束でこっちのＦＣＳにリンク、ペレットはレーザーカッパーヘッド、弾だん頭とうは高爆ばく速そく電気地じ雷らい！　接せつ触しよく起き爆ばくで障害物をぶっとばすわよ!!　射しや撃げき後の誘ゆう導どう処理は必要ないから破片に注意して!!」

　そのとき、ＧＡＲＰがいきなり笑い出して、ルノアはかなり驚おどろいた。

『お教えしましょう、軌き道どう計算結果の中間報告です。出口への到達予想時刻は今から約十五分後、月中心部での瞬しゆん間かん最大速度はマッハ７以上に達します。クレイプのスラスター制御はこちらにリンクさせますから、教官は照準に集中してください。安全運転で、無事に反地球側フアーサイドまでご案内しますよ』

　ルノアの口にも笑みが浮かんだ。恐きよう怖ふにひきつれた、歪ゆがんだ笑みではあったが、それは惨みじめなあきらめと訣けつ別べつし、精いっぱい背せ伸のびをして絶望的な運命に立ち向かう者の、自分たちの力を信じるための笑みだった。

　そして、次はわりとすぐに来た。

『レーダー波帰着！　前方約８０００メートルに閉へい鎖さ隔かく壁へき確認！　平面にしては反射が不規則ですから、おそらく投とう棄きされた廃はい材ざいか何かが詰つまって──』

　ルノアはもう聞いていなかった。サイドスティックで動作し、ＦＣＳで感覚する。網もう膜まくのレティクルと、吹っ飛ぶように減っていく相対距きよ離りのデジタル表示。ルノアはバルカンランチャーを構え、敵が重力であるかのように、正確に真下に向かってポイントした。

『シーカー冷却！　３、２、１、０フアイア!!』

　ルノアがランチャーで照準し、ＧＡＲＰがリニアガンをトリガーした。オレンジ色の光点が闇やみに吸い込まれ、金属が蒸発する熱が見え、爆ばく発はつのガスが行く手にわき上がった。

　ルノアが叫さけぶ。

「成功クリア!!」

　ＧＡＲＰが叫ぶ。

『きゃっほ───────────────!!』

　クレイプが、そして双そう脚きやく砲ほう台だいが、破片と燃焼ガスの乱流の中を潜くぐり抜ぬけていった。
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Ｑ：あなた、聞かないのね。「これ録音されるんですか？」って。珍めずらしいタイプだわ。

Ａ：初めてじゃありませんから。こういうの。

Ｑ：ふうん。噂うわさ通りのツワモノってわけ。まあ、それはこっちとしても助かるけど。じゃあ、何を聞かれるかの見当もついてるのかな。

Ａ：（返答なし）

Ｑ：あなたの現場放ほう棄きね、実は、我々もそれほど重要視してるわけじゃないのよ。特にあなたみたいな扱いにくいタイプの場合、他ほかの兵に与える影響も無視できないし。それに、さる筋からの要望もあって、わたしの見るところ、それほど重い処分にはならないんじゃないかしら。

Ａ：何ですか、さる筋って。

Ｑ：つい今しがた、上の一部があなたの処分を軽減しようって方向に動いてね。なに考えてんだか知らないけど、理由聞いたら笑うわよ。「危機管理能力に優れる人材を現場から外すべきではない」だって。

Ａ：（返答なし）

Ｑ：つまりね、この事情聴ちよう取しゆにはもう大たいした意味はないの。だから、以降の私の話は世間話として聞いてもらいたいんだけど。あなたは八日後に軍事法ほう廷ていに立つ。そこであなたはドラマをご希望かしら。

Ａ：自分に対しての適切な質問ではないように思います。

Ｑ：あらら。これでも私、結構危あぶない橋渡ってるつもりなんだけどな。上の方だって一枚岩じゃないしね。

Ａ：この事情聴取の記録は外部にもれることはないと聞いていますが。

Ｑ：それは斬ざん新しんな意見ね。

Ａ：失礼ながら、自分は大佐殿どのを信用できません。

Ｑ：よく言われるわ。

Ａ：つまり、こちらに選せん択たくの余地はない、ということですか。

Ｑ：状じよう況きようを整理してあげる。にらみ合う二人。片方が手を出すつもりがないなら、もう片方も手を出さない。片方が石を投げつければ、もう片方はミサイルで反はん撃げきできる。そして、ミサイルを持っている方は、二人が置かれているこの現状を把は握あくしていて、それを相手にあらかじめ通告しておくことがフェアであると考えた。

Ａ：石を持っている方は、自分の手の中のどれが石であるのか理解しておりませんし、それは実は石ではないかもしれないし、石を相手にミサイルを持ち出すような者がフェア云うん々ぬんを気にするとは思えません。

Ｑ：間ま違ちがいなく理解しているし、それは石ではなくて核かく弾だん頭とうかもしれないし、私たちの業界ではそういうのをフェアって言うの。

Ａ：（数秒を経て）自分は昔から察しが悪いと言われます。確認させてください、軍法会議で粗そ相そうがあってはなりませんから。「石」とは、大たい佐さ殿どののＳＭ趣味の件ですか？

Ｑ：（数秒を経て）わかったわ。ゴムもつけない奴やつとはヤれないってことね。お説ごもっとも。ここからは記録デバイスを止めるから。オフレコで話しましょ。

　状じよう況きよう捕ほ捉そく①

（ここでＱは画像・音声記録プロセスを停止。以降は、Ｑの頭ず蓋がい内ないインプラントデバイスによる記録より起草）

Ｑ：さて、これでほんとの世間話になったわ。軍法会議はさておいて、これは私個人の興味から聞くんだけど──実は知らないの私。あなたの抱かかえてるネタって、そんなにヤバいわけ？

Ａ：（返答なし）

Ｑ：でなきゃ、上があなたの現場放ほう棄きを見み逃のがしてくれるわけないか。あなたをヘタに追いつめるよりは、手の届くところで泳がせとこうって線だもんね。その方が、何かあったとき「事故」で処理できるし、人目も引かないし。

Ａ：（数秒を経て）ところで、こちらも個人的な興味からなんですが、よろしいですか？　専門家であられる大佐殿のご意見を伺うかがいたくて。

Ｑ：くすぐったいわね。どうぞ？

Ａ：古い話で恐きよう縮しゆくですが──大佐殿は、あの自由落下坑ブラジル・エクスプレスが、本当に、輸送を目的として開発されたものとお考えですか？

Ｑ：（返答なし）

Ａ：自由落下坑ブラジル・エクスプレスの建設計画は、最初から最後まで厳げん重じゆうな機密の元に置かれていたと聞きます。この理由について心当たりは？　ただの輸送路が、なぜ、何の安全を脅おびやかすと判断されたのか？　プラネリアム襲しゆう来らい以降も、救世軍があの穴掘りを引き継がなければならなかったのはなぜだと思われますか？

Ｑ：（返答なし）

Ａ：今世紀初頭、小規模な入植地にすぎなかったオルドリンが、あの穴にフタでもするように、急速に規模を拡大していったのは偶ぐう然ぜんですか。その後、どこからともなく出現したサル山が二つ。ジャック・カンパニーの存在が確認されたのが五五年、ゾディアック・ブラザーズは五六年。そして、ジャックが確認される四年も前から、ヴェルヌ、ウエルズの二個中隊という破格の戦力がオルドリンに配備されていたのも、偶ぐう然ぜんなんですか。

Ｑ：あなた──一体、月の中心で、何を見てきたの？

Ａ：（数秒を経て）教えてあげない。

状況捕捉②

（この後、Ｑは画像・音声記録プロセスを再起動。事情聴ちよう取しゆはさらに続行）
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　いくつの隔かく壁へきを破は壊かいし、いくたび壁に接せつ触しよくしたことだろう。

　冗じよう談だんのようなスピードで、月の中心部めがけて突とつ入にゆうする寸前のことだった。

　突とつ然ぜん、ＭＡＪＤがオーバーフローした。

　生せい成せい晶しようの発する高速中性子と磁力線を探知する装置に、なぜこれほどの負荷がかかったのか、誰だれにもわからなかった。そんなことを気にとめている余よ裕ゆうもなかった。ルノアは別として、あの状じよう況きよう下かであの五人の中でそれに気づいた者がいるのか、それすら疑わしい。

　そして、巨おおきな岩の洞ほこらがそこにあった。

　そこは、おそらく人類がかつて目にした内でも最大の球状の空間であったろう。無力な肉眼はその巨きよ大だいさをまるで実感できず、デジタル表示はあくまで数字の羅ら列れつでしかなく、脳はその視覚情報を天動説と等しく扱った。

　そんな、まるで月の胃い袋ぶくろのような空間を、クレイプと双脚砲台ハミングロウルは驚きよう異い的てきな速度で通過した。心臓の鼓こ動どう数回分にしかならない時間、たったそれだけの、見る余裕も考える余裕もなかったあのとき、それでも自分が何を見、何を考えたのか──後になっても、ルノアはそれをうまく思い出すことができない。ただ、両手は訓練に忠実だった。

　大規模反応によるＭＡＪＤのフロー。

　あのときと同じだった。

　シナリオ11において、[image: 二重引用符]L. O. P. [image: 二重引用符]集積の真まっ只ただ中なかで、恐きよう怖ふにまみれて果たした任務。

　両手は、あのときと同じことをした。

　すべての感覚器のデータを、時間の許す限り記録し続けた。超ちよう高速で移動する観測点から、爆ばく煙えんを避さけることもできなかったためにヘタったセンサーを通して、あのときとは違ちがうデカくてチャチな圧あつ縮しゆくツールで、あのときとは違うトロい狭せま苦くるしいメモリー原へ。まるで弱い者いじめのような、悪条件のロイヤルストレート。

　ほとんどのデータは、電子回路の藻も屑くずと消えた。だが、手には一片のしずくが残った。

　某ぼう所しよでの解かい析せきによると、ルノアのデータが存在を示し唆さする複数の大質量体──大だい空くう洞どうの内ない壁へきの向こうからＭＡＪＤを狂くるわせたと思われる「何か」は、そのすべてが観測ノイズである可能性が61パーセントであるという。すべての否定的な条件に目をつぶり、すべてが高速中性子であり、すべてが黎赫反応放射光マツカンドルー・レデイエイシヨンであり──つまり、本当にその「何か」が大規模生せい成せい晶しよう集積であるとするならば──その規模は、地球式換算で[image: 二重引用符]L. O. P. [image: 二重引用符]の約七千六百倍、理論値で、三十四万と四千体のプラネリアムを生み出す能力がある、ことになる。

　そんなものは、物理的に有り得ない。

　その後、訓練に支配された自分の両手の感覚がよみがえるたびに、ルノアはこんなことを思う。

　あのとき、ＧＡＲＰも自分と同じことを考え、同じことをしていたのではないか──と。

　クレイプのそれよりも遙はるかに大規模なセンサーを通して、クレイプのそれよりも遙かに強力な圧縮プロセスで、クレイプのそれよりも遙かに広大なメモリー原へ、ＧＡＲＰはすべてのデータを記録していたのではないだろうか。




　自由落下坑ブラジル・エクスプレス、シュレーディンガークレーター側の駅ステーシヨンより１２０キロの地点。

　奈な落らくの底から、何かが登ってくる。

　ときおり壁かべに接せつ触しよくするらしく、闇やみにオレンジ色の閃せん光こうが閃またたく。やがてそれは、残ざん骸がいのような二機の多た脚きやく兵器へと姿を変える。両足を丸めた対たい衝しよう撃げき姿勢のクレイプ。その背後に続く、泣きながら歌う双そう脚きやく砲ほう台だい。闇やみを貫つらぬき重力を振ふり切り、まだ見ぬ出口を目指して、その二つの物体は猛もうスピードで上じよう昇しようしていく。

　これで最後ぉ！　とペスカトーレが叫さけぶ。最後に残った巡じゆん航こうミサイル二発を五秒間かん隔かくで射出する。すでにＧＡＲＰのパルスドップラー・レーダーは天に召されている。そこで、レーダー波の代わりにミサイルを先行させ、弾だん頭とうに搭とう載さいされているセンサーで前方の状じよう況きようを探ろうというのだ。

「!?　何やってんだアイ!!　右修正のキックが全然こねえぞ!!」

　アマルスが叫さけぶ。気密マスクのゴーグル部分からのぞく両目の周りは、汗でじっとりと濡ぬれていた。目に入るのか、しきりに瞬まばたきを繰り返す。

「だって、だって！　すいりょくが急に60パーセントになっちゃったんだもん！」

「なんだよそれ!?　どれだ、どのスラスターが──」

　アイはほとんど泣きわめくように言った。

「ちがうちがう!!　ぜんぶのスラスター合わせたすいりょくが60パーセントなの!!　こんなの訓練でやらなかったよぉ!!」

『アイ落ち着いて！　ＧＡＲＰ、推すい進しん剤ざいの残量は!?　だいたいでいいから』

　ルノアの声が響ひびくたびにコクピットには微かすかな安あん堵どが流れるのだが、そんなものは一いつ瞬しゆんだけの話。次から次へと発生する問題に、もう誰だれもがおかしくなりそうだった。

『全力噴ふん射しやしたらもう一秒もちません。それに、さっきから気になっているんですが、』

『なによ!?』

　この上まだ何かあるのかと、ルノアはケンカ腰ごしで怒ど鳴なった。

『速度が遅おそいんです』

『なんの!?』

『上昇速度に決まってるでしょう!!　重力に引き戻もどされてこれだけ速度が落ちてきているのに、出口がまだ遠すぎるって言ってるんですよ!!』

　気密マスクの中で、ルノアはぎりっと歯を嚙かみしめた。

　自分でも気がつかないふりをしてたのに。

『行けるところまで行くしかないわ──きっと、ヤマグチ次官が出口に救きゆう援えんをよこしてくれてるはずだから──』

　そう言いはしたが、その救援部隊に何ができるというのか、ルノアにもわからない。

　出口からどのくらい深いところで上じよう昇しようが止まるのか、正確な値は計算してみないとわからないし、そんな計算ができるのかどうかもわからないし、そんなこと知りたくもない。

　すべての障害を乗り越こえてきた。

　太陽の重力の影響まで計算し、なけなしの推すい進しん剤ざいを身を削けずるような思いで消費し、スラスターで軌き道どうを修正しながら、やっとの思いでここまで来たのだ。しかし、重力は、地球の六分の一しかない弱々しい魔まの手は、再び、確実にルノアたちを地の底へ引きずり込もうとしている。上昇が頂点に達し、再び落下が始まってしまえば、今度こそ推進剤は無い。何の軌道修正もできず、コリオリ力に翻ほん弄ろうされ、マッハの速度で壁かべに接せつ触しよくすれば、たとえ双そう脚きやく砲ほう台だいでも木こっ端ぱ微み塵じんになるだろう。

『──計算結果が出ました。今のうちに言っておきます』

　黙だまれと叫さけぼうとした。そんなものをあの五人に聞かせたくなかった。

『このまま状じよう況きようが進行すれば、出口から４キロの地点で上昇速度がゼロになります。申し訳ありませんでした。私の初期計算が甘あまかったのかもしれません。壁への接触や、射しや撃げきによる予想外の運動エネルギーの漏ろう洩えいが多すぎました』

　違ちがう。ＧＡＲＰはよくやってくれた。

　ルノアもそれは、心の底ではわかっていた。ＧＡＲＰの計算がなければ、自分と五人は月の中心点を通過することもできなかっただろう。しかし、ルノアへの専用接続を設定することもせず、誰だれにでも聞こえる通常回線でＧＡＲＰが計算結果を喋しやべったことに、ルノアは身体からだの震ふるえるような怒いかりを感じた。

　しょせんお前は黴ばい菌きん頭あたまだ。

　ルノアがそう毒どくづいたとき、

『そこで』

　ＧＡＲＰは想像もしていなかった話を始めた。

『わたしの中の五人に勧告します。総員、ハニーアントで脱だつ出しゆつしてください』

　その言葉の意味を瞬しゆん時じに理解できた者はいなかった。

『月面仕様の双脚砲台ハミングロウルのハニーアントは、小型戦術スクータとしての機能の他ほかに、乗員の緊きん急きゆう脱出システムとしての性格を持たせる必要上、使い捨てデイスポーサルスラスターが二基装備されています』

　知ってる。

『おまけに、カタパルトで初期加速が得られます。私が大規模な障害に見舞われたときに、爆ばく発はつ圏けん内ないからいち早く脱だつ出しゆつするための装備です』

　知ってるよ！

『スラスターの噴ふん射しや時間はほんの五秒ほどですが、カタパルトの加速と合わせれば、ギリギリで出口まで到達できます。これが、私の計算結果です』

　それじゃ、それじゃあ──

『あなたはどうするのよ!?』

「ルノア教官はどうするの!?」

　ルノアとマリポが同時に叫さけんだ。ＧＡＲＰは、マリポの質問にだけ答えた。

『あなた方がハニーアントで脱出する前に、クレイプを所定の位置に動かして、コクピットのハッチを開放しておきます。ハニーアントの射出直前、ルノア教官はタイミングを合わせてコクピットより脱出して空中に飛び出します。あなた方はルノア教官を空中で受け止めた後、スラスターで加速をかけてこの穴から脱出します。ヘッドギアのプロセッサーで動くプログラムを作っておきました。これがすべてのタイミングを指示してくれます』

　だめだ！、全員がそう叫んだ。

「ばっかやろざけんな！　サーカスじゃねーんだぞ!?」

『私もそう思います。もっとましな方法があるなら、よろこんで乗り換えたいところなんですけど。早く準備を。もういくらも時間がありません』

　ルノアはもう一度叫んだ。

『ＧＡＲＰ！　あなたはどうするのよ!?　──まって、あなたの流体脊せき髄ずいユニットの中ちゆう核かくだけ取り外せば、』

『そんなことをしている時間はありませんよ。第一、誰だれが機外作業をやるんです？　私なら心配いりません、あ、でもちょっと心配してほしいな。このまま落下しても、私ひとりだけなら生き残る可能性は高いです。私は中枢じぶんを対たい核かく爆ばく撃げきモードで封ふう鎖さできますから。救助されたら地球側ニアサイドに連絡を取って、今度は表側に落っこちてきたわたしの残ざん骸がいを回収してもらってください。大だい丈じよう夫ぶ、生き残ってみせますよ』

　そんな──

『アマルスさん、準備を。あなたがハニーアントのドライバーです』

　アマルスの気密マスクのゴーグルの中に浮かんだ逡しゆん巡じゆんを責められる人間はいない。しかし、ＧＡＲＰは強い口調で続けた。

『アマルスさん、あなたならできます。夜中にこっそりハニーアントを持ち出して、内ない緒しよで外がい郭かく回かい廊ろうをぶっ飛ばしていたのを、私がただ無目的に見み逃のがしていたとでも思っているんですか？「訓練だよ」って、あなたそう言ってたじゃないですか』

　ＧＡＲＰの声に、これほどの感情と知性が感じられたことはかつてなかった。これだけの危機的状じよう況きよう下において、あくまでも冷静なその声は、聞くものすべてに催さい眠みん術じゆつ的てきな効果をもたらした。

『さあ。いつまでたってもあなた方を信用しないあのイカれた教官に、カッコいいとこ見せてやりましょう』




　ハッチの中の闇やみ。真空の静寂。ハニーアントに五人乗りになったアマルスとマリポとチャーミーとアイとペスカトーレ。バイザーに浮かぶ、射出タイミングを示すマイナス・カウントダウン。闇に輝かがやく裏返しのデジタル文字。無限に拡張された一秒、身体からだを固定しているベルトを握にぎり締しめ、誰だれもが自分の息づかいしか聞こえない世界の中で、デジタル文字を見つめて恐きよう怖ふを勇気に変える。

　あと二秒。もうルノア教官は、このハッチの向こう側にいる。

　ルノアは光の中にいた。ふた筋の光が、宙を漂ただようルノアの姿を捉とらえていた。ひとつはクレイプのランチャーに装備されたライトから、もうひとつは双そう脚きやく砲ほう台だいコクピット直上から。どちらも肉眼での直視が危険なほど強力な照明で、バイザーの色素が自動的に暗化してルノアの網もう膜まくを守っている。何の音も聞こえない。光の外は真の闇。こうしていると、今も自分は音速を遙はるかに越こえる速度で動いているのだということが信じられない。

　もし、失敗したら──

　──自分が死ぬだけだ。

　地球にいたころは、そう思っていた。

　操そう縦じゆうする者のいないクレイプの、ぼんやりとしたコクピットの光が遠ざかっていく。コクピットに写真を残してきた。ガンカメラのデータを紙に焼いたことがバレバレの、粒りゆう子しの荒あらいモノクロの映像、どこかのバラックの内部の光景。Ｋ２の十一人、どの顔もドロとオイルにまみれ、今よりもずっと背の小さかったルノアは、今も楽しそうに笑いながら、キースの背中にのしかかり、キースの髪かみをくしゃくしゃにかき回している。自分にも、あんな顔ができた時代があったのだ。

　クレイプのコクピット、フレームの奥おくに隠かくすように貼はりつけてあったその写真。

　もって行こうと思ってやめた。

　せめてこれ一枚でもあれば、クレイプの寂さびしさも少しはまぎれるかも知れないと思ったから。

　ルノアは、踊おどるようにゆっくりと回転しながら、身体からだのすべての力を抜ぬいて、光の中にいた。




　０マーク。

　カタパルトリリースの衝しよう撃げき。首が落っこちそうなＧを、アマルスは歯を食いしばって耐たえた。失神Ｇ・ＬＯＣＫしたら最後だ。どいつもこいつも悲鳴を上げているのだろうが、聞こえないのはありがたい。ＧＡＲＰが仕込んだプログラムのおかげで、ギアのリンカーまでが今は機能を停止している。

　ルノアが、ライトの光の中にいた。

　前方約10メートル。急速に近づいてくる。回転する身体からだ、気密マスクの中のルノアの増感網もう膜まくが、まるで闇やみ夜よの猫ねこのように光を反射させ、アマルスをじっと見つめている。まだだ。パニックを起こしそうな心を必死で抑おさえる。ルノアが正面を向く。あと３メートル。なぜこんなに一秒が長い。こんなの一秒じゃない。誰だれかの息づかい、それは自分の息づかい、ルノアが手を伸のばす。空気の足がかりすらもない。ルノアが必死で手を伸ばす。２メートル。アマルスも手を伸ばす。ステアリングを片手で握にぎっているのがこんなに不安だったことはない。じわりと忍しのび込む不安。届くのか？　本当にあそこまで手が届くのか？　１メートル。だめだ！　届かない！　アマルスの口から心臓が飛び出しそうになり、ルノアがハニーアントの横をすり抜けていき、アマルスはステアリングから両手を離し、固定ベルトの許す限り虚こ空くうに身を乗り出して、ばかやろう、もう行っちまうぞ、手を伸ばせ、もっと、もっと手を伸ばせ！




　つかんだ。

　互たがいの指が、しっかりと絡からみ合った。




　ルノアの体重をもろに受けて、アマルスの腰こしにベルトが食い込んだ。唇くちびるを嚙かみしめ、右手に全身の力を込める。離はなすくらいなら死んだ方がましだ。力という力を出し切る。ルノアという障害物を引っかけられて、ハニーアントの軌き道どうががくりとぶれる。ルノアの身体が車体に叩たたきつけられ、アマルスが手を離しそうになった瞬しゆん間かん、

　八本の腕うでが、よってたかってルノアの身体を押え込んだ。

　ルノアが夢中でハニーアントの車体にしがみつき、マリポとチャーミーとアイが三人がかりでルノアの身体をしっかりと抱だきかかえた。ペスカトーレがルノアの33型汎用Ｄシエルのリングにベルトを巻きつけ、徹底的に、やりすぎなくらいに、二度と離れないように固定した。

　教官、教官、マリポが叫さけぶ声の振しん動どうが、抱きしめられた身体を伝わってきた。

　アマルスがステアリングを握にぎりしめる。舌したなめずりをして、「極小推力・最小回数」のお手本のような噴ふん射しやでハニーアントの姿勢を立て直す。

　使い捨てデイスポーサルスラスターをキックした。

　眠ねむり込んでしまいそうな安心感は、スラスターの衝しよう撃げきで、振り落とされるかもしれないという恐きよう怖ふに変わった。強きよう烈れつな、全身を透とう明めいな何かで殴なぐられるようなＧだった。

　バイザーのカウントダウンは、〝＋６〟で止まっていた。

　ハニーアントは加速する。奈な落らくの出口を目指して、矢のように上じよう昇しようしていく。































　それまでテーブルの上でじっとしていたサルが、突とつ然ぜん大おお騒さわぎを始めた。

　じゃきじゃきとシンバルを打ち鳴らし、じーじーと音を立てて目と歯をむき出し、プラリーン大たい佐さに頭をぽんと叩たたかれてようやくサルは落ち着いた。サルが両足でつかんでいる液えき晶しようパネルのデジタル表示には六つのゼロが並んでいる。

「時間切れ」

　プラリーン大佐は眼鏡めがねを外した。資料のフォルダーをまとめにかかる。

　大佐は保安要員のボディチェックはまるで信用していなかったが、聴ちよう取しゆ室しつのセンサーはそれなりに信用していた。だから、ルノアが略式平服のポケットに右手を入れたこともそれほど気にはしなかったし、その右手が一枚のレーザーディスケットを取り出したのを見て、かなり驚おどろいた。

　笑い、

「──ほんとに、まったくもってウチに欲しいような人材ぞろいね」

　笑わず、

「初めてじゃありませんから、こういうの」

「で？」

「現在、わたしの現場放ほう棄き幇ほう助じよの容疑で拘こう留りゆうされている訓練生がいます」

「カデナ・メイプルリーフ伍ご長ちようね」

「先ほどの取り引きのお話ですが、」

「そんな話したかしら？」

「彼女もわたしと同様、八日後の軍法会議を避さけられない状じよう況きようにあります。わたしではなく、彼女に『ドラマ』を用意してください。これはそのギャラです」

　そう言って、ルノアはディスケットをプラリーン大たい佐さに放った。大佐はまったく視線を動かさずにディスケットを受け止め、事情聴ちよう取しゆ中にも見せなかった真しん剣けんな表情で、

「──これが、本当に、月の中心で採取されたデータであるという証明は？」

　ルノアは答えない。

　表情すら変えない。

　断りなく席を立った。

　嫌きらわれちゃったかあ──プラリーン大佐は鼻で小さなため息をつき、最後に、さっきよりも大きな声で、こう言った。

「これはオリジナル？　コピーは存在する？」

「自分で調べれば──っていうのが、あなたたちのフェアなんでしょ」

　振ふり返らずに、聴取室を出た。




　行く先々のすべてのドアに、「ルノアお断り」の札がかかっているような気がした。

　消灯時刻を過ぎていた。

　気が進まなかったが、部へ屋やに戻もどる以外になかった。ほかに行く場所などなかった。うつ伏せにベッドに倒れ込んだ途と端たん、失神するような眠ねむ気けに襲おそわれたが、ベッドでなんか眠ったら、もう二度と目が覚めないような気がして怖こわかった。

　宙ぶらりんな立場。

　カデナは拘留されているというのに、なぜ自分だけがこうして自室のベッドにひっくり返っていられるのだろう。

　目を閉じて闇やみに逃にげ込むと、自分の身体からだがまだ、あの穴の中を落下しているような気がした。

　切り落として無いはずの腕うでが痛むように、ハニーアントの加速のＧが全身によみがえった。

　考えてみれば、当然のことだった。

　自分が思いつくようなことを、ＧＡＲＰが思いつかないはずはなかったのだ。恐おそらく、誰だれに言われるまでもなく、ＧＡＲＰは自由落下坑ブラジル・エクスプレスへの落下が決定したその瞬しゆん間かんから、軌き道どうの計算を開始していたに違ちがいない。

　そのＧＡＲＰが突とつ然ぜん、出口まであと少しという所になって、自分の計算が甘あまかったと、壁かべへの接せつ触しよくや射しや撃げきで発生したイレギュラーなベクトルをフォローしきれなかったと、このままでは出口に到達できないと言い出した。こうも言った。──ハニーアントを使えば出口までたどり着ける、と。

　可能性は二つしかない。つまり、本当か、噓うそか。

　おかしい。

　今ならわかる。絶対に変だ。まず、「計算が甘かった」という言葉からして疑わしい。ＧＡＲＰの計算がどれだけ正確無比なものであったかは、あのとき自分たちが出口まであと少しという地点まで到達できていたという事実が証明している。さらに、本当にあの段階になるまで計算ミスに気づかなかったのだとすれば、パニックをあおるような告白には何の意味もないし、あれほど迅じん速そくに代案を用意できたはずがない。

　結論。ＧＡＲＰのあの言葉は噓だ。軌き道どうを修正しながら落下するだけでは、自分たちは出口まで到達できないということを、あいつは最初から知っていたのだ。すべてを知っていながら、隠かくしていた。

　今のルノアは、その理由を知っている。

　なぜ、ＧＡＲＰは隠していたのか。

　なぜなら、あいつはすべてを知っていたから。

　あいつは、最後まで隠しごとをしていたから。

　あいつは、ハニーアントを使っても出口に到達できないと知っていたから。

　すべてを話してしまったらルノアや五人はとても納なつ得とくしないのを見こした上での優しい噓うそ。ハニーアントによる不完全な脱だつ出しゆつ計画を完全なものに変える、たったひとつのやり方。





[image: くぎり]






　ここまできて、まだ何かが潜ひそんでいようとは思ってもみなかった。

　アマルスがスラスターをキックした瞬しゆん間かん、身体からだにベルトが食くい込み、目の前が暗くなった。あまりのＧに朦もう朧ろうとする意識の中で、まったく突とつ然ぜんに、ルノアの頭の中で本能が絶ぜつ叫きようを始めた。ルノアは、ベルトとＧが許す限りに身を乗り出し、振り落とされまいとしているその他四人の隙すき間まに身体を突つっ込み、アマルスの気密マスクと自分の気密マスクをぶつけ合わせて、こう叫さけんでいた。

「だめ！　これじゃ遅おそすぎる!!　もっと早く!!」

　ルノアのそれは、半なかば無意識の行動であったのだろう。アマルスも答えられる状じよう況きようになかったし、自分が無む茶ちやなことを言っているとルノアも心のどこかでわかっていた。使い捨てデイスポーサルスラスターなんて要するにでっかいロケット花火だ。ＯＮすればそれが最大出力だし、ＯＦＦならゼロ。今の出力が気に食わなくても、それを調整する手段などない。

　つまり、もし、この加速でもまだ足りないのだとしても、どうすることもできない。

　しかし。

　Ｇを呼吸して生きていた地球での記き憶おくが、ルノアに叫さけんでいた。これではまだ遅おそすぎると。ＧＡＲＰは出口から４キロの地点で上じよう昇しよう速度がゼロになると言った。つまり、今はそれ以上の距きよ離りがある。ならば、こんな加速ではだめだ。絶対に出口へはたどり着けない。

　そして、背後に閃せん光こうを感じた。

　全員が振り向き、全員が見た。

　ＧＡＲＰが全力でスラスターを噴ふん射しやして、逆加速をかけていた。

　幻げん覚かくかと誰だれもが思った。

　ＧＡＲＰにはもう、あんなマネをするだけの推すい進しん剤ざいも電力も残ってはいないはずだったから。

　一秒もたないと、ＧＡＲＰはそう言った。

　うそ。

　全員がＧＡＲＰの真意を理解した。ＧＡＲＰはなぜ、電源機関士アイの目をごまかしてまで、推すい進しん剤ざいと電力を隠かくし持っていたのか。

　最後の最後に、絶対に必要になるから。隠しておかなければ、ルノアと五人は重力の恐きよう怖ふに屈くつして、最後の１グラムまで、最後の１アンペアまで使い尽つくしてしまうであろうから。嫌いやになるほど繰り返した〈起動演習〉。みそっかすにされたＧＡＲＰはふてくされ、ふてくされながらも、ルノアのすべての説明を一言一句漏もらさず聞き、五人すべての一挙手一投足を見ていた。アイがさんざん繰り返した失敗──バッテリーのゲートロックのタイミングを外し、安全機構が作動して処理が強制的にシャットダウン。これは、万が一安全機構が作動しなかった場合には、システムがオーバーロードしかねない危険なミスだ。

　ある手順で、意図的に、これをやれば。

　そして、全員のゴーグルに出力されていた〝＋６〟が消えた。

　ＧＡＲＰがヘッドギアに仕込んだプログラムが、短い文章を吐はいた。




　ご武運を。あなた方の行く先に、いつも温かな空気エアがありますように。あなた方は素晴らしいチームでした。一いつ緒しよに過ごせて楽しかった。私は、あなた方のハミングロウルであったことを誇ほこりに思います。




　突とつ然ぜん、すべてがつながった。

　闇やみと真空の中で、闇と真空を裂さくような声で、ルノアは絶ぜつ叫きようした。

　やめろＯＥＤＩＰＡエデイパ──と。

　西せい暦れき二〇六七年三月三日、午後五時二十二分。後に、失神による体内時計の変調から逆計測して割り出した数値である。

　オルドリン訓練機[image: 二重引用符]GARP. LUNOR. rn. luna[image: 二重引用符]は自じ爆ばくした。

　計算通りの速度と角度の強度の、衝しよう撃げき波はの乱流。ハニーアントは激流に翻ほん弄ろうされる木の葉のように加速した。

　今度こそだめだった。ブラックアウトなどというなまやさしいレベルではすまなかった。ルノアですら失神Ｇ・ＬＯＣＫした。他ほかの連中などひとたまりもなかった。

　闇やみに呑のまれた。





[image: くぎり]






　目を開けて、ルノアはその闇から抜ぬけ出した。

　ベッドの上、自分の部へ屋や。

　闇の中に戻もどりたくて、枕まくらに顔をうずめようとして、枕を手て探さぐりした。枕の代りに、細長くて硬かたい物が手に触れた。

　それを握にぎった。

　菊きく千せん角かくを手に、ルノアは身を起こした。ベッドから降りて、散らかった部へ屋やをうろうろし始める。

[image: ]

　──わたし、アナログの時計なんて持ってたっけ。

　購こう買ばい部ぶで「それ用」の懐かい中ちゆう時計を売っているはずだったが、もう消灯時間を過ぎている。

　結局、菊きく千せん角かくと、昔から使っていた目覚し時計を持って、ルノアは部屋を出た。

　まだ、やらなければならないことがあった。




　教官用の自じ販はん機きブースに立ち寄った。それが一番マシに思えたので、カップ酒を買った。ラベルの漢字には英語でルビがついていた。[image: 二重引用符]BLACK DRAGON No. 7[image: 二重引用符]とある。

　いい名前だと思う。

　昔ながらのやり方で対たい爆ばく隔かく壁へきのロックを開け、格納庫ドツクに足を踏ふみ入れた。

　ＧＡＲＰのいない格納庫だった。

　整備課の連中にウケがよくなかったＧＡＲＰの格納バージは、早くも荷物置き場のような使われ方をしていた。それでも、その格納バージは広くて、大きくて、死んだ犬の犬小屋のように空っぽだった。サイドフロアから、ワイヤーを使って下に降りた。ＧＡＲＰがいれば、ちょうど足元から見上げる位置に立って、空からっぽの空間をしばらく見つめ、あぐらをかいて座った。

　目覚し時計の時刻を五時二十二分に合わせ、裏返しに床ゆかに置いた。

　カップ酒を開け、ひと口含ふくみ、菊千角を抜ぬいて、刀とう身しんに吹きつけた。逆手に握にぎり直し、切っ先を目覚し時計の背にあてた。

　同じ部隊の戦友を失ったとき、救世軍兵士は時計を死亡時刻に合わせて壊こわす。

　礼装時に着装する両刃短槍ブラツクボルトは本来、そのためのものだ。キースが戦死したあのときも、北米総司令部フオートワースの下士官バーで、みんなでやった。七時四十八分で止まった懐中時計を、ルノアは今でも大事に持っている。

　切っ先を目覚し時計の背にあて、ただひと言の祈りの言葉を唱となえた。軍葬式典ミリタリー・バリーに使われる聖句集には、もっと長くてかっこいい文句が載のっているはずだったが、あいにくとルノアは一番短いこれしか知らなかった。

「あいつの魂たましいに軌き道どう速度のあらんことを」

　あとは、ほんの少し力を加えれば、切っ先はあっさりとプラスチックに滑すべり込み、回路を破は壊かいして時計を止めるはずだった。

　そのとき、どこか上の方から声が聞こえた。




　──電線に、電気を通すと、そこには意識が生じるんです。




　驚おどろいて刀かたなを止めた。そのとき人の気け配はいを感じ、あわてて顔を上げ、そこに、自分の目の前に、黄色いパジャマ姿で敬礼する小さな女の子の後ろ姿が

　あったような気がした。

　誰だれもいるわけがなかった。

　荷物を半はん端ぱに詰つめ込まれた格納バージが、そこにはあるだけだった。

　菊きく千せん角かくを鞘さやに納めた。

　生いけ贄にえはなしでも、あいつは納なつ得とくしてくれるだろう。

　ルノアは目覚し時計を自分の隣となりに置いた。

　思えば、こいつとも長い付き合いだ。

　カップ酒を口に運ぶ。

　ルノアは、今夜はここで夜明かしをするつもりだ。

　改めて、あいつのいない格納バージの空くう洞どうを見上げた。

　こんなにでっかい奴やつだったんだな──

　それは、いなくなってみて、初めてわかることだった。

　消灯後の格納庫ドツクの光景。いつもと何も変わらない。あのときと何も変わってはいない。寒く、広く、暗く、人ひと気けがない。整備課に固有の略式アルファベットで書かれた政治的卑ひ語ごが床一面に躍り、空気の対流音が低く流れ、不安定な電圧に整備灯が瞬またたいている。




　誰だれかが、泣いていた。






















　得難い光景が展開されていた。

　エレベータホールで、ヤマグチ次官が四つんばいになって自じ販はん機きの下をのぞき、右手を突つっ込んで、落としてしまった軍票を手て探さぐりしていた。写真に撮とりたい。

「ん」

　見つけたらしい。ヤマグチ次官はそれを引っぱり出して立ち上がった。が、それは軍票ではなくて、年月に風化した座学筆記試験の答案用紙だった。

「あらら。十五点。ねえルノア、すごいもの見つけたわよ。憶おぼえてるわこの子、七期の卒業生で、オリエンタレ・ベイスンの観測基地に配属されたの」

　ヤマグチ次官は、この答案の主がすでに故人であることには触ふれなかった。

　ルノアはベンチに腰こしを下ろし、そろえたひざに両りよう肘ひじをついて缶かんで両手を温めていた。ポケットを探さぐり、「教官」とつぶやいて硬貨を指で弾はじく。ヤマグチ次官がコーヒー缶を手に隣となりに腰を下ろし、それでもまだルノアは無言だった。

「なにも隠かくすことないのにね。あ、でもこれ燃えないし腐くさらないし、破ってダストに捨てても機密用紙は回収されちゃうし、それでも目に触ふれるところには置いときたくなかったのかな。あなたはこういうのやった？　そうそう、そう言えば昨夜ゆうべ、ＧＧチャンネルでカンニングの特集をやってて、」

　いつになく多弁なヤマグチ次官の言葉を、ルノアはひと言で遮さえぎった。

「どうでした？」

　ヤマグチ次官は、よどみなく、即座に返答した。

「61点」

「──どっちが、ですか？」

「観測ノイズ。でも、これはあくまでこっちの採点。あなたが取り引きでわたした方に、大本営が何点つけたかは、わからないけどね」

　「作戦成功確率なんとかパーセント」とか、ルノアは、そういう表現が嫌きらいだった。だからどうしろというのか。何の参考にもならない燃えないゴミだ。明日あしたの降水確率なんとかパーセント。地球でマナッドが新しい女を作っている確率なんとかパーセント。

　ヤマグチ次官と大本営の誰だれかが、手に手を取って、百点の答案を自じ販はん機きの下に隠している光景が、ルノアの頭に浮かんだ。

　コピーの分析を内密に依頼したことを、ルノアは後こう悔かいし始めていた。オリジナルの破は棄きを心に決めたとき、ヤマグチ次官は聞き捨てならないセリフをさらりと言った。

「それと──こっちが本題なんだけど、ＧＡＲＰが見つかったわ」

　ルノアは聞き捨てた。今度はどこが、と思った。

「鑑かん識しきチームが、対たい核かくシールドされたＧＡＲＰの流体脊せき髄ずい内ない殻かくを発見したの。中身にまでかなりの損傷があって、修復培ばい養ように入ったのが一昨日おとといで、連絡があったのがついさっき」

　ルノアは立ち上がり、ヤマグチ次官につかみかからんばかりの勢いで詰つめ寄った。

「修復、成功したんですか!?」

　成功したに決まっていた。でなければ、そもそもヤマグチ次官は自分にこんな話をするはずがなかった。

　ヤマグチ次官の顔は、話を始めたときのまま、微かすかに曇くもったままだった。

「待って！──落ち着いて聞いて。修復は成功したの。でも──記き憶おく野やは、結局元には戻もどらなかったそうよ。彼は、あなたたちのことを憶おぼえていないわ」

　ルノアの顔はぼんやりと、しかしまだ笑っていた。事実を認めたくないという無意識の思いが、ヤマグチ次官の言葉をそれ以上理解することを止めさせ、「ＧＡＲＰが生きていた」というそのことの喜びだけにしがみつかせていた。

「あの子たち、彼に会う前には、心の準備が必要ね──」





[image: くぎり]






　ルノア隊のユニット。端たん末まつを前に、アマルス、マリポ、チャーミー、アイ、ペスカトーレ。そしてルノア。

　全員がＡＬＦを見つめている。誰だれにともなく促うながされ、チャーミーがキーを叩たたいた。

　ＡＬＦに、懐なつかしいウィンドウが現れた。

　忘れられないウィンドウだった。訓練生なら誰でもそうだ。研修明けの翌日、配属されたばかりの部隊の、顔を合わせたこともない連中と並んで、この初起動画面をじっと見つめるのだ。視線が気になって、なんとなく周りを意識して、ぎくしゃくする雰ふん囲い気きの中、その男性の合成音声を聞くのだ。

　端末から、まぎれもないＧＡＲＰの声が流れ出た。

『みなさん、初めまして。わたしは双そう脚きやく砲ほう台だいの中ちゆう枢すうを務める流体脊せき髄ずい、　　　　　　　です。パーソナルネームはまだありません。みなさんとともに働けることは、わたしにとって大きな喜びです。──どうしたのですか。わたしはなにか禁則処理を犯おかしてしまったのですか。このタイプのエラーの除去方法をわたしは知りません。みなさん、どうしたのですか。お願いですから、泣くのをやめてください──』

[image: ]

　その場にいる全員が、涙を流していた。
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